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山形県新庄市

岩手県湯田町

福島県矢吹町

茨峨県守谷市

山梨県身延町

4 

天龍寺

嵐山商后街
山城正伸

菊池員澄駅ビルが “街を変える"32 東京圏駅ビル開発(株)代表取締役副社長

コラム

「宝探しJのまちづくり
@ 22 

伊東良孝

トピックス[矯玉県]

駅ピルに新県庁舎建設を 央

釧路市長

赤間時事通信社

地方行財政関連施策解説

個性豊かで活力に満ちた地域社会の実現

嵐山駅の足湯

藤原俊之

38 
日経地主事情報化大賞「地践活性化センター賞J受賞

中山間地農業のハンディを克服した「からりネットJ

愛媛県内子町 山本真二

35 

-2ヨ
地織づくり団体探訪

NPO法人きよたけ郷心叶夢
NPO法人尾上町蔵保存利活用促進会

40 
42 

宮崎県清武町

青森県尾上町

若宮正則

会園地時リーダー養成塾 欧州研修報告

長い歴史・文化に根付いた地域づくり44 

1 駅を活かしたまちづくりーI
23 11 -11 

47都道府県漫遊・和故山県

48手前みそですが…

.静岡県掛川市

センター遇信

編
集
H
僻
地
織
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
威
づ
く
り
編
集

46 

三

一

E

嵐
山
も
み
じ
祭
り

京
都
の
名
勝
嵐
山
で
十
一
月
十
四
日
、
恒
例
の
「
嵐

山
も
み
じ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
中
で
も
祭
り
を
盛

り
上
げ
た
目
玉
イ
ベ
ン
ト
が
、
渡
月
橋
の
上
流
域
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
王
朝
貴
族
の
舟
遊
び
」
の
再
現
。
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ま
っ
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山
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に
、
桂
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)
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浮
か
べ
た
舟
の
上
で
、
平
安
時
代
の
貴
族
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衣
装
を
身
に
着
け
た
地
元
関
係
者
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、
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、
筆
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、
管
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な
ど
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芸
能
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も
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け
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光
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を
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せ
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京
都
な
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伝
統
的
な
観
光
地
は
近
年
、
客
数
の
伸

び
悩
み
ゃ
低
迷
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
嵐
山
で
は
昨

年
、
温
泉
が
出
た
の
を
機
に
「
温
泉
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
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に
取
り
組
ん
で
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る
。

既
に
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山
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山
駅
の
プ
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に
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が
設
け
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、

観
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客
に
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を
開
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し
た
。
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も
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客
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駅・商庖街を和風イメージに ・山梨県身延町

(p14) JR身延駅

新圧飢との合築施設 fゆめりあJ・山形県新庄市 (p8)

laを活かした
刷側、まちづくり

fつくばエクスプレスj開業と駅周辺開発 ・茨減県守谷市 (p12)
新駅完成予想図
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駅がサービス拠点に ・島根県江津市(旧桜江町)(p18)川戸駅

鉄道駅と道の駅の一体化 ・高知県田野町 (p20)

上田駅お織口再開発 ・長野県上田市 (p16)

田野駅屋全景 生きがいづくりの爆になる駅 ・島恨県大社町 (p28)
旧大社駅 (上) 駅舎で行われたイベン卜風景 (下)

特急停車効果で地織を活性化 ・鹿児島県隼人町 (p29)
鹿児島県内の木造駅舎では最も古い嘉例川駅
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守ろうふるさと変えよう鹿児島
一地方自治・新時代における地方公共団体の役割-

ー

十

一
世
紀
を
迎
え
、
我
が
国
は
急
激
な
少
子
・
高
齢
化
の
進
行

や
高
度
情
報
化
の
進
展
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
社
会
保
障
や
社
会
福
祉
、
財
政
な
ど
、
こ
れ
ま
で
社
会

の
各
面
に
お
い
て
有
効
に
機
能
し
て
い
た
諸
制
度
が
、
十
分
に
機
能

し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
方
行

政
の
分
野
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

権
限
や
財
源
、
人
材
、
情
報
が
中
央
に
過
度
に
集
中
し
、
地
域
の

活
力
や
個
性
が
喪
失
し
て
い
る
こ
と
に
反
省
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
ほ

か
、
急
激
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
生
活
レ
ベ
ル
で

き
め
細
か
い
対
応
を
迫
ら
れ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
下
、
国
が
行
政
の
内
容
を
決
め
て
、
地
方
が
実
行
す
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
創

意
と
工
夫
に
よ
っ
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
政
策
を
打
ち
出
し
、

地
域
の
振
興
を
図
る
と
い
う
地
方
分
権
型
国
土
の
形
成
に
向
け
て
大

き
く
動
い
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
行
政
需
要
は
多
様
化
、
多
層
化
し
、

住
民
の
行
政
に
対
す
る
関
心
は
増
大
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
を
す
べ
て
行
政
で
対
応
す
る
の
は
、
お
よ
そ
限
界
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
行
政
に
お
い
て
は
、
地
域
社
会
の
い
ろ
い

ろ
な
構
成
員
と
の
共
生
・
協
働
の
仕
組
み
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く

か
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
後
、
人
口
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
減
少
す
る
社
会
に
な

る
と
、
自
ら
の
選
択
と
し
て
、
生
ま
れ
た
所
で
、
生
涯
を
通
じ
て
実

り
豊
か
な
生
活
を
送
り
た
い
と
考
え
る
人
々
が
増
加
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
、

一
番
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
方
公
共
団
体
が
き
ち
ん
と
提
供
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
も
う

一
回
つ
く
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
我
が
鹿
児
島
を
顧
み
る
と
、
南
北
六
百
キ

ロ
に
及
ぶ
広
大
な
県
士
、
世
界
自
然
遺
産
の
屋
久
島
や
長
寿
・
子
宝
の

島
と
し
て
注
目
さ
れ
る
奄
美
群
島
を
は
じ
め
と
す
る
恵
み
豊
か
で
多

調・
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彩
な
自
然
環
境
、
発
展
が
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
や
中
固
な
ど
と
近
接

し
て
い
る
南
に
聞
か
れ
た
地
理
的
特
性
、
個
性
あ
る
歴
史
・
文
化
な
ど
、

豊
か
な
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
。一

方
で
、
時
代
を
先
取
り
し
た
政
策

や
行
政
の
展
開
、
囲
内
外
へ
の
情
報
発
信
や
ア
ピ
ー
ル
と
い
う
面
で

は
、
さ
ら
に
力
を
注
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、

二
十

一
世
紀
の
安
定
型
社
会
に
お
い
て
は
、
物
質
的
に
は

現
在
よ
り
も
あ
る
程
度
貧
し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
鹿
児
島
の

風
土
に
お
い
て
、
学
問
・
文
化
な
ど
の
世
界
を
も
う
少
し
尊
び
な
が

ら
、
心
豊
か
に
人
生
を
自
由
に
送
れ
る
よ
う
な
地
域
社
会
づ
く
り
が

必
要
と
な
る
。
私
は
、
も
し
こ
う
い
う
地
域
社
会
が
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
を
「
か
ご
し
ま
の
く
ら
し
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
打

ち
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・え

い

eり

こ
の
た
め
、
広
く
県
内
外
の
叡
智
を
結
集
し
て
、
新
た
に
設
置
す

る
「
鹿
児
島
県
1
0
0
人
委
員
会
」
に
お
い
て
、
県
政
全
般
に
関
す

る
提
言
な
ど
の
ほ
か
に
、
こ
の
「
か
ご
し
ま
の
く
ら
し
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
議
論
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
域
経
済
の
振
興

や
確
固
と
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
を
守

り
抜
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
正
面
か
ら
積
極
・
果
敢
に
挑
戦

し
、
変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
大
胆
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は
、
「
守
ろ
う
ふ
る
さ
と
変
え
よ
う

鹿
児
島
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
こ
の
ふ
る
さ
と
の
持
つ
優
れ
た
環
境

や
文
化
、
豊
か
な
心
を
守
り
な
が
ら
、
県
内
各
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
、
情
報
や
政
策
発
信
力
の
高
い
、
自
信
と
誇
り
に
満
ち
た

「
力
み
な
ぎ
る
・
か
ご
し
ま
」
を
つ
く
る
こ
と
を
県
政
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
、
県
民
と
と
も
に
、
「
鹿
児
島
か
ら
日
本
を
変
え
る
」

と
い
う
心
意
気
で
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
こ
う
と
強
く
決
意
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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かごしまJを目指して「力みなぎる • 
守ろうふるさと変えよう鹿児島
一地方自治・新時代における地方公共団体の役割-

ー

十

一
世
紀
を
迎
え
、
我
が
国
は
急
激
な
少
子
・
高
齢
化
の
進
行

や
高
度
情
報
化
の
進
展
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
社
会
保
障
や
社
会
福
祉
、
財
政
な
ど
、
こ
れ
ま
で
社
会

の
各
面
に
お
い
て
有
効
に
機
能
し
て
い
た
諸
制
度
が
、
十
分
に
機
能

し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
方
行

政
の
分
野
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

権
限
や
財
源
、
人
材
、
情
報
が
中
央
に
過
度
に
集
中
し
、
地
域
の

活
力
や
個
性
が
喪
失
し
て
い
る
こ
と
に
反
省
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
ほ

か
、
急
激
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
生
活
レ
ベ
ル
で

き
め
細
か
い
対
応
を
迫
ら
れ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
下
、
国
が
行
政
の
内
容
を
決
め
て
、
地
方
が
実
行
す
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
創

意
と
工
夫
に
よ
っ
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
政
策
を
打
ち
出
し
、

地
域
の
振
興
を
図
る
と
い
う
地
方
分
権
型
国
土
の
形
成
に
向
け
て
大

き
く
動
い
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
行
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要
は
多
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化
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多
層
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し
、

住
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の
行
政
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す
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は
増
大
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
を
す
べ
て
行
政
で
対
応
す
る
の
は
、
お
よ
そ
限
界
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
行
政
に
お
い
て
は
、
地
域
社
会
の
い
ろ
い

ろ
な
構
成
員
と
の
共
生
・
協
働
の
仕
組
み
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く

か
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
後
、
人
口
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
減
少
す
る
社
会
に
な

る
と
、
自
ら
の
選
択
と
し
て
、
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た
所
で
、
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実
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豊
か
な
生
活
を
送
り
た
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と
考
え
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人
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が
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す
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も
の
と
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わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
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人
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ラ
イ
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に
、

一
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サ
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を
、
地
方
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共
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提
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仕
組
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も
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一
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る
必
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が
あ
る
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こ
の
よ
う
な
視
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か
ら
我
が
鹿
児
島
を
顧
み
る
と
、
南
北
六
百
キ
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ぶ
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県
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然
遺
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屋
久
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や
長
寿
・
子
宝
の

島
と
し
て
注
目
さ
れ
る
奄
美
群
島
を
は
じ
め
と
す
る
恵
み
豊
か
で
多
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彩
な
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然
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著
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近
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史
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取
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情
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。
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な
が

ら
、
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豊
か
に
人
生
を
自
由
に
送
れ
る
よ
う
な
地
域
社
会
づ
く
り
が

必
要
と
な
る
。
私
は
、
も
し
こ
う
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う
地
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社
会
が
で
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る
の
で
あ
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ば
、
こ
れ
を
「
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ご
し
ま
の
く
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し
ス
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ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
打

ち
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て
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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こ
の
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、
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く
県
内
外
の
叡
智
を
結
集
し
て
、
新
た
に
設
置
す

る
「
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児
島
県
1
0
0
人
委
員
会
」
に
お
い
て
、
県
政
全
般
に
関
す

る
提
言
な
ど
の
ほ
か
に
、
こ
の
「
か
ご
し
ま
の
く
ら
し
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
議
論
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
域
経
済
の
振
興

や
確
固
と
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
を
守

り
抜
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
正
面
か
ら
積
極
・
果
敢
に
挑
戦

し
、
変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
大
胆
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は
、
「
守
ろ
う
ふ
る
さ
と
変
え
よ
う

鹿
児
島
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
こ
の
ふ
る
さ
と
の
持
つ
優
れ
た
環
境

や
文
化
、
豊
か
な
心
を
守
り
な
が
ら
、
県
内
各
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
、
情
報
や
政
策
発
信
力
の
高
い
、
自
信
と
誇
り
に
満
ち
た

「
力
み
な
ぎ
る
・
か
ご
し
ま
」
を
つ
く
る
こ
と
を
県
政
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
、
県
民
と
と
も
に
、
「
鹿
児
島
か
ら
日
本
を
変
え
る
」

と
い
う
心
意
気
で
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
こ
う
と
強
く
決
意
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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競
争
の
中
に
求
め
る
差
別
化
戦
略
の
"
日
司
、
.

H
脂

w'w
“

今
は

T
M
O
(タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ

l
ガ
ニ
ゼ

l

シ
ヨ
ン
)
の
時
代
が
終
わ
り
、
タ
ウ
ン
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の

時
代
に
入
っ
て
い
る
。
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
は
、
ど
こ
と
競

争
す
る
の
か
と
い
う
ラ
イ
バ
ル
を
明
確
化
し
て
、
そ
こ
と

ど
の
よ
う
に
差
別
化
を
す
る
の
か
、
つ
ま
り
「
選
択
と
集

中
」
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
選
択
し
集
中
す
る
た
め

に
は
、
「
若
者
も
高
齢
者
も
、
誰
に
も
来
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
総
花
的
で
欲
張
り
な
発
想
が
も
っ
と
も
危
険
で
あ

り
、
「
う
ち
の
街
か
ら
、
何
を
切
り
捨
て
る
か
」
、
そ
こ
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
「
タ
ウ
ン

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
時
代
」
と
い
う
認
識
が
、
関
係
者
に
決

定
的
に
欠
落
し
て
い
る
。

都
市
と
都
市
は
蛾
烈
な
競
争
関
係
に
あ
る
。
で
は
何
を

求
め
て
の
競
争
か
、
ま
た
勝
ち
負
け
の
基
準
は
:
:
:
。
東

京
を
例
に
と
る
と
、
ラ
イ
バ
ル
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
り

香
港
、
ソ
ウ
ル
、
上
海
で
あ
る
。
外
資
系
多
国
籍
企
業
の

ア
ジ
ア
の
拠
点
都
市
と
な
る
た
め
の
「
空
港
や
港
湾
の
ハ

ブ
」
を
目
指
し
て
競
争
し
て
き
た
が
、
こ
と
ご
と
く
敗
れ

て
き
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
東
京
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

都
市
問
競
争
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
敗
者
な
の
で
あ
る
。
そ

あ
が

の
東
京
を
ま
だ
別
格
視
し
て
崇
め
て
い
る
聞
は
「
見
え
る

も
の
も
見
え
な
い
」
。
都
市
と
都
市
、
あ
る
い
は
中
心
市

街
地
同
士
、
商
庖
街
同
士
は
何
を
求
め
て
競
争
し
て
い
る

の
か
。

駅
は
目
的
地
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
駅
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
外
部
か
ら
顧
客
を
大
量
に
吸
引
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
街
の
再
開
発
を
見
て
く
る
と
、
駅
の
変

化
を
活
か
せ
た
街
、
要
す
る
に
、
街
づ
く
り
の
ス
テ
ッ
プ

に
活
用
で
き
た
街
と
、
全
く
で
き
な
か
っ
た
街
が
あ
る
。

た
だ
共
通
項
は
、
多
く
の
街
は
駅
の
特
性
に
合
わ
せ
て
形

も

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科

&

教綬

・

永

井

猛

成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
駅
が
汚
い
エ
リ
ア
の
街
は
汚

く
、
逆
も
ま
た
真
で
あ
る
。
街
が
変
わ
れ
ば
居
住
者
も
来

街
者
も
変
わ
る
の
で
あ
る
。
一

番
重
要
な
の
は
居
住
者
で

あ
る
。
多
く
の
商
底
街
の
性
格
は
そ
こ
で
商
売
を
す
る
人

た
ち
で
は
な
く
、
そ
こ
を
生
活
拠
点
と
し
て
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ

の
街
の

一
次
商
圏
と
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
数
と

質
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

結
論
的
に
は
、
街
と
街
は
居
住
し
て
も
ら
う
べ
き
優
良

な
人
た
ち
を
求
め
て
競
争
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
数
に
は
限
り
が
あ
る
以
上
、
そ

れ
は
ゼ
ロ
サ
ム
競
争
終な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
居
住
地

変
更
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
は
非
常
に
大
き
い
の
で
、

ど
れ
だ
け
速
く
や
る
か
が
重
要
に
な
る
。

※
勝
ち
と
負
け
を
合
計
す
る
と
差
し
引
き
ゼ
ロ
に
な
る
と

い
う
考
え
方
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と
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ば
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は
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バ
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な

都
市
問
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争
に
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る
ア
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の
敗
者
な
の
で
あ
る
。
そ

あ
が

の
東
京
を
ま
だ
別
格
視
し
て
崇
め
て
い
る
聞
は
「
見
え
る

も
の
も
見
え
な
い
」
。
都
市
と
都
市
、
あ
る
い
は
中
心
市

街
地
同
士
、
商
庖
街
同
士
は
何
を
求
め
て
競
争
し
て
い
る

の
か
。

駅
は
目
的
地
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
駅
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
外
部
か
ら
顧
客
を
大
量
に
吸
引
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
街
の
再
開
発
を
見
て
く
る
と
、
駅
の
変

化
を
活
か
せ
た
街
、
要
す
る
に
、
街
づ
く
り
の
ス
テ
ッ
プ

に
活
用
で
き
た
街
と
、
全
く
で
き
な
か
っ
た
街
が
あ
る
。

た
だ
共
通
項
は
、
多
く
の
街
は
駅
の
特
性
に
合
わ
せ
て
形

も

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科

&

教綬

・

永

井

猛

成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
駅
が
汚
い
エ
リ
ア
の
街
は
汚

く
、
逆
も
ま
た
真
で
あ
る
。
街
が
変
わ
れ
ば
居
住
者
も
来

街
者
も
変
わ
る
の
で
あ
る
。
一

番
重
要
な
の
は
居
住
者
で

あ
る
。
多
く
の
商
底
街
の
性
格
は
そ
こ
で
商
売
を
す
る
人

た
ち
で
は
な
く
、
そ
こ
を
生
活
拠
点
と
し
て
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ

の
街
の

一
次
商
圏
と
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
数
と

質
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

結
論
的
に
は
、
街
と
街
は
居
住
し
て
も
ら
う
べ
き
優
良

な
人
た
ち
を
求
め
て
競
争
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
数
に
は
限
り
が
あ
る
以
上
、
そ

れ
は
ゼ
ロ
サ
ム
競
争
終な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
居
住
地

変
更
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
は
非
常
に
大
き
い
の
で
、

ど
れ
だ
け
速
く
や
る
か
が
重
要
に
な
る
。

※
勝
ち
と
負
け
を
合
計
す
る
と
差
し
引
き
ゼ
ロ
に
な
る
と

い
う
考
え
方
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人
間
に
も
、
企
業
に
も
、
産
業
に
も
、
ま
し
て
や
国
家

に
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
当
然
、
都
市
に
も
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。
従
っ
て
、
商
業
集
積
、
商
庖
街
、
居

住
地
に
も
当
然
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
の
は
致
し
方
な

い
。
し
か
し
、
顧
客
を
吸
引
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
集
積
の
意
味
が
重
要
に
な
り
、
最
低
限
の
集

積
が
な
け
れ
ば
顧
客
吸
引
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
こ
で
商
売
を
す
る
人
た
ち
が
住
み

分
け
が
で
き
て
い
て
、
居
心
地
が
良
い
空
間
で
は
意
味
が

な
い
。
彼
ら
が
絶
え
ず
競
争
せ
ざ
る
を
え
な
い
空
間
を
創

造
し
、
発
展
さ
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
駅
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
庖
街

と
の
競
争
が
起
こ
り
、
そ
の
競
争
に
よ
っ
て
商
庖
街
が
変

わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
駅
が
変
わ
る
こ
と
を
利
用

で
き
た
街
の
共
通
項
で
あ
る
。

• 商
庖
街
と
そ
れ
ら
の
集
積
で
あ
る
中
心
市
街
地
は
、
過

去
に
四
回
の
過
ち
(
勘
違
い
)
を
犯
し
た
。

一
、
駅
を
市
街
地
に
引
き
込
ま
せ
な
か
っ
た

多
く
の
地
方
の
県
庁
所
在
地
や
そ
れ
に
準
じ
る
規
模
の

都
市
は
、
鉄
道
を
中
心
市
街
地
に
引
き
込
ま
せ
な
か
っ
た
。

黒
煙
を
嫌
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

一
つ
の
街
に

駅
前
集
積
と
旧
中
心
市
街
地
集
積
と
い
う
中
途
半
端
な
二

つ
の
集
積
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
駅
を
中
心
市
街
地
と
ド

ッ
キ
ン
グ
さ
せ
れ
ば
生
ま
れ
た
、
大
規
模
集
積
が
生
み
出

す
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
実
現
で
き
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
二

つ
の
集
積
地
が
離
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
線
の
集
積
が
埋
め

ら
れ
ず
、
面
の
広
が
り
の
な
い
状
態
が
生
ま
れ
た
。

東
北
地
方
を
例
に
と
れ
ば
、
両
方
の
集
積
を
線
で
つ
な

げ
て
面
に
ま
で
拡
大
で
き
た
唯

一
の
都
市
が
仙
台
市
で
あ

る
。
盛
岡
、
山
形
は
線
で
す
ら
結
べ
な
い
中
途
半
端
な
都

市
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
が

進
ん
だ
札
幌
で
は
、
イ
オ
ン
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
こ
れ
ま
で
の
集
積
を
上
回
る
面
の
集
積
を
つ
く
り
出
し

た
。
旧
市
街
地
と
駅
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
丸
が
離
れ
過
ぎ

て
い
た
証
明
で
あ
る
。
名
古
屋
も
駅
前
と
中
心
市
街
地
の

栄
区
と
は
相
当
離
れ
て
お
り
、
駅
前
に
高
島
屋
に
加
え
て

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
本
社
が
で
さ
る
こ
と
で
パ
ワ
l
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

二
、
大
庖
法
を
強
化
し
て
大
規
模
小
売
業
の
出
庖
・
増
床

を
妨
げ
た

G
M
S
(ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ

l
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
・
ス

ト
ア
H

ダ
イ
エ
ー
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
イ
オ
ン
な
ど
の

大
型
庖
舗
)
や
百
貨
庖
が
十
分
な
敷
地
を
確
保
し
た
バ
キ

ュ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
(
顧
客
の
大
量
吸
引
媒
体
)
機
能
を

発
揮
し
た
場
合
、
既
存
の
商
庖
街
は
そ
こ
に
吸
引
さ
れ
る

ざ
め

大
量
顧
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
小
判
鮫
型
の
多
様
な

業
態
や
住
み
分
け
型
新
業
態
」
に
転
換
で
き
た
可
能
性
は

大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ
れ
ら
の
出
底
・
増

床
を
妨
げ
て
き
た
。
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人
間
に
も
、
企
業
に
も
、
産
業
に
も
、
ま
し
て
や
国
家

に
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
当
然
、
都
市
に
も
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。
従
っ
て
、
商
業
集
積
、
商
庖
街
、
居

住
地
に
も
当
然
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
の
は
致
し
方
な

い
。
し
か
し
、
顧
客
を
吸
引
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
集
積
の
意
味
が
重
要
に
な
り
、
最
低
限
の
集

積
が
な
け
れ
ば
顧
客
吸
引
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
こ
で
商
売
を
す
る
人
た
ち
が
住
み

分
け
が
で
き
て
い
て
、
居
心
地
が
良
い
空
間
で
は
意
味
が

な
い
。
彼
ら
が
絶
え
ず
競
争
せ
ざ
る
を
え
な
い
空
間
を
創

造
し
、
発
展
さ
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
駅
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
庖
街

と
の
競
争
が
起
こ
り
、
そ
の
競
争
に
よ
っ
て
商
庖
街
が
変

わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
駅
が
変
わ
る
こ
と
を
利
用

で
き
た
街
の
共
通
項
で
あ
る
。

• 商
庖
街
と
そ
れ
ら
の
集
積
で
あ
る
中
心
市
街
地
は
、
過

去
に
四
回
の
過
ち
(
勘
違
い
)
を
犯
し
た
。

一
、
駅
を
市
街
地
に
引
き
込
ま
せ
な
か
っ
た

多
く
の
地
方
の
県
庁
所
在
地
や
そ
れ
に
準
じ
る
規
模
の

都
市
は
、
鉄
道
を
中
心
市
街
地
に
引
き
込
ま
せ
な
か
っ
た
。

黒
煙
を
嫌
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

一
つ
の
街
に

駅
前
集
積
と
旧
中
心
市
街
地
集
積
と
い
う
中
途
半
端
な
二

つ
の
集
積
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
駅
を
中
心
市
街
地
と
ド

ッ
キ
ン
グ
さ
せ
れ
ば
生
ま
れ
た
、
大
規
模
集
積
が
生
み
出

す
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
実
現
で
き
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
二

つ
の
集
積
地
が
離
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
線
の
集
積
が
埋
め

ら
れ
ず
、
面
の
広
が
り
の
な
い
状
態
が
生
ま
れ
た
。

東
北
地
方
を
例
に
と
れ
ば
、
両
方
の
集
積
を
線
で
つ
な

げ
て
面
に
ま
で
拡
大
で
き
た
唯

一
の
都
市
が
仙
台
市
で
あ

る
。
盛
岡
、
山
形
は
線
で
す
ら
結
べ
な
い
中
途
半
端
な
都

市
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
が

進
ん
だ
札
幌
で
は
、
イ
オ
ン
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
こ
れ
ま
で
の
集
積
を
上
回
る
面
の
集
積
を
つ
く
り
出
し

た
。
旧
市
街
地
と
駅
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
丸
が
離
れ
過
ぎ

て
い
た
証
明
で
あ
る
。
名
古
屋
も
駅
前
と
中
心
市
街
地
の

栄
区
と
は
相
当
離
れ
て
お
り
、
駅
前
に
高
島
屋
に
加
え
て

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
本
社
が
で
さ
る
こ
と
で
パ
ワ
l
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

二
、
大
庖
法
を
強
化
し
て
大
規
模
小
売
業
の
出
庖
・
増
床

を
妨
げ
た

G
M
S
(ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ

l
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
・
ス

ト
ア
H

ダ
イ
エ
ー
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
イ
オ
ン
な
ど
の

大
型
庖
舗
)
や
百
貨
庖
が
十
分
な
敷
地
を
確
保
し
た
バ
キ

ュ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
(
顧
客
の
大
量
吸
引
媒
体
)
機
能
を

発
揮
し
た
場
合
、
既
存
の
商
庖
街
は
そ
こ
に
吸
引
さ
れ
る

ざ
め

大
量
顧
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
小
判
鮫
型
の
多
様
な

業
態
や
住
み
分
け
型
新
業
態
」
に
転
換
で
き
た
可
能
性
は

大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ
れ
ら
の
出
底
・
増

床
を
妨
げ
て
き
た
。
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三
、
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
社
会
へ
の
対
応
を
怠
っ
た

売
り
場
面
積
の
制
限
は
、
必
要
な
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を

相
対
的
に
制
限
す
る
結
果
と
な
り
、
既
存
商
庖
街
の
経
営

者
は
自
ら
新
業
態
の
開
発
・
既
存
業
態
か
ら
の
転
換
の
機

会
を
も
逸
し
た
。

目
、
バ
キ
ュ
ー
ム
型
大
型
コ
ン
テ
ン
ツ
(
県
庁
、
市
役
所
、

高
校
、
病
院
な
ど
)
を
舛
部
に
追
い
や
っ
た

こ
れ
は
、
バ
ブ
ル
で
地
価
が
高
騰
し
て
自
ら
の
資
産
価

値
や
地
上
権
価
値
が
上
昇
し
た
た
め
で
あ
る
。
県
庁
や
市

役
所
は
当
該
県
の
最
大
の
雇
用
主
体
で
あ
る
。
従
っ
て
、

飲
食
業
に
と
っ
て
は
最
大
の

一
次
商
圏
を
構
成
す
る
顧
客

山形駅前商席街

と
な
る
。
こ
の
飲
食
業
態
の
集
積
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と

対
等
、
い
や
そ
れ
を
上
回
る
顧
客
吸
引
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ

る。
既
に
郊
外
に
移
転
し
て
し
ま
っ
た
県
庁
や
市
役
所
が
、

今
は
か
つ
て
自
ら
が
存
在
し
て
い
た
中
心
市
街
地
活
性
化

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
機
能
を
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
皮
肉

な
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
移
転
跡
地
を
巨
大
な
モ
ー
タ

ー
プ
ー
ル
に
で
き
た
な
ら
ば
、
地
方
都
市
の
モ

l
タ
リ
ゼ

1
シ
ヨ
ン
に
対
応
す
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
の

に
、
そ
の
よ
う
な
利
便
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
選
択

肢
を
選
ん
だ
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

最
優
先
課
題
を
、
「
都
市
中
心
部
に
お
け
る
グ
レ
ー
ド

の
高
い
住
空
間
を
創
造
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

一
次
商
圏
、

住
民
の
質
を
向
上
さ
せ
る
」
こ
と
に
お
い
て
み
る
。
こ
こ

で
は
競
争
理
論
か
ら
み
て
次
の
よ
う
な
観
点
が
重
要
だ
ろ

λ
ゾ
。一

、
人
口
規
模
だ
け
で
な
く
居
住
者
の
質
(
年
齢
、
所
得
、

資
産
)
が
重
要

人
口
だ
け
が
増
え
て
も
、
購
買
力
が
な
け
れ
ば

一
次
商

圏
顧
客
に
は
な
れ
な
い
。
客
単
価
四
千

1
六
千
円
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
今
の
中
心
市
街
地
に
出
庖
し
で
も
、
ラ
ン
チ
利

用
は
あ
っ
て
も
夜
の
自
腹
で
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
う
の
が
現
状
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、

そ
こ
を
生
活
の
中
で
使
い
こ
な
せ
る
住
民
が

一
次
商
圏
内

に
居
住
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
常
生
活

の
中
で
あ
る
程
度
質
の
高
い
業
態
を
使
い
こ
な
せ
る
だ
け

の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
と
「
所
得
」
を
有
す
る
住
民
の

6 

存
在
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
バ
ブ
ル
期
に
郊
外
に
住
居
を
持
た
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
人
た
ち
を
中
心
市
街
地
に
呼
び
戻
す
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
都
市
型
生
活
が
提
供
で
き
る

「
居
住
空
間
の
創
造
」
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
中
心

市
街
地
の
中
か
、
も
し
く
は
そ
こ
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で

の
資
産
価
値
の
あ
る
ラ
ン
ド
マ

l
ク
と
な
る
よ
う
な
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。

t議漏誕~ 2∞4 ・ 12月号

「
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
も
、
そ
う
そ
う
簡
単
に
は
土

地
の
確
保
は
で
き
な
い
」
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ

で
重
要
な
こ
と
は
、

一
1
二
階
の
使
い
方
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
|

|
例
え
ば
自
治
体
が
買
い
取
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
と
す
る
と
か
、
居
住
者
に
必
要
な
生
活
セ
ン
タ
ー

機
能
を
強
化
す
る
業
態
を
優
先
的
に
入
れ
る
と
か
(
そ
の

分
、
容
積
率
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
)
|

|
商
店
街
の
流
れ
を
切
断
さ
せ
な
い
相
当
の
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。

購
買
力
が
あ
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
が
都
市
生
活
を
享
受

で
き
る
集
積
が
周
辺
に
豊
富
に
あ
る
、
そ
の
人
た
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
資
産
価
値
の
高
い
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
が
第

一
の
選
択
肢
で
あ
る
。
こ
の
層
と
は
高
額
所
得
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
や
知
的
専
門
職
、
子
育
て
を
終
え
た
中
高
年
層
、

金
融
ス
ト
ッ
ク
を
保
有
す
る
高
齢
者
の
人
た
ち
が
重
要
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
が
で

き
る
エ
リ
ア
と
で
き
な
い
エ
リ
ア
が
存
在
す
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
都
市
も
商
庖
街
も
「
優
良
な
住
民
を
求
め
て
競

争
」
し
て
い
る
。
競
争
で
あ
る
限
り
、
そ
こ
に
は
パ
レ
ー

ト
最
適
(
二
O
一八

O
の
法
則
ぷ
が
働
か
ざ
る
を
得
な
い
。

※
勝
者
と
敗
者
の
比
率
は
二

O
%
と
人

O
%
に
落
ち
着
く

三
、
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
社
会
へ
の
対
応
を
怠
っ
た

売
り
場
面
積
の
制
限
は
、
必
要
な
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を

相
対
的
に
制
限
す
る
結
果
と
な
り
、
既
存
商
庖
街
の
経
営

者
は
自
ら
新
業
態
の
開
発
・
既
存
業
態
か
ら
の
転
換
の
機

会
を
も
逸
し
た
。

目
、
バ
キ
ュ
ー
ム
型
大
型
コ
ン
テ
ン
ツ
(
県
庁
、
市
役
所
、

高
校
、
病
院
な
ど
)
を
舛
部
に
追
い
や
っ
た

こ
れ
は
、
バ
ブ
ル
で
地
価
が
高
騰
し
て
自
ら
の
資
産
価

値
や
地
上
権
価
値
が
上
昇
し
た
た
め
で
あ
る
。
県
庁
や
市

役
所
は
当
該
県
の
最
大
の
雇
用
主
体
で
あ
る
。
従
っ
て
、

飲
食
業
に
と
っ
て
は
最
大
の

一
次
商
圏
を
構
成
す
る
顧
客

山形駅前商席街

と
な
る
。
こ
の
飲
食
業
態
の
集
積
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と

対
等
、
い
や
そ
れ
を
上
回
る
顧
客
吸
引
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ

る。
既
に
郊
外
に
移
転
し
て
し
ま
っ
た
県
庁
や
市
役
所
が
、

今
は
か
つ
て
自
ら
が
存
在
し
て
い
た
中
心
市
街
地
活
性
化

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
機
能
を
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
皮
肉

な
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
移
転
跡
地
を
巨
大
な
モ
ー
タ

ー
プ
ー
ル
に
で
き
た
な
ら
ば
、
地
方
都
市
の
モ

l
タ
リ
ゼ

1
シ
ヨ
ン
に
対
応
す
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
の

に
、
そ
の
よ
う
な
利
便
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
選
択

肢
を
選
ん
だ
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

最
優
先
課
題
を
、
「
都
市
中
心
部
に
お
け
る
グ
レ
ー
ド

の
高
い
住
空
間
を
創
造
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

一
次
商
圏
、

住
民
の
質
を
向
上
さ
せ
る
」
こ
と
に
お
い
て
み
る
。
こ
こ

で
は
競
争
理
論
か
ら
み
て
次
の
よ
う
な
観
点
が
重
要
だ
ろ

λ
ゾ
。一

、
人
口
規
模
だ
け
で
な
く
居
住
者
の
質
(
年
齢
、
所
得
、

資
産
)
が
重
要

人
口
だ
け
が
増
え
て
も
、
購
買
力
が
な
け
れ
ば

一
次
商

圏
顧
客
に
は
な
れ
な
い
。
客
単
価
四
千

1
六
千
円
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
今
の
中
心
市
街
地
に
出
庖
し
で
も
、
ラ
ン
チ
利

用
は
あ
っ
て
も
夜
の
自
腹
で
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
う
の
が
現
状
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、

そ
こ
を
生
活
の
中
で
使
い
こ
な
せ
る
住
民
が

一
次
商
圏
内

に
居
住
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
常
生
活

の
中
で
あ
る
程
度
質
の
高
い
業
態
を
使
い
こ
な
せ
る
だ
け

の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
と
「
所
得
」
を
有
す
る
住
民
の

6 

存
在
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
バ
ブ
ル
期
に
郊
外
に
住
居
を
持
た
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
人
た
ち
を
中
心
市
街
地
に
呼
び
戻
す
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
都
市
型
生
活
が
提
供
で
き
る

「
居
住
空
間
の
創
造
」
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
中
心

市
街
地
の
中
か
、
も
し
く
は
そ
こ
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア
で

の
資
産
価
値
の
あ
る
ラ
ン
ド
マ

l
ク
と
な
る
よ
う
な
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。

t議漏誕~ 2∞4 ・ 12月号

「
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
も
、
そ
う
そ
う
簡
単
に
は
土

地
の
確
保
は
で
き
な
い
」
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ

で
重
要
な
こ
と
は
、

一
1
二
階
の
使
い
方
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
|

|
例
え
ば
自
治
体
が
買
い
取
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
と
す
る
と
か
、
居
住
者
に
必
要
な
生
活
セ
ン
タ
ー

機
能
を
強
化
す
る
業
態
を
優
先
的
に
入
れ
る
と
か
(
そ
の

分
、
容
積
率
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
)
|

|
商
店
街
の
流
れ
を
切
断
さ
せ
な
い
相
当
の
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。

購
買
力
が
あ
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
が
都
市
生
活
を
享
受

で
き
る
集
積
が
周
辺
に
豊
富
に
あ
る
、
そ
の
人
た
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
資
産
価
値
の
高
い
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
が
第

一
の
選
択
肢
で
あ
る
。
こ
の
層
と
は
高
額
所
得
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
や
知
的
専
門
職
、
子
育
て
を
終
え
た
中
高
年
層
、

金
融
ス
ト
ッ
ク
を
保
有
す
る
高
齢
者
の
人
た
ち
が
重
要
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
が
で

き
る
エ
リ
ア
と
で
き
な
い
エ
リ
ア
が
存
在
す
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
都
市
も
商
庖
街
も
「
優
良
な
住
民
を
求
め
て
競

争
」
し
て
い
る
。
競
争
で
あ
る
限
り
、
そ
こ
に
は
パ
レ
ー

ト
最
適
(
二
O
一八

O
の
法
則
ぷ
が
働
か
ざ
る
を
得
な
い
。

※
勝
者
と
敗
者
の
比
率
は
二

O
%
と
人

O
%
に
落
ち
着
く



特集 駅を活かしたまちづくり

二
、
生
鮮
四
晶
の
地
域
一
番
庖
効
果
の
発
揮
で
き
る
業
態

ミ
ッ
ク
ス
の
存
在

生
鮮
四
品
、
す
な
わ
ち
「
肉
、
魚
、
野
菜
・
巣
物
、
総

ぞ
ろ

菜
」
の
品
揃
え
が
幅
広
く
、
深
さ
が
な
い
と
居
住
者
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
。
日
本
人
の
食
生
活
と
買
い
物
行
動

習
慣
の
中
で
「
差
別
化
さ
れ
た
生
鮮
四
品
を
集
め
る
」
意

味
は
極
め
て
大
き
い
。
肉
、
魚
、
野
菜
・
果
物
の
三
品
が

地
域

一
番
庖
に
で
き
な
い
な
ら
、
せ
め
て
総
菜
は

一
番
屈

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
せ
っ
か
く
購
買
力
の
あ
る
質
の

高
い
住
民
を
誘
致
し
て
も
、
商
脂
街
が
こ
の
ニ

l
ズ
に
対

応
で
き
な
い
と
機
能
が
空
洞
化
し
て
し
ま
う
。
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
は
、
郊
外
の

S
C
(
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
)
で
ま
と
め
買
い
を
し
て
、
間
に
合
わ
せ

の
食
材
だ
け
を
商
底
街
で
調
達
す
る
:
:
:
。
そ
う
な
れ
ば

商
脂
街
は
日
常
生
活
の
中
で
の
「
間
に
合
わ
せ
の
街
」
と

な
っ
て
し
ま
う
。

三
、
バ
キ
ュ
ー
ム
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
形
成

次
に
生
鮮
四
品
以
外
の
重
点
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み

で
あ
る
が
、

S
C
や
G
M
S
に
な
い
、
あ
る
い
は
な
じ
ま

な
い
業
態
を
で
き
る
だ
け
集
積
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
売
り
場
面
積
は
問
題
で
は
な
く
、
特
定
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
は

一
番
脂
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
集
積

が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
中
・
高
級
居
酒
屋
、
炉
辺
焼
き
、

は
ん
ち
ゅ
う

創
作
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
こ
の
範
暗
に
入
る
。
こ
の
集

積
が
で
き
て
競
争
の
空
間
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
そ
こ
に
バ
キ
ュ
ー
ム
型
の
広
域
商
圏
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
美
容
室
を
例
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
イ
オ

ン
や
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の

G
M
S
、
あ
る
い
は

一
大
シ
ヨ
ツ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
は
美
容
サ
ロ
ン
が

一
つ
あ
れ
ば
十
分

で
あ
る
。
そ
こ
に
ク
イ
ッ
ク
パ

l
パ
l
が

一
つ
入
る
か
も

し
れ
な
い
。
R
S
C
(河
内
柱
。

E
-
g。
E
v
z
m
n
g
B円
H

広

域
商
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
)
で
も
二
庖
舗
の
出
底
が
限
度
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
集
積
を
加
速
さ
せ
る
に
は
、
街
の

一
ブ
ロ
ッ
ク
に
こ
れ

せ
っ

さ

ら
の
美
容
サ
ロ
ン
を
四

1
五
庖
舗
集
め
て
お
互
い
に
切
薩

琢
磨
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
バ
キ
ュ
ー
ム
型
コ
ン
テ

ン
ツ
空
間
が
醸
成
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
確
実
に
地
域

一

番
の
集
積
エ
リ
ア
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
そ
の
こ
と
で
商
圏
が
大
き
く
広
域
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

目
、
生
活
セ
ン
タ
ー
機
能
を
弧
売
す
る

一
次
商
圏
人
口
を
形
成
す
る
高
質
な
住
民
の
生
活
の
質

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
新
し
い
市
街
地
の

「最
大
の
役
割
」
で
あ
る
。
物
販
は
最
後
に
く
る
も
の
で
、

こ
の
点
を
勘
違
い
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
生
活
の

質
的
向
上
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
生
活
セ
ン
タ
ー
機
能
を

拡
充
す
る
こ
と
で
あ
る
。
商
庖
街
と
そ
の
周
辺
が
快
適
な

生
活
セ
ン
タ
ー
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
な
機
能
と
し
て
は
、

①
時
間
節
約
媒
体
②
時
間

消
費
媒
体
③
自
己
実
現
促
進
媒
体
、
そ
し
て
④

エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
媒
体
ー
ー
で
あ
る
。
上
記
の
事
例
と
し
て
は
、

駅
・
駐
車
場
・
駐
輪
場
、
外
食
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
・
各
種

娯
楽
施
設
、
病
院
、
教
育
機
関
(
学
習
塾
を
含
む
)
、
レ

ン
タ
ル
ビ
デ
オ
脂
、

書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
総
合
ス
ー
パ
ー
、
フ

ァ
ー
ス
ト

フ
l
ド
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
、
花
屋
、
役
所
、
警
察
署
、
交
番
、
パ
チ
ン
コ
庖
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ス
ナ
ッ
ク
、
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
割
烹
料

理
応
、

美
容
院
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
各
種
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
業
態
、
各
種
公
共
施
設
、
な
ど
な
ど
が
あ
る
。
そ

の
ほ
か
に
、
評
判
の
よ
い
開
業
医
と
私
立
の
中
高

一
貰
校
、

上
位
の
専
門
学
校
な
ど
は
中
心
的
な
バ
キ
ュ
ー
ム
型
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
き
守
え
よ
う
。

• 駅
が
あ
っ
て
、
街
が
あ
る
。
駅
の
集
積
と
街
の
集
積
を

線
で
結
べ
な
か
っ
た
都
市
は
、

二
極
化
し
て
い
る
こ
の
集

積
の
ど
ち
ら
を
優
先
的
に
考
え
て
い
く
べ
き
か
は
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。
駅
集
積
の
場
合
に
は
、
駅
と
の

「
合
築
」

の
積
極
利
用
が
明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
。

都
市
は
"
生
き
も
の
“
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
活

性
化
戦
略
と
言

っ
て
も
柔
軟
性
の
あ
る
考
え
方
を
持
っ
て

課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
過
去
の
商
庖
街
が
犯
し

た
過
ち
、
そ
の
検
証
か
ら
入
り
、
現
状
を
分
析
す
る
。
そ

こ
か
ら
選
択
と
集
中
の
た
め
の
最
優
先
課
題
を
決
め
て
い

く
。
本
稿
は

「
グ
レ
ー
ド
の
高
い
資
産
価
値
の
あ
る
居
住

空
間
を
創
造
す
る
こ
と
」
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
県
庁

所
在
地
や
そ
れ
に
準
じ
る
都
市
が
広
域
型
商
圏
を
形
成
す

る
た
め
の
集
積
を
考
え
て
み
た
。
観
光
地
や
そ
の
他
の
都

市
の
場
合
に
は
、
ま
た
別
の
切
り
口
が
必
要
と
な
ろ
う
。

都
心
回
帰
は
、
郊
外
や
そ
の
周
辺
都
市
の
あ
り
方
を
変

え
る
。
市
町
村
の

「平
成
の
大
合
併
」
が
進
行
中
で
あ
る

が
、
合
併
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、
今
起
き
て
い
る
街
の

競
争
の
真
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
か
は
疑
わ
し
い
。
そ

の
理
解
度
の
差
が
、
今
後
、
街
の
格
差
を
確
実
に
、
し
か

も
決
定
的
に
拡
大
さ
せ
る
。
ど
こ
で
、
何
を
、
ど
こ
ま
で

差
別
化
さ
せ
る
の
か
。
社
烈
な

「知
の
闘
い
」
が
始
ま
っ

て
い
る
。
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二
、
生
鮮
四
晶
の
地
域
一
番
庖
効
果
の
発
揮
で
き
る
業
態

ミ
ッ
ク
ス
の
存
在

生
鮮
四
品
、
す
な
わ
ち
「
肉
、
魚
、
野
菜
・
巣
物
、
総

ぞ
ろ

菜
」
の
品
揃
え
が
幅
広
く
、
深
さ
が
な
い
と
居
住
者
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
。
日
本
人
の
食
生
活
と
買
い
物
行
動

習
慣
の
中
で
「
差
別
化
さ
れ
た
生
鮮
四
品
を
集
め
る
」
意

味
は
極
め
て
大
き
い
。
肉
、
魚
、
野
菜
・
果
物
の
三
品
が

地
域

一
番
庖
に
で
き
な
い
な
ら
、
せ
め
て
総
菜
は

一
番
屈

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
せ
っ
か
く
購
買
力
の
あ
る
質
の

高
い
住
民
を
誘
致
し
て
も
、
商
脂
街
が
こ
の
ニ

l
ズ
に
対

応
で
き
な
い
と
機
能
が
空
洞
化
し
て
し
ま
う
。
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
は
、
郊
外
の

S
C
(
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
)
で
ま
と
め
買
い
を
し
て
、
間
に
合
わ
せ

の
食
材
だ
け
を
商
底
街
で
調
達
す
る
:
:
:
。
そ
う
な
れ
ば

商
脂
街
は
日
常
生
活
の
中
で
の
「
間
に
合
わ
せ
の
街
」
と

な
っ
て
し
ま
う
。

三
、
バ
キ
ュ
ー
ム
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
形
成

次
に
生
鮮
四
品
以
外
の
重
点
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み

で
あ
る
が
、

S
C
や
G
M
S
に
な
い
、
あ
る
い
は
な
じ
ま

な
い
業
態
を
で
き
る
だ
け
集
積
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
売
り
場
面
積
は
問
題
で
は
な
く
、
特
定
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
は

一
番
脂
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
集
積

が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
中
・
高
級
居
酒
屋
、
炉
辺
焼
き
、

は
ん
ち
ゅ
う

創
作
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
こ
の
範
暗
に
入
る
。
こ
の
集

積
が
で
き
て
競
争
の
空
間
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
そ
こ
に
バ
キ
ュ
ー
ム
型
の
広
域
商
圏
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
美
容
室
を
例
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
イ
オ

ン
や
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の

G
M
S
、
あ
る
い
は

一
大
シ
ヨ
ツ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
は
美
容
サ
ロ
ン
が

一
つ
あ
れ
ば
十
分

で
あ
る
。
そ
こ
に
ク
イ
ッ
ク
パ

l
パ
l
が

一
つ
入
る
か
も

し
れ
な
い
。
R
S
C
(河
内
柱
。

E
-
g。
E
v
z
m
n
g
B円
H

広

域
商
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
)
で
も
二
庖
舗
の
出
底
が
限
度
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
集
積
を
加
速
さ
せ
る
に
は
、
街
の

一
ブ
ロ
ッ
ク
に
こ
れ

せ
っ

さ

ら
の
美
容
サ
ロ
ン
を
四

1
五
庖
舗
集
め
て
お
互
い
に
切
薩

琢
磨
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
バ
キ
ュ
ー
ム
型
コ
ン
テ

ン
ツ
空
間
が
醸
成
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
確
実
に
地
域

一

番
の
集
積
エ
リ
ア
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
そ
の
こ
と
で
商
圏
が
大
き
く
広
域
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

目
、
生
活
セ
ン
タ
ー
機
能
を
弧
売
す
る

一
次
商
圏
人
口
を
形
成
す
る
高
質
な
住
民
の
生
活
の
質

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
新
し
い
市
街
地
の

「最
大
の
役
割
」
で
あ
る
。
物
販
は
最
後
に
く
る
も
の
で
、

こ
の
点
を
勘
違
い
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
生
活
の

質
的
向
上
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
生
活
セ
ン
タ
ー
機
能
を

拡
充
す
る
こ
と
で
あ
る
。
商
庖
街
と
そ
の
周
辺
が
快
適
な

生
活
セ
ン
タ
ー
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
な
機
能
と
し
て
は
、

①
時
間
節
約
媒
体
②
時
間

消
費
媒
体
③
自
己
実
現
促
進
媒
体
、
そ
し
て
④

エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
媒
体
ー
ー
で
あ
る
。
上
記
の
事
例
と
し
て
は
、

駅
・
駐
車
場
・
駐
輪
場
、
外
食
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
・
各
種

娯
楽
施
設
、
病
院
、
教
育
機
関
(
学
習
塾
を
含
む
)
、
レ

ン
タ
ル
ビ
デ
オ
脂
、

書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
総
合
ス
ー
パ
ー
、
フ

ァ
ー
ス
ト

フ
l
ド
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
、
花
屋
、
役
所
、
警
察
署
、
交
番
、
パ
チ
ン
コ
庖
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ス
ナ
ッ
ク
、
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
割
烹
料

理
応
、

美
容
院
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
各
種
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
業
態
、
各
種
公
共
施
設
、
な
ど
な
ど
が
あ
る
。
そ

の
ほ
か
に
、
評
判
の
よ
い
開
業
医
と
私
立
の
中
高

一
貰
校
、

上
位
の
専
門
学
校
な
ど
は
中
心
的
な
バ
キ
ュ
ー
ム
型
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
き
守
え
よ
う
。

• 駅
が
あ
っ
て
、
街
が
あ
る
。
駅
の
集
積
と
街
の
集
積
を

線
で
結
べ
な
か
っ
た
都
市
は
、

二
極
化
し
て
い
る
こ
の
集

積
の
ど
ち
ら
を
優
先
的
に
考
え
て
い
く
べ
き
か
は
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。
駅
集
積
の
場
合
に
は
、
駅
と
の

「
合
築
」

の
積
極
利
用
が
明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
。

都
市
は
"
生
き
も
の
“
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
活

性
化
戦
略
と
言

っ
て
も
柔
軟
性
の
あ
る
考
え
方
を
持
っ
て

課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
過
去
の
商
庖
街
が
犯
し

た
過
ち
、
そ
の
検
証
か
ら
入
り
、
現
状
を
分
析
す
る
。
そ

こ
か
ら
選
択
と
集
中
の
た
め
の
最
優
先
課
題
を
決
め
て
い

く
。
本
稿
は

「
グ
レ
ー
ド
の
高
い
資
産
価
値
の
あ
る
居
住

空
間
を
創
造
す
る
こ
と
」
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
県
庁

所
在
地
や
そ
れ
に
準
じ
る
都
市
が
広
域
型
商
圏
を
形
成
す

る
た
め
の
集
積
を
考
え
て
み
た
。
観
光
地
や
そ
の
他
の
都

市
の
場
合
に
は
、
ま
た
別
の
切
り
口
が
必
要
と
な
ろ
う
。

都
心
回
帰
は
、
郊
外
や
そ
の
周
辺
都
市
の
あ
り
方
を
変

え
る
。
市
町
村
の

「平
成
の
大
合
併
」
が
進
行
中
で
あ
る

が
、
合
併
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、
今
起
き
て
い
る
街
の

競
争
の
真
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
か
は
疑
わ
し
い
。
そ

の
理
解
度
の
差
が
、
今
後
、
街
の
格
差
を
確
実
に
、
し
か

も
決
定
的
に
拡
大
さ
せ
る
。
ど
こ
で
、
何
を
、
ど
こ
ま
で

差
別
化
さ
せ
る
の
か
。
社
烈
な

「知
の
闘
い
」
が
始
ま
っ

て
い
る
。

2側・ 12月号 :辿減$ω7 



特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
ゃ
つ
く
り

。

山
形
県
新
圧
市

体
の
活
性
化
を
図
る
施
設
を
目
指
し
、
同
五
年
に
広
域
交

流
拠
点
施
設
推
進
室
を
設
置
し
、
八
市
町
村
の
共
同
事
業

と
し
て
最
上
広
域
が
計
画
を
進
め
た
。
そ
の
最
中
の
同
九

年
、
当
地
方
の
悲
願
で
あ
っ
た
山
形
新
幹
線
の
新
庄
延
伸

が
決
定
、
当
時
は
新
庄
駅
が
全
国
初
の
県
庁
所
在
地
以
外

で
の
新
幹
線
始
発
・
終
着
駅
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

新
幹
線
開
業
と
施
設
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
偶
然
重
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
新
幹
線
開
業
の
受

け
皿
の

一
つ
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
最
上
地
方
の
玄

関
口
と
し
て
地
域
情
報
の
発
信
・
案
内
機
能
を
活
か
す
こ

と
に
な
っ
た
。
最
上
エ
コ
ポ
リ
ス
の
舞
台
と
な
る
地
域

全
体
に
誘
客
を
促
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
と
駅
舎
の

一
体
的
整
備
に
よ
り
、
双
方

が
補
完
し
合
い
、
機
能
を
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

合
築
と
い
う
手
法
が
採
用
さ
れ
た
。

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十

一
年
十
二
月
四

日
の
山
形
新
幹
線
新
庄
駅
開
業
に
合
わ
せ
、
新
幹
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
と
な
っ
た
新
庄
駅
と
の
合
築
施
設
と
し
て
、
最

上
地
域
が
夢
あ
ふ
れ
る
地
域
で
あ
り
た
い
と
の
願
い
を
込

め
た
「
ゆ
め
り
あ
」
を
愛
称
に
、
地
域
の
大
き
な
期
待
と

と
も
に
開
館
し
た
。

「
ゆ
め
り
あ
」
の
果

た
す
役
割
は
、
大

き
く
は
交
流
促
進

と
地
域
情
報
の
発

景
信
で
あ
り
、
施
設

風一ハ

-
全
体
が
こ
の
二
つ

い
…
の
機
能
を
果
た
せ

同
…
る
よ
う
構
成
さ
れ

流交
て
い
る
。

-Zコ
ポ
リ
ス
の
活
動
拠
点
を
目
指
す

『
ゆ
め

D
あ』

l
l
新
幹
線
駅
舎
と
交
流
セ
ン
タ
ー
を
一

-

一

人
口
減
に
歯
止
め
を
掛
け
る

4
、
一
地
域
づ
く
り
が
課
題

新
庄
市
は
、
山
形
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る

一
市
四
町

三
村
か
ら
な
る
最
上
地
方
の
中
心
都
市
と
し
て
、
古
く
は

江
戸
時
代
か
ら
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
当
市
を
中

心
に
し
た
市
町
村
の
連
携
は
強
く
、
昭
和
四
十
六
年
に
行

政
事
務
の
効
率
化
を
推
し
進
め
る
た
め
、
最
上
地
方
八
市

町
村
は
共
同
事
務
を
行
、
つ
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

(
以
下
最
上
広
域
)
を
設
置
し
、
以
来

一
丸
と
な
っ
て
地

域
づ
く
り
に
当
た
っ
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
課
題
は
多
い
。
中
で
も
八

市
町
村
の
人
口
が
同
三
十
年
の
十
二
万
八
千
人
台
を
ピ
ー

ク
に
年
々
減
り
続
け
、
平
成
十
二
年
度
の
国
勢
調
査
で
は

九
万
五
千
人
台
ま
で
に
減
少
す
る
な
ど
、
早
期
対
応
が
大

き
な
地
域
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
八
市
町
村
で
は
同
二
年

か
ら
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
環
境
と
人
と
が
理
想
的
に

共
生
す
る
地
域
社
会
を
目
指
す
「
最
上
エ

コ
ポ
リ
ス
構
想
」

を
策
定
し
、
実
現
に
向
け
て
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を

体
的
に
整
備

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
り
あ

館長

・

東
谷
重
友

進
め
て
い
る
0

・

一

最
上
エ
コ
ポ
リ
ス
構
想
に
よ
る

4
守
一
"
理
想
郷
ゃ
つ
く
り
“

最
土
地
方
が
持
つ
自
然
、
歴
史
、
文
化
と
い
っ
た
優
れ

た
環
境
の
恩
恵
を
誰
も
が
享
受
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、

当
地
方
の
新
た
な
個
性
と
魅
力
を
育
む
こ
と
で
若
者
の
定

住
や
交
流
入
口
の
拡
大
を
図
る
。
そ
れ
が
、
環
境
と
人
と

が
共
生
し
た
、
物
の
豊
か
さ
と
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
"
理
想
郷
づ
く
り
“
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
守
り
育

て
未
来
に
引
き
継
ぐ

一
連
の
活
動
が
最
上
エ
コ
ポ
リ
ス

並
内
回
日
:
ヱ
こ
。

主
府
引
+
局
サ
ペ

J

，，
同
構
想
に
お
い
て
、
活
動
拠
点
で
あ
り
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
の
が
最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」
で
あ
る
。

な
お
エ
コ
ポ
リ
ス
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
(
環
境
)
と
ポ
リ
ス

(
街
)
の
合
成
語
で
あ
る
。

ヱ

最
上
八
市
町
村
の
共
同
事
業
と
し
て
実
施

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

最
上
地
方
の
中
心
都
市

で
あ
る
新
庄
市
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
中
心
部
と
地
域
全
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駅
を
活
か
し
た
ま
ち
ゃ
つ
く
り

。

山
形
県
新
圧
市

体
の
活
性
化
を
図
る
施
設
を
目
指
し
、
同
五
年
に
広
域
交

流
拠
点
施
設
推
進
室
を
設
置
し
、
八
市
町
村
の
共
同
事
業

と
し
て
最
上
広
域
が
計
画
を
進
め
た
。
そ
の
最
中
の
同
九

年
、
当
地
方
の
悲
願
で
あ
っ
た
山
形
新
幹
線
の
新
庄
延
伸

が
決
定
、
当
時
は
新
庄
駅
が
全
国
初
の
県
庁
所
在
地
以
外

で
の
新
幹
線
始
発
・
終
着
駅
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

新
幹
線
開
業
と
施
設
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
偶
然
重
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
新
幹
線
開
業
の
受

け
皿
の

一
つ
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
最
上
地
方
の
玄

関
口
と
し
て
地
域
情
報
の
発
信
・
案
内
機
能
を
活
か
す
こ

と
に
な
っ
た
。
最
上
エ
コ
ポ
リ
ス
の
舞
台
と
な
る
地
域

全
体
に
誘
客
を
促
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
と
駅
舎
の

一
体
的
整
備
に
よ
り
、
双
方

が
補
完
し
合
い
、
機
能
を
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

合
築
と
い
う
手
法
が
採
用
さ
れ
た
。

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十

一
年
十
二
月
四

日
の
山
形
新
幹
線
新
庄
駅
開
業
に
合
わ
せ
、
新
幹
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
と
な
っ
た
新
庄
駅
と
の
合
築
施
設
と
し
て
、
最

上
地
域
が
夢
あ
ふ
れ
る
地
域
で
あ
り
た
い
と
の
願
い
を
込

め
た
「
ゆ
め
り
あ
」
を
愛
称
に
、
地
域
の
大
き
な
期
待
と

と
も
に
開
館
し
た
。

「
ゆ
め
り
あ
」
の
果

た
す
役
割
は
、
大

き
く
は
交
流
促
進

と
地
域
情
報
の
発

景
信
で
あ
り
、
施
設

風一ハ

-
全
体
が
こ
の
二
つ

い
…
の
機
能
を
果
た
せ

同
…
る
よ
う
構
成
さ
れ

流交
て
い
る
。

-Zコ
ポ
リ
ス
の
活
動
拠
点
を
目
指
す

『
ゆ
め

D
あ』

l
l
新
幹
線
駅
舎
と
交
流
セ
ン
タ
ー
を
一

-

一

人
口
減
に
歯
止
め
を
掛
け
る

4
、
一
地
域
づ
く
り
が
課
題

新
庄
市
は
、
山
形
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る

一
市
四
町

三
村
か
ら
な
る
最
上
地
方
の
中
心
都
市
と
し
て
、
古
く
は

江
戸
時
代
か
ら
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
当
市
を
中

心
に
し
た
市
町
村
の
連
携
は
強
く
、
昭
和
四
十
六
年
に
行

政
事
務
の
効
率
化
を
推
し
進
め
る
た
め
、
最
上
地
方
八
市

町
村
は
共
同
事
務
を
行
、
つ
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

(
以
下
最
上
広
域
)
を
設
置
し
、
以
来

一
丸
と
な
っ
て
地

域
づ
く
り
に
当
た
っ
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
課
題
は
多
い
。
中
で
も
八

市
町
村
の
人
口
が
同
三
十
年
の
十
二
万
八
千
人
台
を
ピ
ー

ク
に
年
々
減
り
続
け
、
平
成
十
二
年
度
の
国
勢
調
査
で
は

九
万
五
千
人
台
ま
で
に
減
少
す
る
な
ど
、
早
期
対
応
が
大

き
な
地
域
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
八
市
町
村
で
は
同
二
年

か
ら
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
環
境
と
人
と
が
理
想
的
に

共
生
す
る
地
域
社
会
を
目
指
す
「
最
上
エ

コ
ポ
リ
ス
構
想
」

を
策
定
し
、
実
現
に
向
け
て
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を

体
的
に
整
備

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
り
あ

館長

・

東
谷
重
友

進
め
て
い
る
0

・

一

最
上
エ
コ
ポ
リ
ス
構
想
に
よ
る

4
守
一
"
理
想
郷
ゃ
つ
く
り
“

最
土
地
方
が
持
つ
自
然
、
歴
史
、
文
化
と
い
っ
た
優
れ

た
環
境
の
恩
恵
を
誰
も
が
享
受
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、

当
地
方
の
新
た
な
個
性
と
魅
力
を
育
む
こ
と
で
若
者
の
定

住
や
交
流
入
口
の
拡
大
を
図
る
。
そ
れ
が
、
環
境
と
人
と

が
共
生
し
た
、
物
の
豊
か
さ
と
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
"
理
想
郷
づ
く
り
“
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
守
り
育

て
未
来
に
引
き
継
ぐ

一
連
の
活
動
が
最
上
エ
コ
ポ
リ
ス

並
内
回
日
:
ヱ
こ
。

主
府
引
+
局
サ
ペ

J

，，
同
構
想
に
お
い
て
、
活
動
拠
点
で
あ
り
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
の
が
最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」
で
あ
る
。

な
お
エ
コ
ポ
リ
ス
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
(
環
境
)
と
ポ
リ
ス

(
街
)
の
合
成
語
で
あ
る
。

ヱ

最
上
八
市
町
村
の
共
同
事
業
と
し
て
実
施

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

最
上
地
方
の
中
心
都
市

で
あ
る
新
庄
市
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
中
心
部
と
地
域
全

8 2004・12月号泌総;o



/ 特集 駅を活かしたまちづくり-
ヱ

一
千
台
の
パ

l
ク
&
ラ
イ
ド
駐
車
場
を
設
置

建
物
自
体
は
鉄
骨
造
り
二
階
建
て
、
総
面
積
五
千
九
十

八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
全
館
が
高
齢
者
な
ど
も
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
床
を
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
す
る
な
ど
、
人
に
や
さ

し
い
ハ

l
ト
ビ
ル
法
適
用
の
建

物
と
な
っ
て
い
る
。
外
観
は
雪

国
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
願
い
を
込
め
た
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
で
、
自
然
採
光
を
最
大
限

活
用
し
た
明
る
い
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
他
に
類
似
の
な
い
特

徴
あ
る
建
物
と
し
て
、
そ
の
存

在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
い
る
。

内
部
は
、
無
機
質
な
外
観
と

は
対
照
的
に
、
木
を
多
用
し
て

木
の
持
つ
ぬ
く
も
り
を
全
面
に

出
す
こ
と
で
、

「最
上
の
人
々
の

温
か
さ
と
豊
か
な
自
然
」
を
表
現
し
た
造
り
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
物
東
側
に
は
、

二
階
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
結
ば
れ
た
パ

l
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
方
式
に
よ
る

一
千
台

の
無
料
駐
車
場
を
設
置
、
駅
利
用
者
や
新
庄
商
店
街
の
買

い
物
客
な
ど
に
利
便
性
を
提
供
し
て
い
る
。

i
j
一
体
験
館
か
ら
シ
ネ
マ
、
物
産
館
ま
で
備
え
た

‘

-

複
合
施
設

施
設
内
に
は
、
メ
イ
ン
機
能
と
し
て
地
域
内
外
の
交
流

を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
空
間
「
花
と
緑
の
交
流
広
場
」

(
六
百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
が
あ
る
。
日
常
的
に
は
憩

い
の
広
場
と
し
て
利
用
す
る

一
方
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
配

し
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
可
能
な
多
目
的
広
場
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
使
用
に
は
無
料
開
放
を
行
う
な
ど
、
年
間
を
通

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に
努
め
て
い
る
。

ほ
か
に
、
"
最
上
の
宝
探
し
“
を
テ

l
マ
に
、
地
域
の

暮
ら
し
ゃ
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
二
百
六
十
五
個
の
標
本

箱
と
二
十
個
の
特
殊
ボ
ッ
ク
ス

に
詰
め
込
ん
だ
地
域
文
化
体
験

機
能
「
も
が
み
体
験
館
」
(
五

百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
を
開

設
。
さ
ら
に
窓
口
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
観
光
情
報
を
中
心
に

地
域
を
紹
介
す
る
最
上
地
方
の

総
合
案
内
、
情
報
発
信
機
能
と

し
て
の
「
も
が
み
情
報
案
内
セ

同
一
ン
タ

l
」
、
施
設
の
大
き
な
特

効
…
徴
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
映

蜘
一
像
文
化
を
提
供
す
る
「
シ
ネ

-
P
L

…
 

花
…
マ
・
ア
ベ
ー
ジ
ュ

」
、

一
般
貸

し
出
し
を
対
象
と
し
た
会
議

室
、
地
域
物
産
館
や
飲
食
庖
舗
も
備
え
た
複
合
的
機
能
を

有
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
五
年
度
の
ゆ
め
り
あ
入
館
者
は
百
八
十
七
万
七

千
人
で
あ
り
、
月
平
均
で
十
五
万
六
千
人
、

一
日
平
均
だ
と

五
千
人
と
な
っ
て
お
り
、
開
館
以
来
の
入
館
者
総
数
は

一

千
二
十
三
万
三
千
人
(
十
六
年
十
月
二
十
日
現
在
)
に
上
っ

て
い
る
。
花
と
緑
の
交
流
広
場
は
"
元
気
な
も
が
み
“
を

合
言
葉
に
、
開
館
以
来
、
地
域
の
伝
統
芸
能
や
民
謡
民
舞

を
は
じ
め
児
童
生
徒
の
発
表
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
同
十

五
年
度
は
大
小
合
わ
せ
三
百
七
十
六
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
。

'
v一
収
入
培
加
策
に
よ
る

‘

一

市
町
村
の
負
担
軽
減
が
課
題
に

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
最
上
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
の
直
営
施
設
と
し
て
管
理
運
営
が
行
わ
れ
て
お

り
、
建
設
費
か
ら
管
理
運
営
費
ま
で
の
す
べ
て
が
八
市
町

村
の
分
担
金
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。
公
共
施
設
と
し
て
、

館
内
の

一
部
を
除
き
駐
車
場
を
含
め
す
べ
て
無
料
の
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
日
の
ひ
っ
迫
す
る
市
町
村
財
政
下

に
あ
っ
て
、
償
還
金
を
含
め
た
管
理
運
営
費
は
構
成
市
町

村
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
管
理
運
営
体
制
の
あ
り
方
は
も
と
よ
り
、
施
設

自
体
の
収
入
増
加
策
を
図
り
、
市
町
村
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
が
最
大
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

開
館
か
ら
五
年
を
迎
え
、
四
季
を
通
し
て
憩
い
と
安
ら

ぎ
を
提
供
し
、
併
わ
せ
て
地
域
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

拠
点
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
た
。
地
域
内
外
を
問
わ
ず
、

多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
多
面
的
角
度

か
ら
の
地
域
情
報
提
供
施
設
と
し
て
、
さ
ら
な
る
利
用

促
進
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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/ 特集 駅を活かしたまちづくり-
ヱ

一
千
台
の
パ

l
ク
&
ラ
イ
ド
駐
車
場
を
設
置

建
物
自
体
は
鉄
骨
造
り
二
階
建
て
、
総
面
積
五
千
九
十

八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
全
館
が
高
齢
者
な
ど
も
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
床
を
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
す
る
な
ど
、
人
に
や
さ

し
い
ハ

l
ト
ビ
ル
法
適
用
の
建

物
と
な
っ
て
い
る
。
外
観
は
雪

国
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
願
い
を
込
め
た
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
で
、
自
然
採
光
を
最
大
限

活
用
し
た
明
る
い
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
他
に
類
似
の
な
い
特

徴
あ
る
建
物
と
し
て
、
そ
の
存

在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
い
る
。

内
部
は
、
無
機
質
な
外
観
と

は
対
照
的
に
、
木
を
多
用
し
て

木
の
持
つ
ぬ
く
も
り
を
全
面
に

出
す
こ
と
で
、

「最
上
の
人
々
の

温
か
さ
と
豊
か
な
自
然
」
を
表
現
し
た
造
り
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
物
東
側
に
は
、

二
階
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
結
ば
れ
た
パ

l
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
方
式
に
よ
る

一
千
台

の
無
料
駐
車
場
を
設
置
、
駅
利
用
者
や
新
庄
商
店
街
の
買

い
物
客
な
ど
に
利
便
性
を
提
供
し
て
い
る
。

i
j
一
体
験
館
か
ら
シ
ネ
マ
、
物
産
館
ま
で
備
え
た

‘

-

複
合
施
設

施
設
内
に
は
、
メ
イ
ン
機
能
と
し
て
地
域
内
外
の
交
流

を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
空
間
「
花
と
緑
の
交
流
広
場
」

(
六
百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
が
あ
る
。
日
常
的
に
は
憩

い
の
広
場
と
し
て
利
用
す
る

一
方
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
配

し
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
可
能
な
多
目
的
広
場
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
使
用
に
は
無
料
開
放
を
行
う
な
ど
、
年
間
を
通

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に
努
め
て
い
る
。

ほ
か
に
、
"
最
上
の
宝
探
し
“
を
テ

l
マ
に
、
地
域
の

暮
ら
し
ゃ
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
二
百
六
十
五
個
の
標
本

箱
と
二
十
個
の
特
殊
ボ
ッ
ク
ス

に
詰
め
込
ん
だ
地
域
文
化
体
験

機
能
「
も
が
み
体
験
館
」
(
五

百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
を
開

設
。
さ
ら
に
窓
口
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
観
光
情
報
を
中
心
に

地
域
を
紹
介
す
る
最
上
地
方
の

総
合
案
内
、
情
報
発
信
機
能
と

し
て
の
「
も
が
み
情
報
案
内
セ

同
一
ン
タ

l
」
、
施
設
の
大
き
な
特

効
…
徴
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
映

蜘
一
像
文
化
を
提
供
す
る
「
シ
ネ

-
P
L

…
 

花
…
マ
・
ア
ベ
ー
ジ
ュ

」
、

一
般
貸

し
出
し
を
対
象
と
し
た
会
議

室
、
地
域
物
産
館
や
飲
食
庖
舗
も
備
え
た
複
合
的
機
能
を

有
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
五
年
度
の
ゆ
め
り
あ
入
館
者
は
百
八
十
七
万
七

千
人
で
あ
り
、
月
平
均
で
十
五
万
六
千
人
、

一
日
平
均
だ
と

五
千
人
と
な
っ
て
お
り
、
開
館
以
来
の
入
館
者
総
数
は

一

千
二
十
三
万
三
千
人
(
十
六
年
十
月
二
十
日
現
在
)
に
上
っ

て
い
る
。
花
と
緑
の
交
流
広
場
は
"
元
気
な
も
が
み
“
を

合
言
葉
に
、
開
館
以
来
、
地
域
の
伝
統
芸
能
や
民
謡
民
舞

を
は
じ
め
児
童
生
徒
の
発
表
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
同
十

五
年
度
は
大
小
合
わ
せ
三
百
七
十
六
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
。

'
v一
収
入
培
加
策
に
よ
る

‘

一

市
町
村
の
負
担
軽
減
が
課
題
に

最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
最
上
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
の
直
営
施
設
と
し
て
管
理
運
営
が
行
わ
れ
て
お

り
、
建
設
費
か
ら
管
理
運
営
費
ま
で
の
す
べ
て
が
八
市
町

村
の
分
担
金
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。
公
共
施
設
と
し
て
、

館
内
の

一
部
を
除
き
駐
車
場
を
含
め
す
べ
て
無
料
の
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
日
の
ひ
っ
迫
す
る
市
町
村
財
政
下

に
あ
っ
て
、
償
還
金
を
含
め
た
管
理
運
営
費
は
構
成
市
町

村
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
管
理
運
営
体
制
の
あ
り
方
は
も
と
よ
り
、
施
設

自
体
の
収
入
増
加
策
を
図
り
、
市
町
村
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
が
最
大
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

開
館
か
ら
五
年
を
迎
え
、
四
季
を
通
し
て
憩
い
と
安
ら

ぎ
を
提
供
し
、
併
わ
せ
て
地
域
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

拠
点
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
た
。
地
域
内
外
を
問
わ
ず
、

多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
多
面
的
角
度

か
ら
の
地
域
情
報
提
供
施
設
と
し
て
、
さ
ら
な
る
利
用

促
進
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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駅
を
活
か
し
た
ま
ち
e

つ
く
り

e 
岩
手
県
湯
田
町

乗
降
駅
を
温
泉
利
用
の

地
域
コ
ミ
ュ
=
ァ
ィ
ー
の
場
に

-・圃

北
東
北
に
位
置
す
る
岩
手
県
、
そ
の
最
西
部
の
湯
田
町
は
、

奥
羽
山
脈
の
ど
真
ん
中
の
山
岡
地
帯
に
あ
る
。
十
二
月
初
旬

か
ら
翌
四
月
中
旬
ま
で
根
雪
に
覆
わ
れ
、

真
冬
の
二
月
に
は

積
雪
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
す
こ
と
も
珍
し
く
な
い
東
北
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
。

古
く
は
奥
州
平
泉
の
時
代
に
豊
富
に
産
出
す
る
金
に
よ
り
、

そ
の
黄
金
文
化
を
支
え
た
と
言
わ
れ
、
特
に
明
治
以
降
昭
和

四
十
年
代
ま
で
は
銅
の
産
出
で
栄
え
た
。
最
盛
期
の
同
三
十

年
代
の
人
口
は

一
万
三
千
人
を
数
え
た
が
、
鉱
石
枯
渇
と
鋼

輸
入
の
自
由
化
で
閉
山
が
相
次
い
だ
上
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
っ
た
湯
田
ダ
ム
建
設
に
よ
る
水
没
移
転
に
よ
り
人
口

流
出
が
進
み
、
現
在
は
当
時
の
三
分
の

一
以
下
の
わ
ず
か
四

千
人
の
典
型
的
な
山
間
地
の
温
泉
町
で
あ
る
。

j
F

一
駅
を
温
泉
施
設
合
築
の

4
.
一
「
ほ
っ
と
ゆ
だ
」
に
改
称

か
つ
て
の
鉱
石
輸
送
や
通
勤
、
通
学
、
温
泉
客
で
栄
え
た

北
上
線
も
、
旧
国
鉄
時
代
か
ら
赤
字
・
不
採
算
路
線
と
し
て

廃
止
対
象
に
取
り
ざ
た
さ
れ
た
が
、

J
R
移
行
時
に
温
泉
の

町
の
玄
関
口
整
備
の
拠
点
と
し
て
提
案
し
た
結
果
、
新
生
J

R
の
理
解
を
得
て
駅
舎
と
踊
泉
施
設
の
合
築
が
実
現
し
た
。

折
し
も
竹
下
内
閣
の

一
億
円
の
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
が
あ

り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
が
関
心
を
寄

せ
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、

宣
伝
効
果
も
上
っ
た
。
さ
ら
に

湯
田
町
企
画
情
報
課

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
町
民
は
誰
で

も
下
駄
履
き
三
十
分
で
温
泉
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、
町
内

を
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
温
泉
の
な
か
っ
た
三
ブ
ロ
ッ
ク
に

ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
全
地
区
に
温
泉
施
設
を
整
備
し
た
。

「近
き
者
喜
び
て
、
遠
き
者
来
る
」
(
孔
子
)
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
自
分
た
ち
の
施
設
と
し
て
利
用
し
、
そ
れ
が
よ
そ
の

人
た
ち
か
ら
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
に
住
む
自
信
や

誇
り
が
多
少
な
り
と
も
育
ま
れ
た
。

-1
↓
地
域
資
源
を
活
か
し
た
独
自
の
産
業
振
興
を

私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

一
言
で
言
う
と
、
そ

れ
ま
で
単
な
る
乗
降
の
場
で
あ
っ
た
駅
を

"
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
場
“
に
す
る
新
し
い
提
案
で
あ
っ
た
。
今
年
十
月
に
も

三
年
連
続
し
て
北
上
・
横
手
聞
を

S
L
が
走
り
、
ほ
っ
と
ゆ

だ
駅
に
は

一
万
五
千
人
が
集
り
、
紅
葉
と
秋
の
味
覚
を
楽
し

み
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
中
で
も
過
疎
の
深
刻
化
は
地
域
経
済

を
縮
小
再
生
産
に
追
い
込
み
、
若
者
の
働
く
場
を
奪
い
続
け

て
い
る
。
い
か
な
る
産
業
振
興
策
を
立
案
・
提
案
す
る
か
が

町
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

今
求
め
ら
れ
る

「新
し
い
提
案
」
は
、
山
の
幸
を
農
林
業

の
主
力
品
目
に
育
て
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。
奥
羽
山
脈
の
土
質
と
豪
雪
は
独
特
な
柔

ら
か
き
と
甘
み
の
あ
る
山
菜
や
木
の
実
、
キ

ノ
コ
、
薬
草
類
を
育
て
て
い
る
。
自
力
更
生

の
精
神
で
地
域
資
源
を
磨
き
、
そ
の
産
業
化

を
図
る
こ
と
が
目
様
で
あ
る
。

企
業
誘
致
が
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
く
の
で

は
な
く
、
例
え
歩
み
は
の
ろ
く
と
も
第

一
次

産
業
か
ら
始
め
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
第
二
、
第
三
次
産
業
へ
と
結
び

付
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
が
高
齢

者
の
経
験
と
女
性
の
調
理
、
加
工
、
保
存
技

術
を
受
け
て
、
今
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

• 菊
池
一
治

「ほ
っ
と
ゆ
だ
」
と
改
称
し
た
駅
名
が
、
若
い
女
性
を
は
じ
め

幅
広
い
層
に
好
感
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
を
、

J
R
東
日
本
が
宣
伝
の
前
面
に
立
て

て
P
R
し
、
温
泉
と
駅
舎
が

一
緒
と
い
う
物
珍
し
き
に
加
え
、

折
か
ら
の
バ
ブ
ル
景
気
に
支
え
ら
れ
、
大
い
な
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
た
。
特
に
駅
舎
の
中
に
設
け
た
温
泉
施
設
(
浴
室
)
に

は
信
号
機
を
設
置
し
、
列
車
の
発
車
四
十
五
分
前
に
な
る
と

青
に
点
灯
、

三
十
分
前
に
は
黄
色
に
、
そ
し
て
十
五
分
前
に

は
赤
に
変
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者
に
受
け
て

いヲ
Q

。
旅
の
途
中
、
列
車
待
ち
時
間
に

「ち

ょ
っ
と
ひ
と
風
日
」
と
、
気
軽
に
利
用

で
き
る
の
が
好
評
だ
。
十
五
年
前
、
年

間
十
万
人
を
超
え
て
い
た
利
用
者
は
、

そ
の
後
少
し
減
っ
た
が
、
今
で
も
八
万

人
台
を
保
っ
て
い
る
。

h
F

一
町
内
七
地
区
に

4
司
一
温
泉
施
設
を
整
備

当
時
は
ど
で
か
い
施
設
で
誘
客
を
図

れ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
小
さ
な

町
の
施
設
な
ど
三
日
天
下
は
目
に
見
え

て
い
る
。
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し
く

暮
ら
す
こ
と
で
、
地
域
に
住
む
自
信
が
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に
変
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者
に
受
け
て

いヲ
Q

。
旅
の
途
中
、
列
車
待
ち
時
間
に

「ち

ょ
っ
と
ひ
と
風
日
」
と
、
気
軽
に
利
用

で
き
る
の
が
好
評
だ
。
十
五
年
前
、
年

間
十
万
人
を
超
え
て
い
た
利
用
者
は
、

そ
の
後
少
し
減
っ
た
が
、
今
で
も
八
万

人
台
を
保
っ
て
い
る
。

h
F

一
町
内
七
地
区
に

4
司
一
温
泉
施
設
を
整
備

当
時
は
ど
で
か
い
施
設
で
誘
客
を
図

れ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
小
さ
な

町
の
施
設
な
ど
三
日
天
下
は
目
に
見
え

て
い
る
。
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し
く

暮
ら
す
こ
と
で
、
地
域
に
住
む
自
信
が
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駅
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

-

古
く
か
ら
奥
州
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
交
通
の
要
衝

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
矢
吹
町
。
近
年
は
、
昭
和
凹
十
八
年

に
東
北
自
動
卓
道
の
開
通
に
伴
い
、
矢
吹
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
開
設
。
同
五
十
七
年
に
は
東
北
新
幹
線
が
完
成
し
、
町

の
北
阿
部
を
定
っ
て
い
る
。
続
い
て
平
成
五
年
、
隣
接
す
る

玉
川
村
に
福
島
空
港
が
開
港
し
、
同
十
三
年
に
は
空
港
、
矢

吹
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
磐
越
自
動
車
道
小
野
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
三
拠
点
を
結
ぶ
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の

一
部
が
開

通
す
る
な
ど
、
着
々
と
高
速
交
通
網
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

高
速
交
通
網
の
発
達
は
、
東
京
を
は
じ
め
と
し
た

一
大
消

費
圏
へ
の
農
産
物
や
特
産
品
の
供
給
を
可
能
と
し
、
農
業
の

あ
り
方
そ
の
も
の
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
。
交
通
の
利

便
性
か
ら
企
業
の
立
地
も
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
都
市
圏

と
近
接
し
て
い
る
当
町
は
、
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
定
住
す
る
人
口
も
年
々
増
え
つ
つ
あ
る
。

-
l
{
未
来
デ
ザ
イ
ン
の
駅
舎
に
"
大
変
身
“

こ
の
よ
う
な
高
速
交
通
網
は
、
地
域
経
済
の
活
発
化
に
寄

与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
聞
の
交
流
を
よ
り
深
め
、
新

た
な
地
域
文
化
を
隙
成
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

新
交
通
網
の
整
備
が
進
む
中
で
交
通
基
盤
の
主
役
で
あ
る

J

R
東
北
本
線
が
町
を
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
。
明
治
二
十
年

に
建
築
さ
れ
た
旧
矢
吹
駅
は
、
町
の
西
側
商
庖
街
の
み
に
改

e
福
島
県
矢
吹
町• 

• 
ど
を
決
め
た
。
駅
の
改
築
が
、

「自
分
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
を

や
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
意
識
改
革
を
起
こ
し
、
向
ら
実
践

す
る
こ
と
が

「ま
ち
の
再
生
・
発
展
に
つ
な
が
る
」
恵
欲
を

盛
り
立
て
た
と
い
え
る
。

全
国
で
も
珍
し
い
橋
上
駅
が
ま
ち
s

つ
く
り
に
拍
車
を
掛
け
、

い
つ
の
間
に
か
矢
吹
駅
前
が
街
並
み
整
備
の
モ
デ
ル
地
区
と

な
っ
た
。
駅
が
単
な
る

「通
過
地
点
」
を
超
え
て

「生
活
の
中

の
新
し
い
場
」
と
な
り
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と
な
り
、

現
在
は
多
く
の
出
来
事
の

「思
い
出
の
場
」
と
な
っ
て
い
る
。

矢
吹
町
は
豊
か
な
緑
と
広
大
な
田
闘
を
有
す
る
ま
ち
で
あ

る
。
こ
れ
に
さ
ら
な
る
魅
力
を
付
け
加
え
て
子
孫
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
、
今
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
責
務
で
あ
る
。「
少
子

高
齢
化
に
ど
う
対
処
す
る
か
」「
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に
ど

う
歯
止
め
を
掛
け
る
の
か
」
「
大
き
な
う
ね
り
で
押
し
寄
せ
る

市
町
村
合
併
に
ど
う
対
応
す
る
か
」

|

|
こ
う
し
た
大
き
な

難
問
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
と
町
が

一
体

と
な
っ
て
英
知
を
絞
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
ー
す

が
情
報
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
場
に

地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
主
人
公
は
町
民

一
人
ひ
と
り
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
は
、
役
所
で
は
な
く
町

民
の
身
近
な
場
所
と
な
る
。

「
矢
吹
駅
+
矢
吹
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
+
東
西
広
場
」
が
、
町
民

の
憩
い
の
場
、
思
い
出
の
場
、
集
い

の
場
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
従
来
の
駅
の
機
能
を

超
え
、
人
と
情
報
の
キ
l
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
新
た
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
未
来
へ
向
け
て
発
信
す
る

場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

野
崎
吉
郎

札
口
が
あ
っ
た
が
、
町
の
発
展
の
た
め
に
東
側
改
札
口
の
開

設
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
平
成
七
年
、

「ふ
く
し
ま
国
体
」
が

本
町
で
開
催
さ
れ
た
の
を
機
に
、
駅
改
築
に
着
手
、
東
西
を

自
由
通
路
で
結
ぶ
橋
上
駅
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

駅
舎
に
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
l
ル
を
併
設
す
る
と
と
も
に
、
駅
東
西
に
は
広
場
を
配
置
、

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、

同
九
年
に
は
県
の
建
築
文
化
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
新
駅
舎

は
、
ぎ
ら
ぎ
ら
輝
く
メ
タ
リ
ッ
ク
な
胴
体
に
、
丸
く
て
大
き

な
目
玉
が
二
つ
付
く

「ど
こ
か
未
来
か
ら
来
た
巨

大
な
物
体
」
を
想
像
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
。

'

一

駅
前
商
庖
主
が

・1-まち
づ
く
り
に
立
ち
上
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を
備
え
た
駅
舎
の
出
現

を
控
え
、
駅
前
商
脂
街
の
中
か
ら
は

「カ
ラ
l
歩

道
を
造
る
ぞ
」
「
街
灯
を
建
て
替
え
よ
う
」
と
言

っ
た
声
が
広
が
り
、
商
庖
主
に
よ
る
組
織
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
新
駅
舎
の
完
成
を
機
に

「自
分
た

ち
の
街
並
み
を
つ
く
ろ
う
」
と
奮
い
立
っ
た
。

県
の
補
助
事
業
で
あ
る
街
並
み
デ
ザ
イ
ン
を
商

庖
主
ら
は
手
作
り
で
行
い
、
人
に
優
し
い
歩
道
を

目
指
し
て
、
県
と
何
度
も
話
し
合
い
な
が
ら
、
規

制
を
乗
り
越
え
て
タ
イ
ル
の
色
や
縁
石
の
高
さ
な
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駅
を
活
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し
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ま
ち
づ
く
り

-

古
く
か
ら
奥
州
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
交
通
の
要
衝

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
矢
吹
町
。
近
年
は
、
昭
和
凹
十
八
年

に
東
北
自
動
卓
道
の
開
通
に
伴
い
、
矢
吹
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
開
設
。
同
五
十
七
年
に
は
東
北
新
幹
線
が
完
成
し
、
町

の
北
阿
部
を
定
っ
て
い
る
。
続
い
て
平
成
五
年
、
隣
接
す
る

玉
川
村
に
福
島
空
港
が
開
港
し
、
同
十
三
年
に
は
空
港
、
矢

吹
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
磐
越
自
動
車
道
小
野
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
三
拠
点
を
結
ぶ
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の

一
部
が
開

通
す
る
な
ど
、
着
々
と
高
速
交
通
網
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

高
速
交
通
網
の
発
達
は
、
東
京
を
は
じ
め
と
し
た

一
大
消

費
圏
へ
の
農
産
物
や
特
産
品
の
供
給
を
可
能
と
し
、
農
業
の

あ
り
方
そ
の
も
の
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
。
交
通
の
利

便
性
か
ら
企
業
の
立
地
も
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
都
市
圏

と
近
接
し
て
い
る
当
町
は
、
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
定
住
す
る
人
口
も
年
々
増
え
つ
つ
あ
る
。

-
l
{
未
来
デ
ザ
イ
ン
の
駅
舎
に
"
大
変
身
“

こ
の
よ
う
な
高
速
交
通
網
は
、
地
域
経
済
の
活
発
化
に
寄

与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
聞
の
交
流
を
よ
り
深
め
、
新

た
な
地
域
文
化
を
隙
成
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

新
交
通
網
の
整
備
が
進
む
中
で
交
通
基
盤
の
主
役
で
あ
る

J

R
東
北
本
線
が
町
を
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
。
明
治
二
十
年

に
建
築
さ
れ
た
旧
矢
吹
駅
は
、
町
の
西
側
商
庖
街
の
み
に
改

e
福
島
県
矢
吹
町• 

• 
ど
を
決
め
た
。
駅
の
改
築
が
、

「自
分
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
を

や
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
意
識
改
革
を
起
こ
し
、
向
ら
実
践

す
る
こ
と
が

「ま
ち
の
再
生
・
発
展
に
つ
な
が
る
」
恵
欲
を

盛
り
立
て
た
と
い
え
る
。

全
国
で
も
珍
し
い
橋
上
駅
が
ま
ち
s

つ
く
り
に
拍
車
を
掛
け
、

い
つ
の
間
に
か
矢
吹
駅
前
が
街
並
み
整
備
の
モ
デ
ル
地
区
と

な
っ
た
。
駅
が
単
な
る

「通
過
地
点
」
を
超
え
て

「生
活
の
中

の
新
し
い
場
」
と
な
り
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と
な
り
、

現
在
は
多
く
の
出
来
事
の

「思
い
出
の
場
」
と
な
っ
て
い
る
。

矢
吹
町
は
豊
か
な
緑
と
広
大
な
田
闘
を
有
す
る
ま
ち
で
あ

る
。
こ
れ
に
さ
ら
な
る
魅
力
を
付
け
加
え
て
子
孫
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
、
今
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
責
務
で
あ
る
。「
少
子

高
齢
化
に
ど
う
対
処
す
る
か
」「
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に
ど

う
歯
止
め
を
掛
け
る
の
か
」
「
大
き
な
う
ね
り
で
押
し
寄
せ
る

市
町
村
合
併
に
ど
う
対
応
す
る
か
」

|

|
こ
う
し
た
大
き
な

難
問
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
と
町
が

一
体

と
な
っ
て
英
知
を
絞
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
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す

が
情
報
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
場
に

地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
主
人
公
は
町
民

一
人
ひ
と
り
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
は
、
役
所
で
は
な
く
町

民
の
身
近
な
場
所
と
な
る
。

「
矢
吹
駅
+
矢
吹
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
+
東
西
広
場
」
が
、
町
民

の
憩
い
の
場
、
思
い
出
の
場
、
集
い

の
場
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
従
来
の
駅
の
機
能
を

超
え
、
人
と
情
報
の
キ
l
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
新
た
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
未
来
へ
向
け
て
発
信
す
る

場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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崎
吉
郎

札
口
が
あ
っ
た
が
、
町
の
発
展
の
た
め
に
東
側
改
札
口
の
開

設
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
平
成
七
年
、

「ふ
く
し
ま
国
体
」
が

本
町
で
開
催
さ
れ
た
の
を
機
に
、
駅
改
築
に
着
手
、
東
西
を

自
由
通
路
で
結
ぶ
橋
上
駅
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

駅
舎
に
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
l
ル
を
併
設
す
る
と
と
も
に
、
駅
東
西
に
は
広
場
を
配
置
、

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、

同
九
年
に
は
県
の
建
築
文
化
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
新
駅
舎

は
、
ぎ
ら
ぎ
ら
輝
く
メ
タ
リ
ッ
ク
な
胴
体
に
、
丸
く
て
大
き

な
目
玉
が
二
つ
付
く

「ど
こ
か
未
来
か
ら
来
た
巨

大
な
物
体
」
を
想
像
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
。
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一

駅
前
商
庖
主
が

・1-まち
づ
く
り
に
立
ち
上
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を
備
え
た
駅
舎
の
出
現

を
控
え
、
駅
前
商
脂
街
の
中
か
ら
は

「カ
ラ
l
歩

道
を
造
る
ぞ
」
「
街
灯
を
建
て
替
え
よ
う
」
と
言

っ
た
声
が
広
が
り
、
商
庖
主
に
よ
る
組
織
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
新
駅
舎
の
完
成
を
機
に

「自
分
た

ち
の
街
並
み
を
つ
く
ろ
う
」
と
奮
い
立
っ
た
。

県
の
補
助
事
業
で
あ
る
街
並
み
デ
ザ
イ
ン
を
商

庖
主
ら
は
手
作
り
で
行
い
、
人
に
優
し
い
歩
道
を

目
指
し
て
、
県
と
何
度
も
話
し
合
い
な
が
ら
、
規

制
を
乗
り
越
え
て
タ
イ
ル
の
色
や
縁
石
の
高
さ
な
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特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
。
つ
く
り

。
茨
械
県
守
谷
市

都
市
高
速
鉄
道
に
向
防
た

未
来
展
望
の
駅
辺
開
発

ー

l
定
住
・
交
流
入
口
増
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

守
谷
市
は
、
東
京
都
心
か
ら
四
十
キ
ロ
圏
内
と
い
う
立

地
条
件
の
良
さ
か
ら
、
昭
和
五
十
年
代
の
大
規
模
な
住
宅

地
開
発
な
ど
に
よ
り
人
口
が
急
増
し
、
首
都
圏
の
近
郊
都

市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
き
た
。
特
に
、
同
五
十
七
年
ご

ろ
か
ら
住
宅
開
発
地
へ
の
入
居
が
始
ま
っ
て
急
激
に
人
口

が
増
加
し
、
同
年
に
二
万
人
だ
っ
た
人
口
は
、
平
成
四
年

に
は
四
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
十
年
間
で
倍
増
し
た
。
現

在
は
五
万
三
千
人
だ
が
、
人
口
増
加
の
傾
向
は
な
お
も
続

い
て
い
る
。

平
成
十
四
年
二
月
二
日
に
単
独
で
市
制
を
施
行
し
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
や
守
谷
駅
周
辺
地
区
の
整
備
な

ど
に
着
手
、
茨
城
県
の
玄
関
口
、
常
総
地
域
の
中
心
都
市
と

し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
毎
年
、
東
洋
経
済
新
報
社

よ
り
発
行
さ
れ
る
「
地
域
経
済
総
覧
」
や
「
都
市
デ
l
タ
パ

ッ
ク
」
に
お
い
て
、
当
市
は
高
い
成
長
力
(
都
市
成
長
力

一

位
)
、
住
み
良
さ
(
ラ
ン
キ
ン
グ
十

一
位
)
を
確
保
し
て
い
る
o

，
r

一
来
年
八
月
に
開
業
す
る

-
引l

一
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
東
京
都
・
秋
葉
原
を
起
点

守
谷
市
長

• 会
田
真
一

と
し
て
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
を
経
て
茨
城
県
に
入
り
、
筑

波
研
究
学
園
都
市
に
至
る
延
長
五
十
八
キ
ロ
の
都
市
高
速

鉄
道
で
あ
る
。
早
け
れ
ば
、
平
成
十
七
年
八
月
に
も
開
業

が
予
定
さ
れ
、
守
谷
か
ら
秋
葉
原
ま
で
約
三
十
五
分
で
到

達
で
き
、
都
心
と
の
時
間
距
離
が
飛
躍
的
に
短
縮
さ
れ
る
。

守
谷
駅
の
北
東
側
に
は
総
合
基
地
が
設
置
さ
れ
、
ラ
ッ

シ
ュ
時
の
運
行
本
数
は

一
時
間
に
十
六
本
、
う
ち
十

一
本

が
守
谷
始
発
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
、
昭
和

六
十
年
の
運
輸
政
策
審
議
会
答
申
の
中
で
、
「
都
市
交
通

政
策
上
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
建
設
・
運
営
段
階
に
お
け

る
関
係
者
の
全
面
的
な
支
援
の
下
に
具
体
化
を
図
る
べ
き

路
線
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
「
大
都
市
地
域
に
お
け
る

宅
地
開
発
及
び
鉄
道
整
備
の

一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
(
宅
鉄

一
体
化
法
)
に
基
づ
き
、
整
備
さ
れ
る

鉄
道
で
あ
る
。

鉄
道
建
設
と
沿
線
開
発
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
首
都
圏
北
東
部
の
交
通
体
系
の
整
備
と
計
画
的
な
街

づ
く
り
を
同
時
に
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
背

景
に
は
、
急
速
な
経
済
成
長
と
と
も
に
、
商
業
・業
務
機
能

12 

な
ど
の
首
都
圏
へ
の

一
極
集
中
、
著
し
い
人
口
増
加
な
ど

か
ら
、
首
都
圏
周
辺
地
域
で
は
、
都
心
へ
の
通
勤
者
の
受
け

皿
と
し
て
の
宅
地
開
発
が
進
み
、
大
量
供
給
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
人
口
増
加
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備

が
追
い
つ
か
ず
、
交
通
渋
滞
や
鉄
道
の
混
雑
、
ま
た
、
土

地
価
格
の
急
騰
に
よ
り
住
宅
購
入
が
極
め
て
困
難
と
な
る

状
況
が
発
生
し
た
。
つ
ま
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

首
都
圏
北
東
部
の
交
通
体
系
を
整
備
し、

J
R
常
磐
線
な

ど
既
設
鉄
道
の
混
雑
緩
和
を
図
り
、
首
都
圏
に
お
け
る
宅

地
供
給
の
促
進
と
沿
線
地
域
に
お
け
る
産
業
基
盤
の
整

備
、
業
務
核
都
市
の
形
成
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

・

ム

広
崎
的
な
中
核
都
市
の
ま
ち
づ
く
り

こ
う
し
た
状
況
や
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
守
谷
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
誰
も
が
守
谷
を
「
終
の
住

み
か
」
と
望
み
、
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
・
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
、
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
。
そ
し
て
、
守

谷
に
誇
り
を
持
ち
、
誰
も
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
に
な

れ
る
ま
ち
を
、
市
民
と
共
に
つ
く
り
育
て
る
。
こ
れ
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
る
。

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
守
谷
駅
周
辺
地

区
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
関
東
鉄
道
と
の
ク
ロ
ス

地
点
と
な
り
、
そ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
、
立
地
、
将
来
の
発

展
性
な
ど
か
ら
み
て
も
、
守
谷
市
が
大
き
く
飛
躍
す
る
た

め
の
拠
点
と
し
て
極
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
守
谷
市

の
"
顔
づ
く
り
“
を
進
め
る
上
で
、
今
後
の
守
谷
を
展
望

し
た
総
合
的
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
通
に
よ
る
イ
ン
パ
ク

ト
は
、
近
隣
地
域
の
発
展
を
け
ん
引
し
、
今
後
の
守
谷
市

お
よ
び
周
辺
市
町
村
の
発
展
を
左
右
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン

2004・12月号誌記踏切
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ま
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道
に
向
防
た

未
来
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望
の
駅
辺
開
発

ー

l
定
住
・
交
流
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口
増
を
目
指
し
た
ま
ち
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く
り

守
谷
市
は
、
東
京
都
心
か
ら
四
十
キ
ロ
圏
内
と
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う
立

地
条
件
の
良
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ら
、
昭
和
五
十
年
代
の
大
規
模
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住
宅

地
開
発
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に
よ
り
人
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急
増
し
、
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都
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と
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発
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。
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、
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開
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激
に
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二
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平
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に
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四
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間
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。
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プ
レ
ス
の
開
業
や
守
谷
駅
周
辺
地
区
の
整
備
な

ど
に
着
手
、
茨
城
県
の
玄
関
口
、
常
総
地
域
の
中
心
都
市
と

し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
毎
年
、
東
洋
経
済
新
報
社

よ
り
発
行
さ
れ
る
「
地
域
経
済
総
覧
」
や
「
都
市
デ
l
タ
パ

ッ
ク
」
に
お
い
て
、
当
市
は
高
い
成
長
力
(
都
市
成
長
力

一

位
)
、
住
み
良
さ
(
ラ
ン
キ
ン
グ
十

一
位
)
を
確
保
し
て
い
る
o

，
r

一
来
年
八
月
に
開
業
す
る

-
引l

一
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
東
京
都
・
秋
葉
原
を
起
点

守
谷
市
長

• 会
田
真
一

と
し
て
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
を
経
て
茨
城
県
に
入
り
、
筑

波
研
究
学
園
都
市
に
至
る
延
長
五
十
八
キ
ロ
の
都
市
高
速

鉄
道
で
あ
る
。
早
け
れ
ば
、
平
成
十
七
年
八
月
に
も
開
業

が
予
定
さ
れ
、
守
谷
か
ら
秋
葉
原
ま
で
約
三
十
五
分
で
到

達
で
き
、
都
心
と
の
時
間
距
離
が
飛
躍
的
に
短
縮
さ
れ
る
。

守
谷
駅
の
北
東
側
に
は
総
合
基
地
が
設
置
さ
れ
、
ラ
ッ

シ
ュ
時
の
運
行
本
数
は

一
時
間
に
十
六
本
、
う
ち
十

一
本

が
守
谷
始
発
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
、
昭
和

六
十
年
の
運
輸
政
策
審
議
会
答
申
の
中
で
、
「
都
市
交
通

政
策
上
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
建
設
・
運
営
段
階
に
お
け

る
関
係
者
の
全
面
的
な
支
援
の
下
に
具
体
化
を
図
る
べ
き

路
線
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
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「
大
都
市
地
域
に
お
け
る

宅
地
開
発
及
び
鉄
道
整
備
の

一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
(
宅
鉄

一
体
化
法
)
に
基
づ
き
、
整
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れ
る

鉄
道
で
あ
る
。

鉄
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と
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開
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を
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り
、
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部
の
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通
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系
の
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と
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画
的
な
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り
を
同
時
に
行
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と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
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に
は
、
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速
な
経
済
成
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と
と
も
に
、
商
業
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務
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能
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の
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の
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極
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中
、
著
し
い
人
口
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加
な
ど

か
ら
、
首
都
圏
周
辺
地
域
で
は
、
都
心
へ
の
通
勤
者
の
受
け

皿
と
し
て
の
宅
地
開
発
が
進
み
、
大
量
供
給
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
人
口
増
加
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備

が
追
い
つ
か
ず
、
交
通
渋
滞
や
鉄
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の
混
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、
ま
た
、
土
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の
急
騰
に
よ
り
住
宅
購
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が
極
め
て
困
難
と
な
る

状
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が
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生
し
た
。
つ
ま
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

首
都
圏
北
東
部
の
交
通
体
系
を
整
備
し、
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常
磐
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な

ど
既
設
鉄
道
の
混
雑
緩
和
を
図
り
、
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都
圏
に
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る
宅

地
供
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の
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と
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に
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業
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や
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の
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、
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み
た
い
・
住
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続
け
た
い
・
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
、
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
。
そ
し
て
、
守

谷
に
誇
り
を
持
ち
、
誰
も
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
に
な

れ
る
ま
ち
を
、
市
民
と
共
に
つ
く
り
育
て
る
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こ
れ
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
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理
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に
掲
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て
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る
。

駅
周
辺
の
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に
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て
も
、
守
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駅
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地
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は
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つ
く
ば
エ
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ス
プ
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ス
と
関
東
鉄
道
と
の
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地
点
と
な
り
、
そ
の
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ス
、
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、
将
来
の
発

展
性
な
ど
か
ら
み
て
も
、
守
谷
市
が
大
き
く
飛
躍
す
る
た

め
の
拠
点
と
し
て
極
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
守
谷
市

の
"
顔
づ
く
り
“
を
進
め
る
上
で
、
今
後
の
守
谷
を
展
望

し
た
総
合
的
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
通
に
よ
る
イ
ン
パ
ク

ト
は
、
近
隣
地
域
の
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を
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、
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の
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右
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特集 駅を活かしたまちづく り

ト
で
あ
り
、
広
域
的
な
中
核
都
市
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
、
プ
ラ
ス
面
だ
け
で
は
な
く
、
開
通
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
購
買
力
、
消
費
行
動
な
と
が
東
京
都
心
に
吸
収
さ
れ

や
す
く
な
る
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。
守
谷
市
が
さ
ら
な
る
発
展
と
成
熟
を

目
指
し
て
、
広
域
的
な
中
核
都
市
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
周
辺
都
市
か
ら
守
谷
市
へ
と
、
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
よ
う
な
構
造
の
転
換
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

-

ム

駅
周
辺
を
や
す
ら
ぎ
に
ぎ
わ
い
あ
る
空
間
に

こ
の
こ
と
か
ら
、
守
谷
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
や
す
ら

ぎ
と
に
ぎ
わ
い
を
演
出
す
る
市
街
地
景
観
の
形
成
、
人
々

が
集
い
交
流
す
る
環
境
空
間
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
交
通
を
処
理

す
る
交
通
空
間
と
し
て
、
"
も
り
や
の
顔
“
と
な
る
地
区

を
形
成
し
、
市
内
外
地
域
に
対
す
る
拠
点
性
、
中
心
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
東
西

~

の
駅
前
広
場
に
お
い
て
、
単
な
る

交
通
広
場
的
な
機
能
だ
け
で
な

く
、
環
境
空
間
を
充
分
に
確
保
し
、

』

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
や
ま
と
ま
っ
た

~

緑
を
配
置
し
、
木
々
に
固
ま
れ
た

‘

も

り

唱

美
し
い
緑
の
杜
と
も
い
え
る
空
間

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

~

そ
れ
を
取
り
囲
む
街
区
は
、
商

業
、
文
化
、
交
流
な
ど
の
に
ぎ
わ

い
の
機
能
を
備
え
な
が
ら
も
、
街

路
樹
の
緑
や
フ

ア
サ
l
ド

(正

面
)
の
美
し
い

建
物
、
形
態
や

意
匠
な
ど
で
統

一
感
を
出
す
な

ど
、
安
ら
ぎ
が

感
じ
ら
れ
る
街

並
み
の
創
出
を

目
指

し
て
い

る
。
ま
た
、
歩

道
や
駅
前
広
場

と

一
体
と
な
っ

た
歩
行
者
だ
ま
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
ゆ

と
り
あ
る
歩
行
者
空
間
の
創
出
、
市
民
や
来
訪
者
が
快
適

に
ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
空
間
の
整
備
に
つ

い
て
、
調
整
を
図
っ
て
い
る
。
た
だ
人
が
通
り
過
ぎ
る
、

単
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
人
々
が
行
き

交
い
、
立
ち
止
ま
り
、
出
会
い
、
集
う
場
所
、
市

民
の
た
ま
り
場
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

駅
前
の
商
業
街
区
に
お
い
て
も
、
単
に
大
型
の

デ
パ
ー
ト
な
ど
を
呼
び
込
み
さ
え
す
れ
ば
、
街
の

活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
が
出
る
と
い
う
時
代
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
新
た
な
商
業
・
文
化
施
設

な
ど
に
お
い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
モ

l
ル
型
の
施
設

や
広
場
、
中
庭
を
配
置
し
た
施
設
な
ど
、
交
流
機

能
を
重
視
し
、
時
間
消
費
・
滞
在
空
間
型
の
新
た

な
魅
力
を
付
加
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
広
場
を
多
目
的
に
利
用
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
地
域
と
の
述
携
に
よ

常総線とつくばエクスプレスの守谷駅舎

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
発
信
や
、
資
金
が

な
い
事
業
者
に
出
庖
の
チ
ャ
ン
ス
、
舞
台
を

提
供
す
る
サ
ポ
ー
ト
・
支
援
策
の
展
開
な
ど

に
よ
っ
て
、
い
つ
行
っ
て
も
何
か
あ
る
期
待

感
を
演
出
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

'
F
一
市
民
参
加
型
・
協
働
に
よ
る

4
・
一
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

こ
の
よ
う
な
考
え
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
権
者
や
事
業
者

が
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
協
調
す
べ
き
景
観
、

街
並
み
の
デ
ザ
イ
ン
を
明
確
に
し
、
関
係
者

が
ル

l
ル
と
し
て
尊
重
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
誘

導
策
を
検
討
中
で
あ
る
。
や
は
り
、
市
民
お

よ
び
商
店
街
関
係
者
が
中
心
と
な
り
、
将
来
像
に
つ
い
て

共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ

ー
ジ
を
共
有
し
、
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て
能

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
観
光
協
会
で
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
関
連

の
工
事
現
場
か
ら
出
土
し
た
粘
土
を
利
用
し
て
、
市
の
玄

関
口
で
あ
る
駅
前
広
場
の
通
路
脇
壁
面
に
、
市
民
が
粘
土

板
に
削
刻
し
て
焼
き
上
げ
た
陶
板
を
張
り
付
け
、
未
来
に

残
そ
う
と
す
る
企
画
を
進
め
る
な
ど
、
市
民
参
加
型
の
ま

ち
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
時
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
も
準
備
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
市
民
と
と
も
に
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
協
働
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的
な
作
業
に
入

っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
守
谷
市
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
強

力
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
定
住
人
口
、
交
流
入
口
の
増
加
を
目
指

す
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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特集 駅を活かしたまちづく り

ト
で
あ
り
、
広
域
的
な
中
核
都
市
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
、
プ
ラ
ス
面
だ
け
で
は
な
く
、
開
通
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
購
買
力
、
消
費
行
動
な
と
が
東
京
都
心
に
吸
収
さ
れ

や
す
く
な
る
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。
守
谷
市
が
さ
ら
な
る
発
展
と
成
熟
を

目
指
し
て
、
広
域
的
な
中
核
都
市
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
周
辺
都
市
か
ら
守
谷
市
へ
と
、
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
よ
う
な
構
造
の
転
換
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

-

ム

駅
周
辺
を
や
す
ら
ぎ
に
ぎ
わ
い
あ
る
空
間
に

こ
の
こ
と
か
ら
、
守
谷
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
や
す
ら

ぎ
と
に
ぎ
わ
い
を
演
出
す
る
市
街
地
景
観
の
形
成
、
人
々

が
集
い
交
流
す
る
環
境
空
間
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
交
通
を
処
理

す
る
交
通
空
間
と
し
て
、
"
も
り
や
の
顔
“
と
な
る
地
区

を
形
成
し
、
市
内
外
地
域
に
対
す
る
拠
点
性
、
中
心
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
東
西

~

の
駅
前
広
場
に
お
い
て
、
単
な
る

交
通
広
場
的
な
機
能
だ
け
で
な

く
、
環
境
空
間
を
充
分
に
確
保
し
、

』
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ツ
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ー
や
ま
と
ま
っ
た
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緑
を
配
置
し
、
木
々
に
固
ま
れ
た

‘

も

り

唱

美
し
い
緑
の
杜
と
も
い
え
る
空
間

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

~

そ
れ
を
取
り
囲
む
街
区
は
、
商

業
、
文
化
、
交
流
な
ど
の
に
ぎ
わ

い
の
機
能
を
備
え
な
が
ら
も
、
街

路
樹
の
緑
や
フ

ア
サ
l
ド

(正

面
)
の
美
し
い

建
物
、
形
態
や

意
匠
な
ど
で
統

一
感
を
出
す
な

ど
、
安
ら
ぎ
が

感
じ
ら
れ
る
街

並
み
の
創
出
を

目
指

し
て
い

る
。
ま
た
、
歩

道
や
駅
前
広
場

と

一
体
と
な
っ

た
歩
行
者
だ
ま
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
ゆ

と
り
あ
る
歩
行
者
空
間
の
創
出
、
市
民
や
来
訪
者
が
快
適

に
ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
空
間
の
整
備
に
つ

い
て
、
調
整
を
図
っ
て
い
る
。
た
だ
人
が
通
り
過
ぎ
る
、

単
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
人
々
が
行
き

交
い
、
立
ち
止
ま
り
、
出
会
い
、
集
う
場
所
、
市

民
の
た
ま
り
場
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

駅
前
の
商
業
街
区
に
お
い
て
も
、
単
に
大
型
の

デ
パ
ー
ト
な
ど
を
呼
び
込
み
さ
え
す
れ
ば
、
街
の

活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
が
出
る
と
い
う
時
代
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
新
た
な
商
業
・
文
化
施
設

な
ど
に
お
い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
モ

l
ル
型
の
施
設

や
広
場
、
中
庭
を
配
置
し
た
施
設
な
ど
、
交
流
機

能
を
重
視
し
、
時
間
消
費
・
滞
在
空
間
型
の
新
た

な
魅
力
を
付
加
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
広
場
を
多
目
的
に
利
用
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
地
域
と
の
述
携
に
よ

常総線とつくばエクスプレスの守谷駅舎

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
発
信
や
、
資
金
が

な
い
事
業
者
に
出
庖
の
チ
ャ
ン
ス
、
舞
台
を

提
供
す
る
サ
ポ
ー
ト
・
支
援
策
の
展
開
な
ど

に
よ
っ
て
、
い
つ
行
っ
て
も
何
か
あ
る
期
待

感
を
演
出
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

'
F
一
市
民
参
加
型
・
協
働
に
よ
る

4
・
一
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

こ
の
よ
う
な
考
え
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
権
者
や
事
業
者

が
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
協
調
す
べ
き
景
観
、

街
並
み
の
デ
ザ
イ
ン
を
明
確
に
し
、
関
係
者

が
ル

l
ル
と
し
て
尊
重
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
誘

導
策
を
検
討
中
で
あ
る
。
や
は
り
、
市
民
お

よ
び
商
店
街
関
係
者
が
中
心
と
な
り
、
将
来
像
に
つ
い
て

共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ

ー
ジ
を
共
有
し
、
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て
能

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
観
光
協
会
で
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
関
連

の
工
事
現
場
か
ら
出
土
し
た
粘
土
を
利
用
し
て
、
市
の
玄

関
口
で
あ
る
駅
前
広
場
の
通
路
脇
壁
面
に
、
市
民
が
粘
土

板
に
削
刻
し
て
焼
き
上
げ
た
陶
板
を
張
り
付
け
、
未
来
に

残
そ
う
と
す
る
企
画
を
進
め
る
な
ど
、
市
民
参
加
型
の
ま

ち
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
時
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
も
準
備
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
市
民
と
と
も
に
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
協
働
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的
な
作
業
に
入

っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
守
谷
市
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
強

力
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
定
住
人
口
、
交
流
入
口
の
増
加
を
目
指

す
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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駅
商
眉
街
を
和
風
イ
メ
ー
ジ
の

街
並
み
に
復
興

ー

l
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
地
域
活
力
を
取
り
戻
す

特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
、
つ
く
り

• 「
平
成
の
大
合
併
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
市
町
村
合
併
が
、

全
国
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
身
延
町
も
隣
接
す

る
下
部
町
、
中
富
町
と
合
併
し
、
住
民
の
不
安
と
期
待
の

中
、
今
年
九
月
十
三
日
に
新
「
身
延
町
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
昭
和
三
十
年
の
町
村
合
併
以
来
半
世
紀
を

経
て
、
計

一
万
七
千
人
余
の
こ
の
町
は
再
び
、
時
代
の
潮

流
の
中
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
。

身
延
町
は
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
を
有
し
、
全

国
津
々
浦
々
か
ら
年
間
百
数
十
万
人
の
日
蓮
宗
信
者
が
訪

れ
る
信
仰
と
歴
史
の
町
で
あ
る
。
そ
の
町
の
表
玄
関
と
言

わ
れ
る

J
R
身
延
線
身
延
駅
前
の
風
景
も
、
こ
の
五
十
年

間
に
大
き
な
変
化
を
見
せ
た
。

'

一

車
社
会
到
来
で
衰
退
し
た

4
可
-
駅
前
商
届
街

か
つ
て
、
朝
に
は
列
車
到
着
と
と
も
に
身
延
山
参
り
に

向
か
う
人
の
列
で
に
ぎ
わ
い
、
日
暮
れ
に
は
帰
途
に
就
く

人
々
の
波
が
あ
っ
た
。
大
正
の
末
期
、
富
士
身
延
鉄
道

(現
J
R
身
延
線
の
前
身
)
が
敷
設
さ
れ
て
以
来
、
自
然

発
生
的
に
形
成
さ
れ
た
駅
前
商
庖
街
も
、
そ
の
恩
恵
を
受

@

山
梨
県
身
延
町

14 

身
延
町
商
工
会

会長

・

加
醸
基
道

こ
れ
に
危
機
感
を
感
じ
た
商
庖
主
を
は
じ
め
と
す
る
地

克
住
民
が
、
地
域
活
性
化
策
の

一
つ
と
し
て
数
年
間
に
わ

た
り
街
路
拡
幅
の
陳
情
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
れ
が
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
新
商
庖
街
建
設
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
行
政
側
よ
り
初
め
て
区
画
整
理

(
沿
道
区
画
整
理
型
街
路
事
業
)
案
が
提
示
さ
れ
た
昭
和

六
十

一
年
当
時
は
、
「
換
地
」
と
「
減
歩
」
と
い
う
痛
み

の
伴
う
計
画
内
容
だ
っ
た
だ
け
に
、
住
民
の
戸
惑
い
は
隠

せ
な
か

っ
た
。

街
を
真
つ

二
つ
に
し
た
賛
否
両
派
に
分
か
れ
て
の
論
争

は
、
丸
二
年
間
に
も
及
び
、
こ
の
激
し
く
長
い
時
間
を
経

て
、
よ
う
や
く
関
係
者
百
十
八
人
全
員
の
同
意
に
こ
ぎ
つ

け
た
の
で
あ
る
。
思
え
ば
、
商
底
街
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

j接加測量B2004・12月号

け
て
繁
栄
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
、
世
の
中
が
車
社
会

に
移
行
す
る
中
で
、
鉄

道
利
用
者
が
激
減
し
、

そ
れ
と
並
行
す
る
形
で

商
庖
街
の
衰
退
が
始
ま

っ
た
が
、
そ
れ
に
は
も

う

一
つ
の
原
因
が
あ
っ

た
。
街
路
の
幅
員
の
狭

き
で
あ
る
。
富
士
川
沿

線
の
道
路
は
、
日
本
の

経
済
成
長
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
に
、
砂
利
運

搬
の
ダ
ン
プ
カ
ー
の
増

加
と
大
型
化
に
悲
鳴
を

上
げ
、
来
訪
者
か
ら
は

「
危
険
な
商
庖
街
」
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら

れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

駅
商
眉
街
を
和
風
イ
メ
ー
ジ
の

街
並
み
に
復
興

ー

l
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
地
域
活
力
を
取
り
戻
す

特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
、
つ
く
り

• 「
平
成
の
大
合
併
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
市
町
村
合
併
が
、

全
国
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
身
延
町
も
隣
接
す

る
下
部
町
、
中
富
町
と
合
併
し
、
住
民
の
不
安
と
期
待
の

中
、
今
年
九
月
十
三
日
に
新
「
身
延
町
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
昭
和
三
十
年
の
町
村
合
併
以
来
半
世
紀
を

経
て
、
計

一
万
七
千
人
余
の
こ
の
町
は
再
び
、
時
代
の
潮

流
の
中
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
。

身
延
町
は
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
を
有
し
、
全

国
津
々
浦
々
か
ら
年
間
百
数
十
万
人
の
日
蓮
宗
信
者
が
訪

れ
る
信
仰
と
歴
史
の
町
で
あ
る
。
そ
の
町
の
表
玄
関
と
言

わ
れ
る

J
R
身
延
線
身
延
駅
前
の
風
景
も
、
こ
の
五
十
年

間
に
大
き
な
変
化
を
見
せ
た
。

'

一

車
社
会
到
来
で
衰
退
し
た

4
可
-
駅
前
商
届
街

か
つ
て
、
朝
に
は
列
車
到
着
と
と
も
に
身
延
山
参
り
に

向
か
う
人
の
列
で
に
ぎ
わ
い
、
日
暮
れ
に
は
帰
途
に
就
く

人
々
の
波
が
あ
っ
た
。
大
正
の
末
期
、
富
士
身
延
鉄
道

(現
J
R
身
延
線
の
前
身
)
が
敷
設
さ
れ
て
以
来
、
自
然

発
生
的
に
形
成
さ
れ
た
駅
前
商
庖
街
も
、
そ
の
恩
恵
を
受

@
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こ
れ
に
危
機
感
を
感
じ
た
商
庖
主
を
は
じ
め
と
す
る
地

克
住
民
が
、
地
域
活
性
化
策
の

一
つ
と
し
て
数
年
間
に
わ

た
り
街
路
拡
幅
の
陳
情
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
れ
が
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
新
商
庖
街
建
設
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
行
政
側
よ
り
初
め
て
区
画
整
理

(
沿
道
区
画
整
理
型
街
路
事
業
)
案
が
提
示
さ
れ
た
昭
和

六
十

一
年
当
時
は
、
「
換
地
」
と
「
減
歩
」
と
い
う
痛
み

の
伴
う
計
画
内
容
だ
っ
た
だ
け
に
、
住
民
の
戸
惑
い
は
隠

せ
な
か

っ
た
。

街
を
真
つ

二
つ
に
し
た
賛
否
両
派
に
分
か
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の
論
争
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丸
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年
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に
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び
、
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。
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j接加測量B2004・12月号

け
て
繁
栄
し
て
き
た
歴
史
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激
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ま
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た
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、
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が
あ
っ
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。
街
路
の
幅
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の
狭

き
で
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る
。
富
士
川
沿

線
の
道
路
は
、
日
本
の

経
済
成
長
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
に
、
砂
利
運

搬
の
ダ
ン
プ
カ
ー
の
増

加
と
大
型
化
に
悲
鳴
を

上
げ
、
来
訪
者
か
ら
は

「
危
険
な
商
庖
街
」
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら

れ
る
始
末
で
あ
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。



通明 笠韮 駅を活かしたまちづくり

の
実
施
に
際
し
て
は
、

①
換
地
手
法
に
よ
る
公
共
施
設

と
沿
道
宅
地
の

一
体
的
な
整
備
②
一

体
的
な
建
物
更
新

と
残
地
の
解
消
、
宅
地
の
整
形
化
ー
を
行
い
、
商
庖
街

沿
道
の
拡
幅
と
併
せ
、
建
築
申
し
合
わ
せ
協
定
に
基
づ

く
和
風
の
美
を
採
り
入
れ
た
統

一
し
た
街
並
み
づ
く
り

を
進
め
た
。
具
体
的
に
は
、
建
物
は
三
階
以
下
と
し
、
外

壁
の
色
は
白
、
灰
色
、
黒
ま
た
は
木
材
の
自
然
色
、
そ
れ

に
生
子
(
な
ま
こ
)
壁
、
そ
し
て
屋
根
は
日
本
瓦
風
に
統

ひ
さ
し

一
し
た
上
、
全
戸
に

「家
紋
」
を
表
示
、

一
階
に
は
庇
を

付
け
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
建
築
様
式
に
地
区
全
戸
の
協

力
を
得
た
。

ま
た
、
商
庖
街
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
鋪
道
と
併
せ
、

電
線
を
地
下
に
埋
設
し
た
ほ
か
、
無

料
休
憩
所
や
共
同
駐
車
場
の
設
置
、
観
光
客
の
憩
い
の
場

大
き
な
試
練
の
時
で
あ
っ
た
。

-
I
{
「
平
成
の
古
都
」
目
指
す
街
並
み
に
一
新

そ
の
後
、
先
進
地
視
察
な
と
を
重
ね
、
失
敗
事
例
の
中

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
主
導
で
は
な
く
、
住
民
主
体

で
取
り
組
ま
な
い
限
り
、
後
世
に
誇
れ
る
よ
う
な
街
並
み

を
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。
再
び
二
年
間

の
歳
月
を
か
け
、
住
民
同
士
の
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、

『和
風
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
建
築
協
定
を
結
び
、
行

政
・
住
民
が

一
体
と
な
っ
て

『平
成
の
古
都
』
と
名
付

け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
掛
か
っ
た
。
装
い
を
新
た
に

す
る
駅
前
商
庖
街
の
名
前
を
、
日
蓮
聖
人
に
ち
な
み
、

「
し
よ
う
に
ん
(
聖
人
)
通
り
」
と
名
付
け
た
。

官
民

一
体
と
な
っ
た
身
延
駅
前
通
り
商
底
街
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
総
面
積
四
・

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

び
、
自
然
と
歴
史
、
心
触

れ
合
う
ま
ち
を
目
指
し

て
進
め
ら
れ
た
。
町
の

入
り
口
で
あ
り
"
顔
“
で

も
あ
る

J
R
身
延
駅
は

十
年
ほ
ど
前
に
改
築
さ

れ
た
が
、
身
延
山
九
遠

寺
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
歴

史
の
重
み
を
感
じ
る
デ

ザ
イ
ン
の
駅
舎
と
な
っ

た
。
ま
た
、
駅
前
に
は

広
場
と
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト

が
整
備
さ
れ
た
。

沿
道
区
画
整
理
事
業

区画整理前の身延駅前 (上) 区画整理後の身延駅前 (下)

と
な
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ

l
ク
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
整
備
、

街
路
灯
や
信
号
機
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
街
並
み
と
調
和

し
た
河
川
護
岸
の
整
備
な
ど
、
訪
れ
る
人
に
明
る
さ
と
楽

し
さ
、
そ
し
て
美
し
い
街
並
み
を
演
出
す
る
工
夫
を
凝
ら

し
た
。
さ
ら
に
、
人
力
車
の
運
行
や
電
動
自
転
車
の
貸
し

出
し
、
季
節
ご
と
に
開
催
す
る
祭
り
に
は
小
判
を
模
し
た

商
品
券
を
発
行
し
て
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

P
R
に

務
め
た
。

平
成
九
年
に
「
し
よ
う
に
ん
通
り
」
が
完
成
し
た
。
し

か
し
時
悪
く
、
不
況
の
荒
波
を
ま
と
も
に
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
の
、
商
庖
街
か
ら
は

一
人
の
挫
折
者
も
出
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
町
挙
げ
て
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
そ
の
後
、
商
庖
街
に
も
観
光
客
が
戻
り
始

め
、
商
庖
街
の
売
り
上
げ
も
順
調
に
回
復
す
る

一
方
、
地

域
住
民
の
聞
に
は
「
地
域
へ
の
誇
り
と

一
体
感
」
が
徐
々

に
広
が
り
始
め
た
。

'
w
一
合
併
に
よ
る
新
た
な
観
光
ル

l
ト

4
-
開
発
に
期
待

地
域
住
民
が
自
ら
街
並
み
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ま

と
め
、
全
戸
の
協
力
を
得
て
進
め
た
「
平
成
の
古
都
」
づ

く
り
は
、
そ
れ
ま
で
跡
継
ぎ
不
在
で
深
刻
化
し
て
い
た
商

庖
に
後
継
者
が
次
々
と
戻
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
約

八
割
の
商
庖
で
後
継
者
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
地
域
に
活
力
を
与
え
た
の

で
あ
る
。

町
村
合
併
に
よ
っ
て
富
士
五
湖
の

一
部
が
新
身
延
町
に

編
入
さ
れ
た
。
今
後
は
富
士
五
湖
、
下
部
温
泉
郷
、
身
延

駅
前
し
よ
う
に
ん
通
り
、
身
延
山
久
遠
寺
を
結
ぶ
新
た
な

る
観
光
ル

1
ト
の
開
発
に
、
地
域
住
民
が
大
き
な
夢
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
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の
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②
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建
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の
解
消
、
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地
の
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を
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、
商
庖
街

沿
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の
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と
併
せ
、
建
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し
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せ
協
定
に
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づ
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和
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の
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を
採
り
入
れ
た
統

一
し
た
街
並
み
づ
く
り

を
進
め
た
。
具
体
的
に
は
、
建
物
は
三
階
以
下
と
し
、
外

壁
の
色
は
白
、
灰
色
、
黒
ま
た
は
木
材
の
自
然
色
、
そ
れ

に
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(
な
ま
こ
)
壁
、
そ
し
て
屋
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は
日
本
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風
に
統

ひ
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し

一
し
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上
、
全
戸
に
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紋
」
を
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示
、

一
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に
は
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を
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け
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な
ど
、
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な
建
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式
に
地
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全
戸
の
協
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を
得
た
。

ま
た
、
商
庖
街
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
鋪
道
と
併
せ
、

電
線
を
地
下
に
埋
設
し
た
ほ
か
、
無

料
休
憩
所
や
共
同
駐
車
場
の
設
置
、
観
光
客
の
憩
い
の
場

大
き
な
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の
時
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。
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の
後
、
先
進
地
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を
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、
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事
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の
中
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、
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づ
く
り
は
行
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は
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、
住
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体
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取
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な
い
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、
後
世
に
誇
れ
る
よ
う
な
街
並
み

を
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。
再
び
二
年
間

の
歳
月
を
か
け
、
住
民
同
士
の
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、

『和
風
』
を
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に
し
た
建
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を
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、
行
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・
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と
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、
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に
及

び
、
自
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と
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、
心
触
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合
う
ま
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を
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指
し

て
進
め
ら
れ
た
。
町
の

入
り
口
で
あ
り
"
顔
“
で

も
あ
る
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身
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は
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ほ
ど
前
に
改
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さ

れ
た
が
、
身
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山
九
遠
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を
イ
メ
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ジ
し
た
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の
重
み
を
感
じ
る
デ

ザ
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ン
の
駅
舎
と
な
っ

た
。
ま
た
、
駅
前
に
は

広
場
と
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト

が
整
備
さ
れ
た
。

沿
道
区
画
整
理
事
業

区画整理前の身延駅前 (上) 区画整理後の身延駅前 (下)

と
な
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
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ク
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
整
備
、

街
路
灯
や
信
号
機
の
グ
レ
ー
ド
ア
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プ
、
街
並
み
と
調
和

し
た
河
川
護
岸
の
整
備
な
ど
、
訪
れ
る
人
に
明
る
さ
と
楽

し
さ
、
そ
し
て
美
し
い
街
並
み
を
演
出
す
る
工
夫
を
凝
ら

し
た
。
さ
ら
に
、
人
力
車
の
運
行
や
電
動
自
転
車
の
貸
し

出
し
、
季
節
ご
と
に
開
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る
祭
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に
は
小
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模
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商
品
券
を
発
行
し
て
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
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プ
と
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に

務
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平
成
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に
「
し
よ
う
に
ん
通
り
」
が
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成
し
た
。
し

か
し
時
悪
く
、
不
況
の
荒
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を
ま
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に
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る
こ
と
と
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た
も
の
の
、
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ら
は

一
人
の
挫
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者
も
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た
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こ
う
し
た
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挙
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て
の
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の
取
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み
に
よ
り
、
そ
の
後
、
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に
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光
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が
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、
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の
売
り
上
げ
も
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に
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る

一
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、
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の
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に
は
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の
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と

一
体
感
」
が
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。
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地
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街
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づ
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り
の
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ト
を
ま

と
め
、
全
戸
の
協
力
を
得
て
進
め
た
「
平
成
の
古
都
」
づ

く
り
は
、
そ
れ
ま
で
跡
継
ぎ
不
在
で
深
刻
化
し
て
い
た
商

庖
に
後
継
者
が
次
々
と
戻
る
よ
う
に
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り
、
現
在
で
は
約

八
割
の
商
庖
で
後
継
者
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
地
域
に
活
力
を
与
え
た
の

で
あ
る
。

町
村
合
併
に
よ
っ
て
富
士
五
湖
の

一
部
が
新
身
延
町
に

編
入
さ
れ
た
。
今
後
は
富
士
五
湖
、
下
部
温
泉
郷
、
身
延

駅
前
し
よ
う
に
ん
通
り
、
身
延
山
久
遠
寺
を
結
ぶ
新
た
な

る
観
光
ル

1
ト
の
開
発
に
、
地
域
住
民
が
大
き
な
夢
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
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駅
を
活
か
し
た
ま
ち
、
つ
く
り

。

長
野
県
上
田
市

上
田
駅
お
嶋
田
再
開
発
に
よ
る

"
と
き
め
き
“
の
ま
ち
づ
く
り

ー

l
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
と
交
流
の
拠
点
に
整
備

上
田
市
は
長
野
県
の
東
部
に
位
置
し
、
人
口
は
十
万

五
千
人
、
周
囲
を
緑
豊
か
な
山
々
に
固
ま
れ
た
盆
地
で
、

市
中
心
部
を
千
曲
川
が
流
れ
る
山
紫
水
明
の
地
で
あ
る
。

大
正
八
年
に
県
下
三
番
目
の
市
政
を
施
行
し
、
以
来
周
辺

町
村
と
の
合
併
に
よ
り
市
域
を
拡
大
さ
せ
、
東
信
地
方
の

政
治
、
経
済
、
文
化
、
教
育
、
交
通
の
中
核
都
市
と
し
て

上
田
市
都
市
建
設
部
管
理
課
駅
周
辺
施
設
管
理
係

駅
周
辺
施
設
管
理
担
当
係
長

・

高

橋

義

幸

の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。

J
R
上
田
駅
お
城
口
地
区
は
、
新
幹
線
上
田
駅
の
北
側

地
域
で
、
広
域
交
通
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
商
業
、
業

務
の
中
心
的
役
割
を
担
う
地
域
で
あ
る
。
土
地
利
用
は

一

部
に
大
規
模
商
業
施
設
が
立
地
し
て
い
る
ほ
か
は
、
低
層

の
駅
前
ビ
ル
な
ど
小
規
模
な
商
業
、
業
務
施
設
や
住
宅
が

混
在
し
て
い
た
が
、
老
朽
化
が
目
立
ち
、
郊
外
へ
の
大
規

模
庖
舗
の
進
出
も
進
み
、
既
成
商
庖
街
の
衰
退
と
駅
を
中

心
と
し
た
集
客
力
の
低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
。

ヱ

高
速
交
通
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
づ
く
り

こ
う
し
た
中
、
昭
和
五
十
七
年
に
新
幹
線
の
上
田
駅
併

設
が
決
定
し
、
上
田
駅
周
辺
整
備
が
市
の
重
要
課
題
の

一

つ
と
な
っ
た
。
新
幹
線
整
備
に
対
応
し
た
駅
周
辺
地
区
の

土
地
利
用
、
交
通
結
節
機
能
の
強
化
を
課
題
と
し
た

「上

田
駅
周
辺
整
備
構
想
」
が
昭
和
五
十
八
年
に
策
定
さ
れ
、

高
速
交
通
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
づ
く
り
に
向
け
て
動

き
出
し
た
。
同
六
十
二
年
か
ら
再
開
発
の
各
種
調
査
を
実

施
し
、
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
社
会

16 

経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
で
、
事
業
実
施
は
な
か
な
か
厳
し

い
状
況
が
あ
り
、
足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ク
前
年
の
平
成
九

年
、
新
幹
線
開
通
を
控
え
駅
前
地
区
の
都
市
基
盤
整
備
が

急
務
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
計
画
の
再
検
討
と
見
直
し

を
行
い
、
同
八
年
八
月
に
事
業
区
域
二

・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

施
設
建
築
物
三
棟
、
街
路
整
備
約
二
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、

駅
前
広
場
約
八
千
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
主
な
内

容
と
す
る
事
業
計
画
が
よ
う
や
く
ま
と
ま

っ
た
。
翌
九
年

七
月
に
都
市
計
画
、
同
十
年
三
月
に
は
事
業
計
画
が
決
定

し
、
本
格
的
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

・

ム

情
報
発
信
と
交
流
の
拠
点
「
パ
レ
オ
」

上
田
駅
お
城
口
地
区
の
整
備
方
針
と
し
て
は
、

①
交
通

結
節
点
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
整
備
②
駐
車
場
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
③
中
心
市
街
地
へ
の
誘
導
拠
点
と
し
て
の
機
能

整
備
④
人
が
に
ぎ
わ
い
、
憩
い
、
集
う
空
間
の
創
出
⑤
新

た
な
オ
フ
ィ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
導
入
と
商
業
機
能
の

整
備
に
よ
る
利
便
性
の
確
保
⑥
市
民
の
多
様
な
ニ

l
ズ
に

応
え
る
た
め
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
機
能
整
備
ー
な

ど
を
目
的
と
し
た
。

施
設
建
築
物
は
四
棟
か
ら
な
り
、
第

一
一

街
区
で
市

施
行
の
六
階
建
て
「
上
田
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
」
は
、

一
階

が
従
前
権
利
者
に
よ
る
外
向
き
応
舗
と
な
っ
て
お
り
、

一一

1
三
階
は
権
利
者
複
数
で
床
を
所
有
し
、
テ
ナ
ン
ト
へ
賃

貸
を
行
い
、
飲
食
、
物
販
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
庖
舗
と

事
務
所
が
入
居
を
し
て
い
る
。
四
階
は
「
公
益
施
設
」
で
、

情
報
発
信
と
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
各
種
証
明
書
発
行
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
備
え
た
「
上
回
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
」
や
年
金
相
談
室
を
配
置
し、

五
1
六
階
は
市
が
所
有
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し
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
の
職
業
相
談
室
な
ど
の
業
務
床
と
し

て
企
業
な
ど
に
賃
貸
を
し
て
い
る
。
第
二
街
区
の
駐
車
場

ビ
ル
は
、
駐
車
台
数
二
百
四
十
台
の
市
営
駐
車
場
と
し
て

整
備
・
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
客
室
百
二
十
室

の
十

一
階
建
て
第

一
l
二
街
区
と
、

一
1
二
階
の
商
業
庖

舗
で
上
層
階
が
共
同
住
宅
か
ら
な
る
五
階
建
て
の
第
三
街

区
の
二
棟
は
、
特
定
建
築
者
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
。

!
一

市
民
、が
憩
う

-
引Ill
-

オ
ア
シ
ス
と
し
て
の
駅
前
広
場

駅
前
広
場
は
、

五
千
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
千
八

百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
し
、
交
通
の
処
理
や
機
能
性
を

確
保
し
な
が
ら
、
歩
道
と
車
道
の
段
差
を
な
く
し
、
誰
も

特集 駅を活かしたまちづくり

の 年 所おののの 会 環かをの人 業 伝の街 保地をよ中け 設 にリた広が
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'd一ハ
l
ド
整
備
に
続
く

a司
叶
一
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

当
市
で
は
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
中

心
市
街
地
の

「基
盤
的
な
整
備
改
善」

と

「商
業
な
ど
の

活
性
化
」
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
、

平

成
十

一
年
九
月
に
上
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
策
定
し
、

計
画
的
に
電
線
類
の
地
中

化
に
よ
る
歩
道
の
拡
幅
整
備
を
実
施
し

て
き
た
。
ま
た
、

今
回
に
ぎ
わ
い
の
拠

点
と
し
て
の
駅
前
再
開
発
事
業
が
完
了

し
、
都
市
機
能
を
有
し
た
中
心
市
街
地

の
交
流
拠
点
、
回
遊
性
を
持
っ
た
ま
ち

づ
く
り
の
形
成
に
向
け
、
ほ
ほ
ハ

1
ド

的
な
整
備
が
完
了
し
た
。

「ま
ち
づ
く
り
」
は
、
そ
こ
に
住
み
、

働
き
、

学
び
、
遊
ぴ
、
交
流
す
る
人
た

ち
が
主
役
で
あ
る
。
昨
年
八
月
に
は
ま

ち
づ
く
り
を
コ

l
デ
ィ
ネ

l
ト
す
る
た

め
の
上
田
市
T
M
O
運
営
協
議
会
が
立

ち
上
が
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
事

業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
活
性
化
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
具
体
化
し
て

き
た
。

お
城
口
再
開
発
事
業
は、

完
成
す
る

こ
と
が
目
的
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
本
格

的
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
契

機
と
し
て
、
市
民
を
は
じ
め
上
回
を
訪
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
上
回
に
降
り
立

っ
た
瞬
間
、

"
と
き
め
き
と
親
し

み
“
を
感
じ
る
よ
う
な
、
に
ぎ
わ
い
と
活
気
に
満
ち
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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し
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
の
職
業
相
談
室
な
ど
の
業
務
床
と
し

て
企
業
な
ど
に
賃
貸
を
し
て
い
る
。
第
二
街
区
の
駐
車
場

ビ
ル
は
、
駐
車
台
数
二
百
四
十
台
の
市
営
駐
車
場
と
し
て

整
備
・
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
客
室
百
二
十
室

の
十

一
階
建
て
第

一
l
二
街
区
と
、

一
1
二
階
の
商
業
庖

舗
で
上
層
階
が
共
同
住
宅
か
ら
な
る
五
階
建
て
の
第
三
街

区
の
二
棟
は
、
特
定
建
築
者
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
。

!
一

市
民
、が
憩
う

-
引Ill
-

オ
ア
シ
ス
と
し
て
の
駅
前
広
場

駅
前
広
場
は
、

五
千
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
千
八

百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
し
、
交
通
の
処
理
や
機
能
性
を

確
保
し
な
が
ら
、
歩
道
と
車
道
の
段
差
を
な
く
し
、
誰
も
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く
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ド
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了
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み
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、

学
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、
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す
る
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で
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く
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本
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な
ス
タ
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の
事
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感
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特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
ゃつ
く
り

@

島
恨
県
江
津
市
(
旧
桜
江
町
)

人
駅
が
観
光
・
定
住
・

l

T
の

廿
l
ビ
ス
拠
点
に

ー

l
借
り
受
け
駅
舎
か
ら
「
元
気
と
勇
気
と
感
動
」
を
発
信

専ま
務ゐ
取ネ
締 ツ
役卜
(株)• か
わ
べ
ま
ゆ
み

平
成
十

一
年
五
月
、
人
口
約
三
千
六
百
人
の
島
根
県
邑

智
郡
桜
江
町
(
平
成
十
六
年
十
月
に
合
併
し
、
現
在
は
江

津
市
桜
江
町
)
に
、
夫
の

U
タ
l
ン
を
機
に
、
私
は
東
京

か
ら

I
タ
ー
ン
し
て
来
た
。
桜
江
町
で
暮
ら
し
始
め
て
最

初
に
気
が
付
い
た
の
は
、
町
の
中
心
地
に
あ
る

J
R
三
江

線
川
戸
駅
が
無
人
駅
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。

一
日
に
六
往
復
。
町
に
と
っ
て
は
、
高
齢
者
の
通
院
や

学
生
の
通
学
に
は
欠
か
せ
な
い
公
共
交
通
機
関
だ
が
、
そ

の
駅
舎
に
人
の
姿
は
無
く
、
カ
ー
テ
ン
の
す

き
聞
か
ら
の
ぞ
く
と
、
内
部
は
雑
然
と
し
て

い
る
も
の
の
充
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
掃

除
さ
え
す
れ
ば
立
派
に
活
用
で
き
る
様
子
が

見
て
取
れ
た
。
「
町
の
玄
関
で
あ
り
顔
と
も

言
え
る
よ
う
な
立
地
に
あ
る
こ
の
駅
舎
が
使

わ
れ
て
い
な
い
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い

:・
」
。
都
会
暮
ら
し
が
長
い
I
タ
I
ン
者
に

は
、
こ
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
存
在
が
妙
に
気

に
な
っ
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
桜
江
町
役
場
の
職
員
と
話
を
す

る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
際
に

「川
戸
駅
っ
て
も
っ
た
い
な

い
で
す
ね
。
住
民
の
交
流
サ
ロ
ン
と
か
、
地
域
の
特
産
市

か
何
か
に
利
用
す
る
と
、
町
も
活
気
付
く
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
、
軽
い
気
持
ち
で
提
案
し
て
み
た
。

'

一

川
声
駅
舎
を
借
り
受
け

4
J一
一
「
さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
」
開
設

そ
れ
か
ら
約
二
年
後
、
無
人
駅
で
あ
っ
た

J
R
川
戸
駅

舎
は

J
R
西
日
本
よ
り
桜
江
町
に
譲
渡
さ
れ
た
。
町
は
桜

江
町
商
工
会
に
地
域
振
興
の

た
め
に
活
用
す
る
こ
と
を
条

件
に
無
償
で
貸
し
付
け
、
商

工
会
は
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
、
つ
会
員
企
業
を
募
集
し

た
。
そ
の
呼
び
掛
け
に
手
を

挙
げ
た
の
が
、
私
が
勤
務
す

一
る
地
元
企
業
の
い
ま
ゐ
ネ
ツ

町
一
ト
株
式
会
社
だ
っ
た
。

そ

一
一九

い
ま
ゐ
ネ
ッ
ト
は
、
石
見

台

地
域
の
自
立
と
振
興
を
目
指

川戸駅

18 

し
て
、

主
に
観
光
、
交
流
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
域
情
報
を
発
信
し
て
い
る
企
業
で
、

そ
の
業
務
内
容
を
活
か
し
て
「
観
光
案
内
」
「
定
住
サ
ロ

ン
」
「

I
T
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
う

「さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
」
を
平
成
十
四
年
五
月
に
開
設
。

私
は
そ
こ
の
企
画
・
運
営
を
行
う
責
任
者
と
な
っ
た
。

さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
で
は
、
サ
ロ
ン
専
任
の
ス
タ
ッ
フ

一

人
を
置
き
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
窓
口
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
駅
舎
内
に
は
専
任
以
外
の
い
ま
ゐ
ネ
ッ
ト

の
ス
タ
ッ
フ
も
い
て
、
必
要
に
応
じ
サ
ロ
ン
業
務
に
も
従

事
す
る
。
定
休
日
は
、
毎
週
火

・
水
曜
日
で
、
「
観
光
案

内
所
」
で
も
あ
る
た
め
、

土

・
日
曜
日
は
開
業
し
、
観
光

客
に
対
し
て
近
隣
の
観
光
地
の
紹
介
や
道
案
内
な
ど
を
行

い
、
駅
の
待
合
室
に
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ポ
ス
タ

ー
な
ど
を
備
え
て
い
る
。

I
T
企
業
な
の
で
、
目
的
地
ま
で
の
経
路
や
行
き
先
の

情
報
な
ど
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
の
特
産
品
な

ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
観
光
客
に
積
極
的
に

P
R
し
、
今
後
は
近
隣
の
畑
で
自
家
栽
培
す
る
人
た
ち
の

野
菜
な
ど
を
墜
冗
す
る
「
野
菜
市
」
な
ど
も
計
両
中
で
あ
る
。

2004・12月号泊域~ω

-ーす
元住民の
l
T
化
を
促
進

I
T
サ
ロ
ン
で
は
、
駅
舎
内
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

A
D
S
L
体
験
を
は
じ
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
た
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
る
人
の
相
談
対
応
、
パ
ソ
コ
ン
講
習

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

す
る
際
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
出
張
サ
ー
ビ
ス
も
行
う
。

ま
た
、

当
地
に
は
高
齢
者
が
多
い
こ
と
も
あ
り

「パ

ソ

コ
ン
は
操
作
で
き
な
い
け
れ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
活

特
集
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。
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ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
、
軽
い
気
持
ち
で
提
案
し
て
み
た
。

'

一

川
声
駅
舎
を
借
り
受
け

4
J一
一
「
さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
」
開
設

そ
れ
か
ら
約
二
年
後
、
無
人
駅
で
あ
っ
た

J
R
川
戸
駅

舎
は

J
R
西
日
本
よ
り
桜
江
町
に
譲
渡
さ
れ
た
。
町
は
桜

江
町
商
工
会
に
地
域
振
興
の

た
め
に
活
用
す
る
こ
と
を
条

件
に
無
償
で
貸
し
付
け
、
商

工
会
は
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
、
つ
会
員
企
業
を
募
集
し

た
。
そ
の
呼
び
掛
け
に
手
を

挙
げ
た
の
が
、
私
が
勤
務
す

一
る
地
元
企
業
の
い
ま
ゐ
ネ
ツ

町
一
ト
株
式
会
社
だ
っ
た
。

そ

一
一九

い
ま
ゐ
ネ
ッ
ト
は
、
石
見

台

地
域
の
自
立
と
振
興
を
目
指

川戸駅
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し
て
、

主
に
観
光
、
交
流
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
域
情
報
を
発
信
し
て
い
る
企
業
で
、

そ
の
業
務
内
容
を
活
か
し
て
「
観
光
案
内
」
「
定
住
サ
ロ

ン
」
「

I
T
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
う

「さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
」
を
平
成
十
四
年
五
月
に
開
設
。

私
は
そ
こ
の
企
画
・
運
営
を
行
う
責
任
者
と
な
っ
た
。

さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
で
は
、
サ
ロ
ン
専
任
の
ス
タ
ッ
フ

一

人
を
置
き
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
窓
口
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
駅
舎
内
に
は
専
任
以
外
の
い
ま
ゐ
ネ
ッ
ト

の
ス
タ
ッ
フ
も
い
て
、
必
要
に
応
じ
サ
ロ
ン
業
務
に
も
従

事
す
る
。
定
休
日
は
、
毎
週
火

・
水
曜
日
で
、
「
観
光
案

内
所
」
で
も
あ
る
た
め
、

土

・
日
曜
日
は
開
業
し
、
観
光

客
に
対
し
て
近
隣
の
観
光
地
の
紹
介
や
道
案
内
な
ど
を
行

い
、
駅
の
待
合
室
に
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ポ
ス
タ

ー
な
ど
を
備
え
て
い
る
。

I
T
企
業
な
の
で
、
目
的
地
ま
で
の
経
路
や
行
き
先
の

情
報
な
ど
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
の
特
産
品
な

ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
観
光
客
に
積
極
的
に

P
R
し
、
今
後
は
近
隣
の
畑
で
自
家
栽
培
す
る
人
た
ち
の

野
菜
な
ど
を
墜
冗
す
る
「
野
菜
市
」
な
ど
も
計
両
中
で
あ
る
。

2004・12月号泊域~ω

-ーす
元住民の
l
T
化
を
促
進

I
T
サ
ロ
ン
で
は
、
駅
舎
内
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

A
D
S
L
体
験
を
は
じ
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
た
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
る
人
の
相
談
対
応
、
パ
ソ
コ
ン
講
習

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

す
る
際
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
出
張
サ
ー
ビ
ス
も
行
う
。

ま
た
、

当
地
に
は
高
齢
者
が
多
い
こ
と
も
あ
り

「パ

ソ

コ
ン
は
操
作
で
き
な
い
け
れ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
活



用
し
た
い
」
と
い
う
住
民

の
ニ

l
ズ
に
は
、
必
要
な

情
報
を
検
索
し
て
目
的
の

ホ
l
ム
ベ

l
ジ
を
プ
リ
ン

ト
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
通
販

や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の

あ
る
中
山
間
地
で
は
あ
っ
た
が
、

で
都
市
部
か
ら

I
タ
l
ン
を
し
て
き
た

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
魅
力
に
あ
ふ
れ

可
能
性
を
大
い
に
感
じ
る
町
で
も
あ

る
。
そ
こ
で
、
そ
の
素
晴
ら
し
き
を
ネ

ッ
ト
上
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
体
験
し

て
も
ら
お
う
と

「
定
住
や
交
流
」
を
促

進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ア
ー
や
体
験
パ

ッ
ク
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
か
い
あ

J

…

っ
て
か
、
都
市
部
か
ら
訪
れ
る
人
も
増

刊
…
ぇ
、
さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
は
そ
う
い
っ
た

円
…
人
た
ち
の
交
流
の
場
所

圃
置

「LU
応
住
サ
ロ
ン
」
と

し

て

圃

圃

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

.
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に
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し
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・

て
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た
人
々
や
桜
江
町
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第
二
の
故
郷
と
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-
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て
訪
れ
る
都
市
住
民
、
そ
し
て
地
元
の
人
々

柏
崎

ら
が
集
う
交
流
の
場
で
あ
り
、
互
い
に
酒
を

-

M
E

酌
み
交
わ
し
、
地
元
の
旬
の
恵
み
に
舌
鼓
を

圃

-
JJ
闘

う
ち
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
を
行

岡

田町

う
場
と
し
て
毎
月

一
1
二
回
開
催
さ
れ
て
い

一一
福

間

る
二

見
す
る
と
た
だ
の
宴
会
の
よ
う
だ
が
、
』

E
E

多
様
な
人
々
が
集
う
こ
の
定
住
サ
ロ
ン
か
ら

孟

.
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は
、
数
々
の
事
業
や
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
。

h---

例
え
ば
、
「
石
見
の
素
材
は
素
晴
ら
し
い

---E

け
れ
ど
、
こ
れ
と
い
っ
た
郷
土
料
理
が
少
な
い
ね
」。

そ

ん
な
、
あ
る

I
タ
l
ン
者
の
発
言
か
ら

「
い
わ
み
の
名
物

料
理
を
考
え
る
会
」
が
誕
生
し
、

「食」

を
テ
l
マ
に
地

域
の
観
光
資
源
を
開
発
し
よ
う
と
、
食
材
や
郷
土
料
理
の

調
査
・
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、

「隣
の
お
じ
い
さ
ん
が
ワ
ラ
ジ
を
作
る
の
が
と

っ
て
も
上
手
で
私
も
習
お
う
と
思
っ
て
:
・
で
も
ワ
ラ
で
な

く
布
で
作
る
と
お
し
ゃ
れ
な
の
」。

そ
ん
な
言
葉
が
き
っ

か
け
で
、
地
元
の
お
年
寄
り
の
知
恵
や
技
と
、
都
市
か
ら

持
ち
込
ん
だ
今
風
の
セ
ン
ス
が
融
合
し
た
商
品
が
次
々
に

生
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
「
ス
ロ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
創
る
会
」

と
し
て
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
誕
生
さ

せ
つ
つ
あ
る
。

方

操
作
を
代
わ
っ
て
行
っ
た

り
も
す
る
。

各
サ
ー
ビ
ス
は
、
基
本

的
に
無
料
で
実
施
し
て
い

る
が
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

や
出
張
な
ど
実
費
が
か
か

'

一

「
官
と
民
」
「
都
市
と
地
減
」
を
つ
な
ぐ

4

-
申
間
支
援
組
織
に

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
元
気
に
つ

な
が
る
活
動
が
、
川
戸

駅
舎
を
母
体
に
し
て
育

ま
れ
て
い
る
。
今
後
も

地
域
の
自
立
は
ま
す
ま

す
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
さ
く
ら
え
サ

ロ
ン
は
、

「
官
と
民
」

「
都
市
と
地
域
」
を
つ

な
ぐ
中
間
支
援
組
織
的

な
役
割
が
求
め
ら
れ
て

く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

る
も
の
や
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

の
パ
ソ
コ
ン
研
修
な
ど
は
有
料
と
し
て
お
り
、
す
べ
て
を

合
わ
せ
る
と
月
に
三
十
件
近
い
対
応
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
待
合
室
に
は
伝
言
ボ
1
ド
や
意
見
箱
を
設
置

し
、
地
域
情
報
の
受
発
信
、
駅
と
い
う
便
利
な
立
地
を
活

か
し
て
荷
物
の
預
か
り
、
忘
れ
物
預
か
り
、
伝
言
預
か
り
、

タ
ク
シ
ー
の
手
配
、
交
通
機
関
へ
の
運
行
状
況
な
ど
の
問

い
合
せ
な
ど
「
何
で
も
相
談
所
」
的
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
当
初
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
特
に
計
画

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

で
自
然
と
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
。
特
に
今

年
十
月
に
隣
の
江
津
市
と
合
併
し
て
以
来
、
支
所
は
残
っ

た
も
の
の
本
庁
が
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
の

さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
に
対
す
る
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ

ー
ズ
は
多
様
化
し
、
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

‘
，
一

交
流
を
通
じ

a-
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
誕
生

当
地
は
、

スローマーケット

特集 駅を活かしたまちづくり

2似 ・12月号 以誠治

こ
の
十
月
に
桜
江
町

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
生
・
江
津
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

も
あ
る

「
元
気
!
勇
気
!
感
動
!
ご
う
つ
」。

ま
さ
に
、

こ
の
駅
舎
か
ら
"
元
気
と
勇
気
と
感
動
“
を
大
い
に
発
信

し
、
新
た
な
可
能
性
を
創
出
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
が
切
実
な
問
題
で
も
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っ

た
も
の
の
本
庁
が
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
の

さ
く
ら
え
サ
ロ
ン
に
対
す
る
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ

ー
ズ
は
多
様
化
し
、
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

‘
，
一

交
流
を
通
じ

a-
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
誕
生

当
地
は
、

スローマーケット

特集 駅を活かしたまちづくり

2似 ・12月号 以誠治

こ
の
十
月
に
桜
江
町

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
生
・
江
津
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

も
あ
る

「
元
気
!
勇
気
!
感
動
!
ご
う
つ
」。

ま
さ
に
、

こ
の
駅
舎
か
ら
"
元
気
と
勇
気
と
感
動
“
を
大
い
に
発
信

し
、
新
た
な
可
能
性
を
創
出
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
が
切
実
な
問
題
で
も
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特
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販
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拠
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し
て
繁
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特
集
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活
か
し
た
ま
ち
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つ
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e 
高
知
県
田
野
町

-
体
化

'

一

「
ご
め
ん
・
な
は
り
銀
」
開
通
の

4
-
経
済
効
果
に
期
待

岡
野
町
は
、
高
知
市
か
ら
東
へ
約
五
十
五
キ
ロ
の
位
置

に
あ
り
、
人
口
は
約
三
千
四
百
人
、
面
積
は
六
・
五
六
平

方
キ
ロ
と
高
知
県
の
市
町
村
の
中
で
も
か
な
り
小
さ
い
町

で
あ
る
。
産
業
は
施
設
園
芸
、
米
作
な
ど
の
農
業
が
中
心

で
あ
り
、
町
の

一
次
産
業
を
支
え
て
い
る
。

こ
の
小
さ
な
町
に
第
三
セ
ク
タ
ー
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

の
「
ご
め
ん
・
な
は
り
線
」
が
開
通
し
た
の
が
平
成
十
四

年
七
月

一
日
。
高
知
県
東
部
に
初
め
て
鉄
道
が
運
行
を
開

始
し
、
沿
線
の
市
町
村
で
は
そ
の
経
済
効
果
に
注
目
し
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
岡
野
町
も
こ
の
ご
め
ん
・
な
は
り

線
効
果
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
が
、
実
は
こ
の
時
、
田
野

駅
周
辺
は
何
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
国
道
日
号
線
沿
い
に
あ
る
道
の
駅
「
田
野
駅
屋
」

は
非
常
に
繁
盛
し
て
い
る
。
全
国
で
も
珍
し
い
鉄
道
駅
と

一
体
と
な
っ
た
道
の
駅
だ
が
、
実
現
に
至
る
ま
で
に
は

数
々
の
困
難
が
あ
っ
た
。

1
6

一
用
地
取
得
難
で
当
初
の

a--
一
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
l
ル
案
は
断
念

平
成
十
二
年
度
に
「
ご
め
ん

・
な
は
り
線
岡
野
駅
前
商

日
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

山
本
智
徳

• 

業
機
能
検
討
会
」
が
発
足
し
、
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と

な
り
駅
前
へ
の
出
庖
に
関
す
る
協
議
を
重
ね
て
き
た
。
こ

の
時
に
は
、
商
工
会
青
年
部
が
駅
前
へ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
形
式
で
出
府
す
る
計
画
を
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
前

提
と
な
る
用
地
取
得
が
難
航
し
た
。

同
八
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
乗
り
出
し
た
も
の
の
、
必

要
面
積
が
足
ら
ず
、
追
加
で
取
得
し
よ
う
と
し
た
が
、
相

手
方
と
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
結
局
、
買
収
断
念
に
追

い
込
ま
れ
た
。
こ
の
時
点
で
商
工
業
者
に
よ
る
駅
前
へ
の

出
底
計
画
は
な
く
な
り
、
既
に
取
得
し
て
い
る
用
地
の
活

用
策
を
考
え
直
さ
な
く
て
は
い
け
な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
同
十
三
年
度
に
駅
前
広
場
検
討
委
員
会
の
組
織

を
立
ち
上
げ
た
。
委
員
は
二
十

一
人
で
、
メ
ン
バ
ー
は
農

協

(
J
A
)
、
農
協
女
性
部
、
生
産
加
工
グ
ル
ー
プ
、
園
芸

部
、
園
芸
女
性
部
、
商
工
会
女
性
部
、
漁
協
、
日
曜
市
組

合
、
行
政
な
ど
、
そ
の
他
を
合
わ
せ
て
計
十
四
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
場
産
品
の
販
売
拠
点
を
駅

前
に
つ
く
り
た
い
と
い
う
理
念
で
協
議
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
約
十
回
の
話
し
合
い
を
重
ね
、
プ
ラ
ン
作
り

の
事
務
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
ど
う
し
て
も
最
後
ま
で

難
航
し
た
の
が
運
営
母
体
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
ご
め

20 

ん
・
な
は
り
線
の
開
業
が
同
十
四
年
七
月

一
日
に
決
定
し

た
。
し
か
し
駅
周
辺
の
整
備
が
未
実
施
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

急
い
で
用
地
の
買
収
を
追
加
し
、
敷
地
の
造
成
工
事
な
ど

を
行
っ
た
。
直
販
所
施
設
本
体
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
運

営
母
体
と
施
設
の
規
模
が
未
決
定
だ
っ
た
た
め
、
同
十

三
年
度
は
あ
き
ら
め
、
翌
十
四
年
度
に
整
備
を
す
る
こ

と
に
し
た
。

ヱ

国
道
に
接
し
た
鉄
道
駅
の
利
点
活
用
に
着
目

同
十
四
年
度
に
入
り
駅
前
検
討
委
員
会
を
重
ね
て
い
く

中
で
、
「
ご
め
ん
・
な
は
り
線
沿
線
二
十
駅
で
、
国
道
に

接
し
て
い
る
駅
は
夜
須
駅
と
田
野
駅
し
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
利
点
を
生
か
(
し
て
駅
と
直
売
所
施
設
を

一

体
化
)
す
べ
き
だ
」
と
、
委
員
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
。

他
の
委
員
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
国
道
に
面
し
て
い
る
駅
の

間
口
の
広
い
方
に
直
売
所
施
設
を
整
備
す
る
の
が
良
い
と

の
提
言
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
過
去
の
用
地
買
収
で

難
色
を
示
し
て
い
た
地
権
者
と
再
度
交
渉
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
同
十
四
年
七
月
の
ご
め
ん
・
な
は
り
線
の
開
業

に
向
け
た
駅
前
整
備
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
再
度
交
渉
を
進
め
て
い
た
用

地
取
得
に
つ
い
て
は
な
ん
と
か
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
、
地
場
産
品
直
売
所
施
設
と
鉄
道
駅
を

一
体

化
し
た
駅
前
施
設
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
計
画
見
直
し
を

同
年
十
月
に
始
め
た
。
同
時
に
、
直
販
所
の
運
営
に
つ
い

て
の
協
議
も
開
始
し
た
。
駅
前
広
場
検
討
委
員
会
で
肝
心

の
運
営
母
体
を
ど
こ
に
委
託
す
る
か
、
決
定
し
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
最
終
的
に
間
野
町

商
工
会
へ
管
理
委
託
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
中
で
も

一
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特集 駅を活かしたまちづくり

番
や
る
気
の
あ
っ
た
地
元
商
庖
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
で
組

織
す
る
商
工
会
女
性
部
が
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
、
「
田
野
駅
屋
連
」
と
い
う
名
称
の
下
、
十

一
人
の
メ

ン
バ
ー
が
集
い
、
運
営
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
翌
十
五
年
七
月
の
開
屈
に
向
け
、
直
販
所
の
運
営

規
約
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
元
農
家
を
中
心
と
し
た

出
品
者
の
募
集
に
力
を
入
れ
て
い
っ
た
。

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
鉄
道
「
田
野
駅
」
と
接
続

し
た
地
場
産
品
の
販
売
施
設
「
田
野
駅
屋
」
が
平
成
十
五

年
七
月
十
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
開
庖
初
日
は
、
陳
列

し
て
い
る
地
場
産
品
が
ほ
と
ん
ど
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
順

調
に
客
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。
中
で
も
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で

は
ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、
カ
レ
ー
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
を
そ
ろ
え
、
昼
食
の
時
間
帯
に
な
る
と
車
で
立
ち
寄
る

会
社
員
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
し
て

一
周
年
経
っ
た
今
年
七
月
、
年
間
約

一

億
円
の
売
り
上
げ
を
達
成
・
記
録
し
た
。
当
初
は
二
、
三

千
万
の
売
り
上
げ
を
見
込
ん
で
い
た
思
惑
を
大
幅
に
超
え

る
結
果
と
な
っ
た
。

'
F
一
道
の
駅
認
定
を
機
に

・1-知名度
と
売
り
上
げ
が
ア
ッ
プ

平
成
十
六
年
八
月
に
は
、
立
地
条
件
の
良
さ
や
利
便
性

が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
省
か
ら
正
式
に
「
道
の
駅
」
に

認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
知
名
度
と
売
り
上
げ
が

段
と
向
上
・
拡
大
し
た
。

し
か
し
な
ぜ
こ
こ
ま
で
の
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
今
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
い
く
つ

か
の
条
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
ま
ず
立
地
条
件
だ
。
一

日
約
二
万
台
の
通
行

量
が
あ
る
国
道
日
号
線
に
敷
地
が
隣
接
し
て
い
る
の
が
、

大
き
な
強
味
だ
っ
た
。

二
つ
目
は
駐
車
場
。
普
通
車
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

大
型
パ
ス
で
も
対
応
可
能
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
駐
車
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
た
め
、
ツ
ア
ー
な
ど
の
観
光
客
も

買
い
物
や
休
憩
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

伴
う
ト
イ
レ
の
整
備
。
鉄
道
の
岡
野
駅
に
は
男
女
合
わ
せ

て
十
三
人
が
利
用
で
き
る
大
型
の
ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
鉄
道
、
車
双
方
の
通
行
客
の
休
憩
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

，
r

一
販
売
青
果
晶
の
品
質
管
理
対
策
も

4
叱
一
成
功
の
背
景
に

三
つ
目
は
販
売
物
の
品
質
管
理
。
田
野
駅
屋
で
販
売
さ

れ
る
野
菜
類
な
ど
は
、
そ
の
日
に
売
れ
残
っ
た
場
合
は
出

品
し
た
会
員
が
引
き
取
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
が
、
「
新
鮮
な
も
の
ほ
ど
よ
く
売
れ
る
」
と
い
う
意

識
を
農
家
の
問
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
四
つ
目
は
運
営
。
や
る
気
の
あ
る
岡
野
駅
屋
連

た
ち
の
頑
張
り
と
、
新
鮮
な
野
菜
や
お
い
し
い
加
工
食
品

を
出
品
し
て
く
れ
る
会
員
の
努
力
で
、
道
の
駅
・
田
野
駅

屋
が
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
田
野
駅
の
良
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
と
と
も
に
、
新
鮮
で
お
い
し
く
安
全
な
商
品
を
毎

日
供
給

・
販
売
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
に

つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
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ぶ
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ニ
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光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
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録
し
た
。
当
初
は
二
、
三

千
万
の
売
り
上
げ
を
見
込
ん
で
い
た
思
惑
を
大
幅
に
超
え

る
結
果
と
な
っ
た
。

'
F
一
道
の
駅
認
定
を
機
に

・1-知名度
と
売
り
上
げ
が
ア
ッ
プ

平
成
十
六
年
八
月
に
は
、
立
地
条
件
の
良
さ
や
利
便
性

が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
省
か
ら
正
式
に
「
道
の
駅
」
に

認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
知
名
度
と
売
り
上
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収
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ら
れ
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。
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強
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果
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の
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管
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対
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も
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の
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は
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物
の
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。
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で
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れ
る
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な
ど
は
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そ
の
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に
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れ
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た
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合
は
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し
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会
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が
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き
取
る
シ
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ム
に
し
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る
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そ
の

こ
と
が
、
「
新
鮮
な
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ほ
ど
よ
く
売
れ
る
」
と
い
う
意

識
を
農
家
の
問
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
四
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目
は
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。
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る
気
の
あ
る
岡
野
駅
屋
連

た
ち
の
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張
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と
、
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鮮
な
野
菜
や
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し
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加
工
食
品

を
出
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し
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る
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の
努
力
で
、
道
の
駅
・
田
野
駅

屋
が
こ
こ
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で
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で
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今
後
は
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こ
の
田
野
駅
の
良
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を
全
国
に
ア
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ル
し

て
い
く
と
と
も
に
、
新
鮮
で
お
い
し
く
安
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が
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「
宝
探
し
」

の
ま
ち
づ
く
り

釧

路

市
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か

ら
水
産
業
、
石
炭
産
業
、
製
紙
業
の
三
大

基
幹
産
業
の
発
展
と
と
も
に
栄
え
た
ま
ち

で
あ
る
が
、
近
年
の
基
幹
産
業
の
不
振
に

伴
う
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
経
済
的
に

大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

多
く
の
地
方
都
市
が
抱
え
て
い
る
で
あ

ろ
う
こ
う
し
た
現
状
を
打
破
し
、
ま
ち
の

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
今
の
釧
路

市
に
あ
る
も
の
、
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か

り
と
見
詰
め
、
地
に
足
を
着
け
、
成
功
の

実
績
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
視
点
で

釧
路
市
を
見
る
と
、
非
常
に
多
く
の
魅
力

的
な
地
域
資
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
る
。

第

一
に
、
動
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
釧
路

湿
原
に
代
表
さ
れ
る
雄
大
な
自
然
と
、
他

の
地
域
に
は
な
い
冷
涼
な
気
候
で
あ
る
。

釧
路
湿
原
は
四
季
折
々
に
そ
の
姿
を
変
え

て
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

春
に
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
し
た
命

の
息
吹
、
夏
に
は
目
に
も
鮮
や
か
な
緑
と

釧
路
川
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
秋
に
は
澄

み
わ
た
る
高
く
広
い
空
、
そ
し
て
冬
に
は

は
る
か
彼
方
ま
で
広
が
る
謀
と
し
た
雪

景
色
。

釧

路

市
で
は
、
こ
の
湿
原
を
観
光
客

に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
然
を
学
ぶ
生

き
た
教
材
と
し
て
修
学
旅
行
の
コ

l
ス
と

し
て
も
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、

多
数
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
い
る
。
ま
た
、
夏
の
冷
涼
な
気
候
は

避
暑
地
と
し
て
も
最
適
で
あ
り
、
最
近
で

は
韓
国
、
台
湾
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
も
力
を
入
れ
、
そ
の
結
果
、
平
成
十

六
年
の
海
外
チ
ャ
ー
タ
ー
使
の
発
着
数
は

昨
年
の
約
二
倍
の
二
百
便
を
超
え
る
な

ど
、
急
激
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

第

に

、

水

産
業
な
ど
の
産
業
資
源

で
あ
る
。
見
る
機
会
の
少
な
い
水
揚
げ
や

競
り
の
風
景
を
見
学
で
き
る
「
魚
河
岸
ツ

ア
l
」
の
実
施
や
、
圏
内
で
は
数
少
な
い

石
炭
産
業
を
観
光
資
源
と
し
て
利
用
す
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
産
業
と

観
光
の
融
合
と
い
っ
た
新
た
な
試
み
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
よ
り
調
査
捕
鯨
の

捕
獲
頭
数
が
拡
大
さ
れ
、
釧
路
が
そ
の
調

査
基
地
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校

の
給
食
に
鯨
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
鯨
食
文
化
の
発
信
基
地
と
し
て
の
ア

ピ
ー
ル
も
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第

三
に
、
近
年
特
に
活
発
に
な
っ
て

い
る
市
民
活
動
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
建

れ
ん
が

設
さ
れ
た
煉
瓦
倉
庫
を
活
用
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
整

な
に

わ

備
・
運
営
し
て
い
る
「

N
P
O法
人
浪
花

ち
ょ
う
町
十
六
番
倉
庫
」
や
、
釧
路
の
味
の

一

つ
で
あ
る
「
釧
路
ラ
ー
メ
ン
」
を
札
幌
、

画
館
、
旭
川
に
並
ぶ
北
海
道
ラ
ー
メ
ン
と

し
て
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
す
る
団
体
の

設
立
、
自
転
車
の
前
に
人
力
車
の
座
席
を

取
り
付
け
た
よ
う
な
ベ
ト
ナ
ム
の
乗
り
物

「
シ
ク
ロ
」
を
釧
路
で
走
ら
せ
る
「
ク
シ

ロ
デ
シ
ク
ロ
」
と
い
う
試
み
な
ど
、
市
民

自
ら
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
心

強
い
限
り
で
あ
る
。

地

域

資
源
は
、
ど
こ
の
ま
ち
も
そ
れ

ぞ
れ
持
っ
て
い
る
「
宝
」
で
あ
る
。
こ
の

宝
を
見
つ
け
出
し
、
掘
り
出
し
、

磨
い
て

い
く
「
宝
探
し
」
が
ま
ち
づ
く
り
の
本
質

で
あ
る
と
吾一
守
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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磁氷峠鉄道文化むら ・群馬県松井田町

群馬県松井田町は県の北西部に位置し、碓氷峠を越えると長野県軽井沢

町に接している。峠越えは普から旅人に苦難を強いてきた所であるが、

明治26年アプト式により信越本線、機川~軽井沢間 (通称「碓氷線J)が
開通した。碓氷線は11.2キロだが、標高差は実に553メートルの急勾配

区間で、峠を上下する列車には専用の補助機関車が必要であり、これら

の機関車基地が機川駅に隣媛した地に設置された。平成9年10月、長野

新幹線の開通と同時に、在来併行線である碓氷線が廃止となった。峠越

えと鉄道の歴史のテーマパ クとして、機関車基地跡に「碓氷峠鉄道文

化むらjが平成11年4月に開設され、昨年9月に入園者が100万人を突

破し、中でも峠専用機関車が日本で唯一運転体験できることもあり、全

国から多数の客が来訪し活況を皇している。来年4月には廃線跡 (約3

キロ)にトロ ッコ列車を運行する計画が進められ、全国の鉄道ファンな

どから期待されている。

あぷとくん

日本雄一の茅葺き匡恨の駅舎

.福島県下郷町

福島県下郷町は県の南西部に位置
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駅前広場整備事業「杜の中の駅J

先行した高架下開発

大型複合・創造型商

業施設の「アクティ

ブGJ

JR岐阜駅周辺は、岐阜100万人都市圏の都心として、また、名古屋大都市圏の生活都心と

して、「世の中の駅jの駅前広場整備や民間市街地開発事業、鉄道高架下開発 (アクティブ

G、ハートフルスクウェアG、アスティ岐阜)など、多数のプロジェクトが事業化されつ

つある。由主阜駅西地区においては、都心居住と商業施設・医療 ・福祉施設を複合させた

43階建160メートル超のランドマークタワーが本年中に着工予定である。ほかにも、吉野

町6丁目東地区優良建築物等整備事業 (13階建、ホテル・商業施設・業務施設など)が平

成16年2月にオープンし、吉野町5丁目東地区第一種市街地再開発事業 (12階建、業務施

設 ・商業施設など)が同17年5月に完成する予定である。これらの民間市街地再開発事業

は駅前広場整備などの基盤施設の施工と連携して推進されており、その後に続く「問屋

町西部地区Jの再開発計画とも併せて、駅周辺地域全体が生まれ変わろうとしている。

駅と共同利用の I大安中央図書館j

-三重県いなべ市
いなべ市大安町は、三重県の北端鈴鹿山脈の麓に位

置し、美しい自然と歴史のある町。『大安jという町
名は 7~8 世紀ごろ 、 この地域が奈良 7 大寺の一つ
大安寺の荘園であったと古文書に記されていること

に由来して、命名された。『大安中央図書館jは昭和

61年3月に、豊かな町づくり、人づくりの一環とし
て、三岐鉄道大安駅との複合図書館として開設され

た。自然に人の集まる駅との一体化により、『人jを
介しての相乗効果と、世代を超えた一人でも多くの

人に利用され、交流が生まれることを願いとしてい

る。図書館内にはさまざまな図書のほかに、鉄道に

関係する図書が500冊ほど配備され、子どもから大

人までの人でにぎわいを見せている。

大安中央図書館と共同利用した大安駅
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愛知川駅コミュニティハウス fるーぶる愛知川J・湛賀県愛知川町
旧中山道六十六次の宿場町として栄えた愛知川町は、交通の要衝として近江鉄道が通り、町

の玄関口として「るーぶる愛知川jがある。るーぶる愛知川は近江鉄道「愛知川駅jの新駅舎

として、中山道愛知川宿をコンセプトに、いにしえの宿場町の機能を現代の旅人に向けて伝

駅ギャラリー 郷土物産展示コーナー

リゾート番地の拠点 f風車の駅j ・福井県大飯町

風光明美な若狭湾固定公園のリアス式海岸を眺めながら、JR小浜線に揺られ降り立った駅は、童話の世界

をイメージしたメルヘンチックな木造駅舎。ここは平成2年に大阪で開催された国際花と緑の博覧会で、

「風車の駅Jとして設置されていた駅舎を移築した「若狭本郷駅」。駅舎を出れば、正面には風の力でクル
クル動くモニュメン卜の「まぐりんJ。また、北隣には、町の情報発信地 113:'ーたるjがあり、観光スポ
ット案内をはじめ、特産品のキノコやウメなどの販売のほか、毎週日曜日には採れたての野菜や山菜、魚

介類が満載の「旬の市Jが開かれるなど、リソートの拠点となっている。
写真は風車会館 (JR若狭本郷駅)

えていくことを目的に、平成12年3月4日に

オープンした。駅構内には、町の伝承工芸品

びん細工手まりをはじめ、伝統工芸品である

近江上布や太鼓などを展示する郷土物産コー

ナーを開設。さらに物産販売や観光情報案内

を通じて、旅の基点、にふさわしいスペ スを

実現している。また、駅という空間に全国で

も珍しい 「駅ギャラ リーJを設け、著名な作
家の思いが伝わるような昧のある作品を 3週

間ごとに展示し、町の小さな美術館として、

町内外の人が集う場所となっている。
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ドーマー窓

萩市自然と鹿史の展示館(旧萩駅舎) ・山口県萩市
萩市の商の玄関口にある萩駅は、大正14年に洋館釈の傑作として建設された。以後、何回かの改修工事はあった

が、ほとんど建設当時の姿を残しており、平成B年に文化庁の登録文化財の指定を受けている。しかし、老朽化

が激しく 、また無人駅となっていた駅を萩市がJR西日本から無償で譲り受けたのを機に、駅を復元し、萩の美し

い自然や歴史を紹介する展示館に改築して、平成10年に「萩市自然と歴史の展示館」としてオープンした。建物
はり

は、今では大変珍しいドーマー窓を有する白壁に柱や梁が露出するハーフティンバー構造となっている。また、

圏
j 

展示館前にある電話ボックスは大正末期から昭和初期に設置された日本で二番目

のもので、写真を元に復元した。この型式の電話ボックスは日本で唯一である。

さらに、展示館では萩市出身で日本の鉄道の父といわれる井上勝の資料なども展

示している。萩駅は市の南の玄関口であり、隣の萩市観光協会では観光客に情報

などを提供している。また、駅前には市内を循環する「まあ るパス」のバス停

があり 、市民だけでなく観光客の足としても活用されている。駅舎は、夜にはラ

イト7ップされ、大正ロマン漂うロマンチックな空間を醸し出している。

旧型電話機

鹿児島中央駅前広場全景 (上) 西口駅前広場 (下)

アミュプラザ鹿児島

鹿児島中央駅前広場の整備と駅ピル開業 .鹿児島市

鹿児島市は、平成16年3月13日に開業した九州新幹線の始発駅にふさわしい鹿児島の陸の玄

関として、鹿児島中央 (1日西鹿児島)駅の、東口・西口の両駅前広場の整備を行い、3月6日に供

用を始めた。鹿児島を訪れるさまざまな人が初めて降り立つ場所であるこの駅前広場は、今回

の整備により、全国に誇れる利便性を持つものに生まれ変わり、南国鹿児島を強く印象付ける

明るく開放的な空間となっている。続いて 9月17日には、駅と東口駅前広場に隣接して、大

きな観覧車が特徴のJR九州駅ビル「アミュプラザ鹿児島」が開業した。映函館からスポーツジ

ム、庖舗までが入居する複合商業ビルで、多くの人が訪れ、大変なにぎわいを見せている。ま

た、駅周辺の街区では、新幹線開業、駅ビルオープンに伴い、鹿児島の玄関口としてふさわし

い都市再開発に向けた取り組みなどが行われている。人・もの・情報が多彩に行き交うこの場

所から、鹿児島の明るさと元気を新幹線に乗せて全国に発信していきたい。
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、
別
館
に
分
室
を
作
る

な
ど
し
て
い
る
。
震
災
時
の
耐
久
性
も
疑

・

同
視
さ
れ
て
お
り
、
建
て
替
え
の

圃

議

論

が
絶
え
な
い
が
、
数
百
億
円

圃

も
の
支
出
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

圃

ら

、
現
状
で
は
実
現
の
見
通
し
が

圃

立

っ

て
い
な
い
。

圃

打
開
策
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た

園

駅
ビ
ル
県
庁
構
想
は
、
岡
県
な
ど

圃

が

出

資

す

る

第

三
セ
ク

-
』
丁

圃

駒

タ

l
、
埼
玉
高
速
鉄
道

・
玉
-
燭

(
S
R
)
の
終
点
駅
で
あ

る
浦
和
美
園
駅
(
さ
い
た
ま
市

緑
区
)
会
話
用
化
し
、

県
庁
を
移

す
と
い
う
も
の
。
こ
の
手
法

を
使
え
ば
、
現
在
の
用
地
内

で
の
建
て
替
え
や
、
郊
外
へ

の
移
転
と
い
っ
た
他
の
選
択

肢
と
比
べ
て
、
格
段
に
低
い

赤
字
鉄
道
の
経
営
改
善

活
性
化
へ
の
期
待

二
次
的
な
効
果
と
し
て
、
乗
客
数
の
伸

び
悩
み
で
巨
額
の
赤
字
を
出
し
続
け
て
い

る
S
R
の
経
営
改
善

に
も
結
び
付
く
。
数

千
人
の
県
職
員
や
県

庁
利
用
者
が
毎
日

S

R
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
運
賃
収

入
の
大
幅
な
増
加
が

見
込
め
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
同
駅
の
近

く
に
は
、

二
O
O
二

浦和美園駅。奥にサ yカースタジアムが見える

央

年
の
サ
ッ
カ
ー

・
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
も

使
わ
れ
た
大
型
サ
ッ
カ
ー
場
「
埼
玉
ス
タ

ジ
ア
ム

2
0
0
2
」
が
あ
り
、
県
や
さ
い

た
ま
市
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
な
ど
は
、

手
付
か
ず
に
な
っ
て
い
る
周
辺
街
区
の
開

発
を
計
画
中
。
も
し
県
庁
が
移
転
す
れ
ば
、

人
の
出
入
り
が
活
発
に
な
り
、
同
駅
周
辺

が

一
気
に
活
性
化
す
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
。

埼
玉
県
の
若
手
職
員
ら
で
つ
く
る
チ
ー

ム
が
、
駅
ピ
ル
を
兼
ね
た
新
県
庁
舎
を
建

設
す
る
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
上
田
清
司

知
事
に
提
案
し
た
。
老
朽
化
し
た
県
庁
の

建
て
替
え
と
、
経
営
不
振
に
あ
え
ぐ
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
活
性
化
と
い
う

"
て
治

二
鳥
“
を
狙
っ
た
も
の
だ
。
大
胆
な
プ
ラ

ン
の
た
め
、

県
庁
建
て
替
え
に
つ
い
て
研
究
中
の
管

財
課
は
、
「
画
期
的
な
提
案
が
職
員
か
ら

出
さ
れ
る
の
は
大
歓
迎
」
と
、
駅
ビ
ル
県

庁
案
を
評
価
。
今
後
の
研
究
を
進
め
る
上

で
、
同
案
も
参
考
に
す
る
考
え
だ
。

大
宮
区
移
転
案
や

現
庁
舎
建
て
替
え
案
も

も
っ
と
も
、
同
駅
は
、
現
在
の
県
庁
が

あ
る
さ
い
た
ま
市
中
心
部
か
ら
離
れ
て
お

り
、
移
転
し
た
場
合
、
多
く
の
県
庁
利
用

者
に
と
っ
て
は
今
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
悪
化

す
る
。方

、
県
議
の
中
か
ら
は
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
な
ど
へ
の
移
転
を
要
望
す
る
声
も

あ
り
、
県
庁
移
転
が
実
際
に
決
ま
る
ま
で

に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
県

幹
部
の

一
人
は
「
現
在
の
敷
地
内
で
も
、

段
階
的
に
工
事
を
す
れ
ば
仮
庁
舎
は
い
ら

な
い
」
と
指
摘
、
移
転
を
伴
わ
な
い
建
て

替
え
を
望
む
声
も
あ
る
。
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• 埼玉県

実
現
可
能
性

に
つ
い
て
は

疑
問
視
す
る

声

が

多

い

が
、
従
来
の

行
政
の
枠
組

み
を
打
ち
破

• 
る
ユ
ニ
ー
ク

駅
ビ
ル
に
新
県
庁
舎
建
設
を

|
|
若
手
職
員
チ
ー
ム
が
上
田
知
事
に
ユ
一
丁
ク
な
提
案

な
発
想
と
し

て
、
評
価
す
る
戸
も
上
が
っ
て
い
る
。

岡
県
は
八
月
、
県
政
改
革
の

一
助
と
す

る
た
め
、
若
手
職
員
四
十
人
を
部
局
を
超

え
て
募
り
、
十
人
ず
つ
四
つ
の
チ

l
ム
に

分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
改
革
プ
ラ
ン
を
提

出
さ
せ
た
。「
駅
ピ
ル
県
庁
」
は
、
そ
の
う

ち

一
つ
の
チ

l
ム
が
立
案
し
た
構
想
だ
。

用
地
取
得
費
が
不
要
、

建
設
コ
ス
ト
圧
縮
も
可
能

予
算
で
新
庁
舎
が
確
保
で
き
る
と
い
う
。

ま
ず
、
既
存
の
ピ
ル
を
高
層
化
す
る
た

め
、
用
地
取
得
費
は
不
要
。
ま
た
、
建
て

替
え
工
事
中
に
執
務
を
行
う
仮
庁
舎
も
必

要
な
い
ほ
か
、
旧
庁
舎
跡
地
の
売
却
益
を

確
保
し
、
建
設
費
に
充
当
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
駅
ビ
ル
の

一
部
を
テ
ナ
ン
ト
に
し
、

民
間
資
金
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
整
備

(
P
F
I
)
を
導
入
す
れ
ば
、
建
設
コ
ス

ト
も
圧
縮
で
き
る
。

現
在
の
埼
玉
県
庁
は
、
完
成
か
ら
五
十

年
近
く
経
過
。
執
務
ス
ペ
ー
ス
は
手
狭
で
、

大
所
帯
の
部
署
は

一
つ
の
部
屋
に
全
員
の

机
が
確
保
で
き
ず
、
別
館
に
分
室
を
作
る

な
ど
し
て
い
る
。
震
災
時
の
耐
久
性
も
疑

・

同
視
さ
れ
て
お
り
、
建
て
替
え
の

圃

議

論

が
絶
え
な
い
が
、
数
百
億
円

圃

も
の
支
出
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

圃

ら

、
現
状
で
は
実
現
の
見
通
し
が

圃

立

っ

て
い
な
い
。

圃

打
開
策
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た

園

駅
ビ
ル
県
庁
構
想
は
、
岡
県
な
ど

圃

が

出

資

す

る

第

三
セ
ク

-
』
丁

圃

駒

タ
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埼
玉
高
速
鉄
道

・
玉
-
燭

(
S
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)
の
終
点
駅
で
あ

る
浦
和
美
園
駅
(
さ
い
た
ま
市

緑
区
)
会
話
用
化
し
、

県
庁
を
移

す
と
い
う
も
の
。
こ
の
手
法

を
使
え
ば
、
現
在
の
用
地
内

で
の
建
て
替
え
や
、
郊
外
へ

の
移
転
と
い
っ
た
他
の
選
択

肢
と
比
べ
て
、
格
段
に
低
い

赤
字
鉄
道
の
経
営
改
善

活
性
化
へ
の
期
待

二
次
的
な
効
果
と
し
て
、
乗
客
数
の
伸

び
悩
み
で
巨
額
の
赤
字
を
出
し
続
け
て
い

る
S
R
の
経
営
改
善

に
も
結
び
付
く
。
数

千
人
の
県
職
員
や
県

庁
利
用
者
が
毎
日

S

R
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
運
賃
収

入
の
大
幅
な
増
加
が

見
込
め
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
同
駅
の
近

く
に
は
、

二
O
O
二

浦和美園駅。奥にサ yカースタジアムが見える

央

年
の
サ
ッ
カ
ー

・
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
も

使
わ
れ
た
大
型
サ
ッ
カ
ー
場
「
埼
玉
ス
タ

ジ
ア
ム

2
0
0
2
」
が
あ
り
、
県
や
さ
い

た
ま
市
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
な
ど
は
、

手
付
か
ず
に
な
っ
て
い
る
周
辺
街
区
の
開

発
を
計
画
中
。
も
し
県
庁
が
移
転
す
れ
ば
、

人
の
出
入
り
が
活
発
に
な
り
、
同
駅
周
辺

が

一
気
に
活
性
化
す
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
。

埼
玉
県
の
若
手
職
員
ら
で
つ
く
る
チ
ー

ム
が
、
駅
ピ
ル
を
兼
ね
た
新
県
庁
舎
を
建

設
す
る
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
上
田
清
司

知
事
に
提
案
し
た
。
老
朽
化
し
た
県
庁
の

建
て
替
え
と
、
経
営
不
振
に
あ
え
ぐ
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
活
性
化
と
い
う

"
て
治

二
鳥
“
を
狙
っ
た
も
の
だ
。
大
胆
な
プ
ラ

ン
の
た
め
、

県
庁
建
て
替
え
に
つ
い
て
研
究
中
の
管

財
課
は
、
「
画
期
的
な
提
案
が
職
員
か
ら

出
さ
れ
る
の
は
大
歓
迎
」
と
、
駅
ビ
ル
県

庁
案
を
評
価
。
今
後
の
研
究
を
進
め
る
上

で
、
同
案
も
参
考
に
す
る
考
え
だ
。

大
宮
区
移
転
案
や

現
庁
舎
建
て
替
え
案
も

も
っ
と
も
、
同
駅
は
、
現
在
の
県
庁
が

あ
る
さ
い
た
ま
市
中
心
部
か
ら
離
れ
て
お

り
、
移
転
し
た
場
合
、
多
く
の
県
庁
利
用

者
に
と
っ
て
は
今
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
悪
化

す
る
。方

、
県
議
の
中
か
ら
は
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
な
ど
へ
の
移
転
を
要
望
す
る
声
も

あ
り
、
県
庁
移
転
が
実
際
に
決
ま
る
ま
で

に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
県

幹
部
の

一
人
は
「
現
在
の
敷
地
内
で
も
、

段
階
的
に
工
事
を
す
れ
ば
仮
庁
舎
は
い
ら

な
い
」
と
指
摘
、
移
転
を
伴
わ
な
い
建
て

替
え
を
望
む
声
も
あ
る
。
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旧
駅
舎
を
岡
民
の
憩
い
の
場
、
生
き
が
い

づ
く
D
の
場
に
活
用

特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
ψ

つ
く
り

ム

重
要
文
化
財
に
指
定
の
木
造
和
風
鉄
道
駅
舎

旧
大
社
駅
本
屋
は
、
木
造
平
屋
建
て
で
正
面
中
央
に
車
寄

せ
が
突
出
し
た
中
央
棟
を
中
心
に
、
両
翼
を
伸
ば
し
た
左
右

対
称
の
構
造
で
あ
る
。
全
体
に
和
風
の
意
匠
で
ま
と
め
ら
れ

た
特
徴
あ
る
建
築
で
、
変
化
に
富
ん
だ
屋
根
を
敷
き
、
軸
部

と
漆
喰
壁
や
窓
が
織
り
成
す
対
比
に
よ
り
、

左
右
対
称
の
厳

格
な
構
成
の
中
に
も
華
や
か
な
外
観
を
表
し
て
い
る
。
優
れ

た
意
匠
の
わ
が
国
を
代
表
す
る
木
造
和
風
鉄
道
駅
舎
と
し
て
、

廃
線
後
も
往
時
の
姿
を
良
好
に
保
存
し
て
い
る
貴
重
な
建
造

物
と
し
て
、

平
成
十
六
年
七
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。

大
社
駅
は
、
出
雲
大
社
参
拝
の
表
玄
関
と
し
て
、
明
治
四

十
五
年
に
国
鉄
大
社
線
が
開
通
し
た
際
に
設
置
さ
れ
た
。
こ

の
新
し
い
交
通
の
誕
生
に
よ
り
出
雲
大
社
へ
続
く
通
り
も
開

通
し
、
門
前
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。
そ
の
後
、

大

正
十
二
年
に
山
陰
線
が
益
固
ま
で
開
業
し
た
際
、
利
用
者
が

増
加
し
て
同
十
三
年
に
改
築
さ
れ
た
。

し
か
し
、
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進
展
と
い
う
大
き
な

時
代
の
流
れ
の
中
で
利
用
客
が
減
少
し
、
大
社
線
は
平
成
二

年
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
線
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
同
五
年

に
旧

J
R
大
社
駅
跡
地
整
備
構
想
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

駅
跡
地
全
体
の
整
備
構
想
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
建
物
に
つ
い
て
は
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
後
世

に
残
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
報
告
が
行
わ
れ
、
同
七
年
、

。

島
根
県
大
社
町

• 木
村
覧
子

大
社
町
観
光
商
工
課

町
は
日
本
国
有
鉄
道
精
算
事
業
団
よ
り
駅
跡
地
を
購
入
し
た
0

・
ー
す

域
振
興
ま
ち
づ
く
り
の
舞
台
に
活
用

そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
大
社
駅
活
用
整
備
計
画
策
定
委

員
会
よ
り

「従
来
型
の

一
過
性
的
な
歴
史
館
、
博
物
館
的
な

も
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
自
ら
参
加
、

-
a
t
E
E
E

集
い
、
文
化
的
環
境
を
楽
し
む
場
と
し
な
け

-h
・
固
・
・

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
報
告
を
受
け
た
。
大

3a田
昌
・
・

社
町
は
こ
の
考
え
方
の
下
に
、
駅
舎
の
一
般

-

・
・
・
・

公
開
の
ほ
か
、
同
十

一
年
度
か
ら
生
活
文
化

-

占
・
・
・

交
流
施
設
と
し
て
、
地
域
振
興
と
町
民
参
加

司

、
-
-
-
-

の
ま
ち
づ
く
り
の
舞
台
と
し
て
、
町
民
主
導

一
副
院
冶
岨
圃

で
活
用
す
る
旧

J
R
大
社
駅
利
活
用
促
進
事

『

圃
，

F
幽

業
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一

回
園

田

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
駅
舎
お

よ

び

そ

創

園

田

の
周
辺
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
事
例

』
・
・
固

を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。
平
成
十
五
年
か
ら

一

4

・

来
訪
者
の
多
い
士
、
日
、
祝
日
に
事
務
室
を

圃

利
用
し
、
大
社
町
障
害
者
共
同
作
業
所

「な

泊

か
よ
し
」
と
有
志
か
ら
な
る

「野
の
花
の
会
」

闘

に
よ

っ
て
、
喫
茶
庖
が
営
業
さ
れ
て
い
る
。

4

喫
茶
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
駅
を
訪
れ

ー
ー

る
観
光
客
へ
の
観
光
案
内
な
ど
お
も
て
な
し
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
障
害
者
が
働
く
場
、
健
常
者
と
の
触
れ
合
い

に
よ
る
生
き
が
い
再
発
見
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
住
民
へ
の

28 
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旧
駅
舎
を
岡
民
の
憩
い
の
場
、
生
き
が
い

づ
く
D
の
場
に
活
用

特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
ψ

つ
く
り

ム

重
要
文
化
財
に
指
定
の
木
造
和
風
鉄
道
駅
舎

旧
大
社
駅
本
屋
は
、
木
造
平
屋
建
て
で
正
面
中
央
に
車
寄

せ
が
突
出
し
た
中
央
棟
を
中
心
に
、
両
翼
を
伸
ば
し
た
左
右

対
称
の
構
造
で
あ
る
。
全
体
に
和
風
の
意
匠
で
ま
と
め
ら
れ

た
特
徴
あ
る
建
築
で
、
変
化
に
富
ん
だ
屋
根
を
敷
き
、
軸
部

と
漆
喰
壁
や
窓
が
織
り
成
す
対
比
に
よ
り
、

左
右
対
称
の
厳

格
な
構
成
の
中
に
も
華
や
か
な
外
観
を
表
し
て
い
る
。
優
れ

た
意
匠
の
わ
が
国
を
代
表
す
る
木
造
和
風
鉄
道
駅
舎
と
し
て
、

廃
線
後
も
往
時
の
姿
を
良
好
に
保
存
し
て
い
る
貴
重
な
建
造

物
と
し
て
、

平
成
十
六
年
七
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。

大
社
駅
は
、
出
雲
大
社
参
拝
の
表
玄
関
と
し
て
、
明
治
四

十
五
年
に
国
鉄
大
社
線
が
開
通
し
た
際
に
設
置
さ
れ
た
。
こ

の
新
し
い
交
通
の
誕
生
に
よ
り
出
雲
大
社
へ
続
く
通
り
も
開

通
し
、
門
前
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。
そ
の
後
、

大

正
十
二
年
に
山
陰
線
が
益
固
ま
で
開
業
し
た
際
、
利
用
者
が

増
加
し
て
同
十
三
年
に
改
築
さ
れ
た
。

し
か
し
、
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進
展
と
い
う
大
き
な

時
代
の
流
れ
の
中
で
利
用
客
が
減
少
し
、
大
社
線
は
平
成
二

年
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
線
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
同
五
年

に
旧

J
R
大
社
駅
跡
地
整
備
構
想
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

駅
跡
地
全
体
の
整
備
構
想
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
建
物
に
つ
い
て
は
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
後
世

に
残
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
報
告
が
行
わ
れ
、
同
七
年
、

。

島
根
県
大
社
町

• 木
村
覧
子

大
社
町
観
光
商
工
課

町
は
日
本
国
有
鉄
道
精
算
事
業
団
よ
り
駅
跡
地
を
購
入
し
た
0

・
ー
す

域
振
興
ま
ち
づ
く
り
の
舞
台
に
活
用

そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
大
社
駅
活
用
整
備
計
画
策
定
委

員
会
よ
り

「従
来
型
の

一
過
性
的
な
歴
史
館
、
博
物
館
的
な

も
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
自
ら
参
加
、

-
a
t
E
E
E

集
い
、
文
化
的
環
境
を
楽
し
む
場
と
し
な
け

-h
・
固
・
・

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
報
告
を
受
け
た
。
大

3a田
昌
・
・

社
町
は
こ
の
考
え
方
の
下
に
、
駅
舎
の
一
般

-

・
・
・
・

公
開
の
ほ
か
、
同
十

一
年
度
か
ら
生
活
文
化

-

占
・
・
・

交
流
施
設
と
し
て
、
地
域
振
興
と
町
民
参
加

司

、
-
-
-
-

の
ま
ち
づ
く
り
の
舞
台
と
し
て
、
町
民
主
導

一
副
院
冶
岨
圃

で
活
用
す
る
旧

J
R
大
社
駅
利
活
用
促
進
事

『

圃
，

F
幽

業
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一

回
園

田

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
駅
舎
お

よ

び

そ

創

園

田

の
周
辺
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
事
例

』
・
・
固

を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。
平
成
十
五
年
か
ら

一

4

・

来
訪
者
の
多
い
士
、
日
、
祝
日
に
事
務
室
を

圃

利
用
し
、
大
社
町
障
害
者
共
同
作
業
所

「な

泊

か
よ
し
」
と
有
志
か
ら
な
る

「野
の
花
の
会
」

闘

に
よ

っ
て
、
喫
茶
庖
が
営
業
さ
れ
て
い
る
。

4

喫
茶
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
駅
を
訪
れ

ー
ー

る
観
光
客
へ
の
観
光
案
内
な
ど
お
も
て
な
し
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
障
害
者
が
働
く
場
、
健
常
者
と
の
触
れ
合
い

に
よ
る
生
き
が
い
再
発
見
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
住
民
へ
の
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特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
前
つ
く
り

新
幹
線
聞
に
伴
う

地
腸
を
活
性
化

特集 駅を活かしたまちづくり

⑪

鹿
児
島
県
隼
人
町

'

一

百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

4

一
木
造
駅
舎
「
嘉
例
川
」

明
治
維
新
の
立
役
者
西
郷
隆
盛
が
た
び
た
び
滞
在
し
た
隼

人
町
日
当
山
温
泉
か
ら
北
西
へ
十
四
キ
ロ
、
過
疎
化
の
進
む

嘉
例
川
地
区
が
今
、
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中

核
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
木
造
駅
舎
と
し
て
百
年
の
歴
史
を

持
つ

J
R
肥
薩
線
嘉
例
川
駅
。
全
国
的
に
有
名
に
な
り
、
現

在
も
名
誉
駅
長
の
福
本
平
さ
ん
ら
が
毎
日
、
駅
の
美
化
や
管

理
を
行
い
、
駅
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
六
年

一
月
十
五
日
に
開
業
し
た
嘉
例
川
駅
が
百

周
年
を
迎
え
た
平
成
十
四
年
、
地
元
公
民
会
を
中
心
に
嘉
例

川
駅
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
翌
十
五

年

一
月
十
二
日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
。
記
念
式
典
の
後
、
馬
踊
り
や

寸
劇
「
布
団
担
ぎ
」
(
昭
和
三
十
年
代

ま
で
あ
っ
た
客
の
荷
物
を
湯
治
場
ま
で

運
ぶ
仕
事
)
な
ど
の
催
し
物
に
千
五
百

人
を
超
え
る
人
々
で
盛
り
上
が
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
隼
人
町
、

J

R
九
州
、
妙
見
温
泉
協
会
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
関
係
者
の
協
力
が
あ
っ
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
後
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
な

ど
も
あ
っ
て
駅
を
訪
れ
る
観
光
客
や
鉄

道
マ
ニ
ア
が
多
く
な
っ
た
。

同
年
十

一
月
七
日
に
は
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
諜
の
主
催
で
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
本
な
ど
を

持
ち
寄
り
交
換
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
「
本
の
交
換
市
と
森
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
こ
れ
に
記
念
事
業
実
行

委
員
会
は
百
周
年
行
事
の
経
験
を
生
か
し
て
協
力
し
た
。
こ

れ
も
千
四
百
も
の
人
が
集
ま
り
大
成
功
だ
っ
た
。

'r一特
急
停
車
を
機
に
温
泉
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
が

4

一
運
行
、
交
通
の
申
継
地
に

そ
の
後
、
な
ん
と
か
地
区
を
活
性
化
で
き
な
い
も
の
か
と

地
区
公
民
会
長
と
話
し
合
い
、
平
成
十
六
年

一
月
十
八
日
に

嘉
例
川
地
区
活
性
化
推
進
委
員
会
を
結
成
し
た
。
早
速
取
り

掛
か
っ
た
の
が
、

三
月
十
三
日
の
九
州
新
幹
線
の

一
部
開
通

と
同
時
に
、
特
急

「
は
や
と
の
風
」
の
停
車
駅
と
な
っ
た
嘉

例
川
駅
で
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
計
画
だ
っ
た
。

嘉
例
川
駅
か
ら
四
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
所
に

鹿
児
島
空
港
が
あ
る
。
新
幹
線
が

一
部
開
業

し
た
と
は
い
え
、
東
京
な
ど
か
ら
の
来
訪
者

は
ほ
と
ん
ど
が
空
港
を
利
用
す
る
。
特
急
の

停
車
駅
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
嘉
例
川
駅
、
妙
見
温
泉
を
つ
な
ぐ
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
が

一
日
五
往
復
走
り
始
め
た
。

"
温
泉
パ
ス
“
開
通
も
加
わ
っ
て
駅
が
空

港
と
特
急
、
そ
れ
に
温
泉
を
結
ぶ
交
通
の
拠

点

・
中
継
地
と
な

っ
た
。
特
急
運
行
の
当
日

は
、
特
急
は
や
と
の
風
が
停
車
し
て
か
ら
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
乗
り
換
え
で
降
り

立
っ
た
人
な
ど
に
地
元
農
家
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
販
売
し
、

一
日
中
に
ぎ
わ
っ
た
。

'

一

「
ふ
れ
あ
い
館
」
で
日
曜
市
、

4
一
農
産
物
の
計
画
生
産
が
課
題
に

一一一
月
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
後
、
地
元
農
協
の
好
意
で
閉
鎖
し

た
農
協
施
設
を
借
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
早
速
推
進
委

員
会
の
中
に
「
ふ
れ
あ
い
館
運
営
委
員
会
」
を
結
成
し
、
会

員
を
中
心
に
大
掃
除
や
内
部
改
装
を
行
い
、
五
月
二
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。
駅
の
真
正
面
に
位
置
す
る
だ
け
に
、
取
れ
た

て
の
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
地
元
の
農
産
物
を
来
訪
者
に
販
売
し
、

初
日
か
ら
大
成
功
だ
っ
た
。
現
在
、
毎
月
日
曜
日
だ
け
開
館

し
て
い
る
が
、
今
後
は
増
や
す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

特
急
停
車
駅
と
な
っ
た
効
果
で
増
え
る
来
訪
者
の
た
め
に
、

隼
人
エ
コ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
協
力
を
得
て
、
ふ
れ
あ
い
館
前

に

「か
れ
い
川
小
さ
な
博
物
館
」
を
開
館
し
た
。
昔
の
農
具

や
民
具
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
隼
人
町
合
併
五
十
周
年

記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
、

嘉
例
川
駅
で
俳
優
の
榎
木
孝
明
さ
ん
を
招
い
て
の
イ
ベ
ン
ト

(ス
ケ
ッ
チ
大
会
・
個
展
)
を
開
催
し
た
。
ふ
れ
あ
い
館
も
二

日
間
開
館
し
た
が
、
こ
の
間
、
県
内
だ
け
で
な
く
全
国
か
ら

延
べ

一
万
人
が
嘉
例
川
を
訪
れ
た
。

現
在
、
ふ
れ
あ
い
館
が
三
百
人
の
集
落
に
す
ぎ
な
い
嘉
例

川
地
区
の
活
性
化
推
進
の
核
に
な
っ
て
お
り
、
順
調
に
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
活
性
化
委
員
会
の
井
手
上
徳
雄
会
長
を
中

心
に
毎
月

一
回
の
定
例
会
(
研
修
会
)
を
聞
き
、
さ
ら
な
る

活
性
化
促
進
の
た
め
の
協
議
を
続
け
て
い
る
。

今
後
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
課
題
と
し
て
は
、
ふ
れ
あ

い
館
の
会
員

(
出
荷
者
)
の
増
加
策
と
農
産
物
の
計
画
的
生

産

・
出
荷
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
平
日
で
も
三
百
人
以
上
、

休
日
だ
と
六
百
人
を
超
え
る
来
訪
者
に
対
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
新
鮮
な
農
産
物
を
常
時
、
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
だ
。
ま
た
、
今
後
の
来
訪
者
の
増
加
を
期
待
し
て
、
駅
を

中
心
に
し
た
計
画
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
も
必
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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特
集

駅
を
活
か
し
た
ま
ち
前
つ
く
り

新
幹
線
聞
に
伴
う

地
腸
を
活
性
化

特集 駅を活かしたまちづくり

⑪

鹿
児
島
県
隼
人
町

'

一

百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

4

一
木
造
駅
舎
「
嘉
例
川
」

明
治
維
新
の
立
役
者
西
郷
隆
盛
が
た
び
た
び
滞
在
し
た
隼

人
町
日
当
山
温
泉
か
ら
北
西
へ
十
四
キ
ロ
、
過
疎
化
の
進
む

嘉
例
川
地
区
が
今
、
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中

核
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
木
造
駅
舎
と
し
て
百
年
の
歴
史
を

持
つ

J
R
肥
薩
線
嘉
例
川
駅
。
全
国
的
に
有
名
に
な
り
、
現

在
も
名
誉
駅
長
の
福
本
平
さ
ん
ら
が
毎
日
、
駅
の
美
化
や
管

理
を
行
い
、
駅
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
六
年

一
月
十
五
日
に
開
業
し
た
嘉
例
川
駅
が
百

周
年
を
迎
え
た
平
成
十
四
年
、
地
元
公
民
会
を
中
心
に
嘉
例

川
駅
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
翌
十
五

年

一
月
十
二
日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
。
記
念
式
典
の
後
、
馬
踊
り
や

寸
劇
「
布
団
担
ぎ
」
(
昭
和
三
十
年
代

ま
で
あ
っ
た
客
の
荷
物
を
湯
治
場
ま
で

運
ぶ
仕
事
)
な
ど
の
催
し
物
に
千
五
百

人
を
超
え
る
人
々
で
盛
り
上
が
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
隼
人
町
、

J

R
九
州
、
妙
見
温
泉
協
会
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
関
係
者
の
協
力
が
あ
っ
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
後
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
な

ど
も
あ
っ
て
駅
を
訪
れ
る
観
光
客
や
鉄

道
マ
ニ
ア
が
多
く
な
っ
た
。

同
年
十

一
月
七
日
に
は
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
諜
の
主
催
で
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
本
な
ど
を

持
ち
寄
り
交
換
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
「
本
の
交
換
市
と
森
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
こ
れ
に
記
念
事
業
実
行

委
員
会
は
百
周
年
行
事
の
経
験
を
生
か
し
て
協
力
し
た
。
こ

れ
も
千
四
百
も
の
人
が
集
ま
り
大
成
功
だ
っ
た
。

'r一特
急
停
車
を
機
に
温
泉
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
が

4

一
運
行
、
交
通
の
申
継
地
に

そ
の
後
、
な
ん
と
か
地
区
を
活
性
化
で
き
な
い
も
の
か
と

地
区
公
民
会
長
と
話
し
合
い
、
平
成
十
六
年

一
月
十
八
日
に

嘉
例
川
地
区
活
性
化
推
進
委
員
会
を
結
成
し
た
。
早
速
取
り

掛
か
っ
た
の
が
、

三
月
十
三
日
の
九
州
新
幹
線
の

一
部
開
通

と
同
時
に
、
特
急

「
は
や
と
の
風
」
の
停
車
駅
と
な
っ
た
嘉

例
川
駅
で
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
計
画
だ
っ
た
。

嘉
例
川
駅
か
ら
四
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
所
に

鹿
児
島
空
港
が
あ
る
。
新
幹
線
が

一
部
開
業

し
た
と
は
い
え
、
東
京
な
ど
か
ら
の
来
訪
者

は
ほ
と
ん
ど
が
空
港
を
利
用
す
る
。
特
急
の

停
車
駅
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
嘉
例
川
駅
、
妙
見
温
泉
を
つ
な
ぐ
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
が

一
日
五
往
復
走
り
始
め
た
。

"
温
泉
パ
ス
“
開
通
も
加
わ
っ
て
駅
が
空

港
と
特
急
、
そ
れ
に
温
泉
を
結
ぶ
交
通
の
拠

点

・
中
継
地
と
な

っ
た
。
特
急
運
行
の
当
日

は
、
特
急
は
や
と
の
風
が
停
車
し
て
か
ら
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
乗
り
換
え
で
降
り

立
っ
た
人
な
ど
に
地
元
農
家
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
販
売
し
、

一
日
中
に
ぎ
わ
っ
た
。

'

一

「
ふ
れ
あ
い
館
」
で
日
曜
市
、

4
一
農
産
物
の
計
画
生
産
が
課
題
に

一一一
月
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
後
、
地
元
農
協
の
好
意
で
閉
鎖
し

た
農
協
施
設
を
借
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
早
速
推
進
委

員
会
の
中
に
「
ふ
れ
あ
い
館
運
営
委
員
会
」
を
結
成
し
、
会

員
を
中
心
に
大
掃
除
や
内
部
改
装
を
行
い
、
五
月
二
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。
駅
の
真
正
面
に
位
置
す
る
だ
け
に
、
取
れ
た

て
の
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
地
元
の
農
産
物
を
来
訪
者
に
販
売
し
、

初
日
か
ら
大
成
功
だ
っ
た
。
現
在
、
毎
月
日
曜
日
だ
け
開
館

し
て
い
る
が
、
今
後
は
増
や
す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

特
急
停
車
駅
と
な
っ
た
効
果
で
増
え
る
来
訪
者
の
た
め
に
、

隼
人
エ
コ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
協
力
を
得
て
、
ふ
れ
あ
い
館
前

に

「か
れ
い
川
小
さ
な
博
物
館
」
を
開
館
し
た
。
昔
の
農
具

や
民
具
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
隼
人
町
合
併
五
十
周
年

記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
、

嘉
例
川
駅
で
俳
優
の
榎
木
孝
明
さ
ん
を
招
い
て
の
イ
ベ
ン
ト

(ス
ケ
ッ
チ
大
会
・
個
展
)
を
開
催
し
た
。
ふ
れ
あ
い
館
も
二

日
間
開
館
し
た
が
、
こ
の
間
、
県
内
だ
け
で
な
く
全
国
か
ら

延
べ

一
万
人
が
嘉
例
川
を
訪
れ
た
。

現
在
、
ふ
れ
あ
い
館
が
三
百
人
の
集
落
に
す
ぎ
な
い
嘉
例

川
地
区
の
活
性
化
推
進
の
核
に
な
っ
て
お
り
、
順
調
に
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
活
性
化
委
員
会
の
井
手
上
徳
雄
会
長
を
中

心
に
毎
月

一
回
の
定
例
会
(
研
修
会
)
を
聞
き
、
さ
ら
な
る

活
性
化
促
進
の
た
め
の
協
議
を
続
け
て
い
る
。

今
後
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
課
題
と
し
て
は
、
ふ
れ
あ

い
館
の
会
員

(
出
荷
者
)
の
増
加
策
と
農
産
物
の
計
画
的
生

産

・
出
荷
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
平
日
で
も
三
百
人
以
上
、

休
日
だ
と
六
百
人
を
超
え
る
来
訪
者
に
対
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
新
鮮
な
農
産
物
を
常
時
、
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
だ
。
ま
た
、
今
後
の
来
訪
者
の
増
加
を
期
待
し
て
、
駅
を

中
心
に
し
た
計
画
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
も
必
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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駅
を
活
か
し
た
ま
ち
。つ
く
り

@ 

那
覇
市

30 

る
新
た
な
公
共
交
通
軸
と
し
て
、
ま
た
、
商
庖
街
の
活
性

化
に
資
す
る
交
通
機
関
と
し
て
、
さ
ら
に
は
那
.鞠
市
の
優

れ
た
都
市
景
観
を

一
望
で
き
る
楽
し
い
乗
り
物
と
し
て
、

今
や
市
民
、
県
民
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
重
要
な
役
目
を

担
っ
て
い
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
事
業
に
合
わ
せ
て
、
取
り
組
ま
れ
た

ま
ち
づ
く
り
の
ハ

l
ド
而
で
の
整
備
計
画
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
導
入
と
新
都
心
開
発

ー

l
パ
!
ク
&
ラ
イ
ド
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
運
行
実
験
も

'

一

都
市
の
機
能
向
上
・
環
境
改
善
に

a
司
、
一
モ
ノ
レ
ー
ル
導
入

琉
球
王
朝
の
あ
っ
た
首
里
高
台
か
ら
見
下
ろ
す
浮
島
の

小
さ
な
漁
村
、
そ
れ
が
今
か
ら
約
六
百
年
ほ
ど
前
の
那
輔

の
姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
村
が
道
路
で
結
ば
れ
、
首

里
と
陸
続
き
に
な
っ
た
十
五
世
紀
の
半
ば
す
ぎ
か
ら
は
、

琉
球
王
国
の
港
町
と
し
て
発
展
し
た
。
特
に
泊
、
那
覇
両

港
が
諸
外
国
と
の
貿
易
港
と
し
て
栄
え
る
に
従
い
、
周
辺

に
も
町
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
十
二
年
に
廃
藩
置

県
が
行
わ
れ
、
琉
球
王
国
は
沖
縄
県
に
な
り
、
政
治
の
中

心
は
首
里
か
ら
那
覇
に
移
行
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
十
日
の
空
襲
に
始
ま
る
沖
縄
戦
で
、

那
覇
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
す
べ
て
を
焼
上
と
化
し

た
。
し
か
し
、
戦
後
焼
け
出
さ
れ
た
人
々
は
ま
っ
た
く
の

無
か
ら
立
ち
上
が
り
、
町
の
再
建
に
乗
り
出
し
た
。
中
で

も
国
際
通
り
の

一
帯
は
、
戦
後
い
ち
早
く
復
興
を
遂
げ
、

そ
の
発
展
ぶ
り
は
「
奇
跡
の

一
マ
イ
ル
」
と
異
名
を
と
る

ま
で
に
な
り
、
戦
後
復
興
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
の
概
要
は
、
面
積
三
十
八
平
方
キ
ロ
、
人
円
約

三
十

一
万
人
、
人
口
密
度
七
千
九
百
人
/
平
方
キ
ロ
で
、

那
覇
市
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課

道
路

・
交
通
政
策
グ
ル
ー
プ
技
幹

• 山
械
正
伸

[
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
再
開
発
事
業
]

既
存
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
含
む
面
積
約
四
・
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
を
、
地
権
者
企
業

な
ど
で
構
成
す
る
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
再
開
発
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
で
あ
り
、
現
在
、
調
査
・
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

[
国
際
通
り
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ

l
ル
化
]

本
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
国
際
通
り
に
お
い

て
、
将
来
的
に
道
路
を
歩
行
者
と
パ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
だ
け
に
開
放
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ

l
ル
導
入
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

ゆ
い
レ

l
ル
の
利
用
促
進
、
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
や
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
破
壊
の
緩
和
、
快

適
な
商
業
環
境
の
創
出
、
来
街
者
の
利
使
確
保

な
ど
を
改
善
目
標
に
し
て
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
十
五
年

十
月
「
那
覇
市
国
際
通
り
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
マ
イ

ル
実
行
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
マ
イ
ル
導
入
効
果
を
検
証
す
る
社
会
実
験
を

行
っ
て
い
る
。

[
枚
志
・
安
里
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
]

国
際
通
り
に
面
し
た
モ
ノ
レ
ー
ル
牧
志
駅
に

全
国
主
要
市
町
村
で
も
高
い
人
口
密
度
と
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
の
県
庁
所
在
地
と
し
て
、
商
業

・
業
務
の
中
心
地

と
な
っ
て
い
る
。

市
街
地
を
走
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
那
覇
市
を

中
核
と
す
る
中
南
部
都
市
圏
の
都
市
機
能
の
向
上
や
都
市

環
境
の
改
善
を
促
す
基
幹
交
通
と
し
て
、
平
成
十
五
年
八

月
十
日
に
開
業
し
た
。

愛
称
名
で
あ
る

「ゆ
い

レ
l
ル
」
の

「ゆ

い」

と
は
、
農
作
業
な
ど
の

労
働
力
を
助
け
合
う
相

互
扶
助
と
結
束
の
精
神

を
意
味
す
る
沖
縄
方
言

の
「
結
い
ま

1
る
」
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
。

開
業

一
年
余
り
を
経

た
モ
ノ
レ
ー
ル
の
利
用

状
況
は
お
お
む
ね
順
調

で
、
交
通
混
雑
が
著
し

い
那
覇
都
市
固
に
お
け

2004・12月号泊議~i!)
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駅
を
活
か
し
た
ま
ち
。つ
く
り

@ 

那
覇
市

30 

る
新
た
な
公
共
交
通
軸
と
し
て
、
ま
た
、
商
庖
街
の
活
性

化
に
資
す
る
交
通
機
関
と
し
て
、
さ
ら
に
は
那
.鞠
市
の
優

れ
た
都
市
景
観
を

一
望
で
き
る
楽
し
い
乗
り
物
と
し
て
、

今
や
市
民
、
県
民
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
重
要
な
役
目
を

担
っ
て
い
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
事
業
に
合
わ
せ
て
、
取
り
組
ま
れ
た

ま
ち
づ
く
り
の
ハ

l
ド
而
で
の
整
備
計
画
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
導
入
と
新
都
心
開
発

ー

l
パ
!
ク
&
ラ
イ
ド
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
運
行
実
験
も

'

一

都
市
の
機
能
向
上
・
環
境
改
善
に

a
司
、
一
モ
ノ
レ
ー
ル
導
入

琉
球
王
朝
の
あ
っ
た
首
里
高
台
か
ら
見
下
ろ
す
浮
島
の

小
さ
な
漁
村
、
そ
れ
が
今
か
ら
約
六
百
年
ほ
ど
前
の
那
輔

の
姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
村
が
道
路
で
結
ば
れ
、
首

里
と
陸
続
き
に
な
っ
た
十
五
世
紀
の
半
ば
す
ぎ
か
ら
は
、

琉
球
王
国
の
港
町
と
し
て
発
展
し
た
。
特
に
泊
、
那
覇
両

港
が
諸
外
国
と
の
貿
易
港
と
し
て
栄
え
る
に
従
い
、
周
辺

に
も
町
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
十
二
年
に
廃
藩
置

県
が
行
わ
れ
、
琉
球
王
国
は
沖
縄
県
に
な
り
、
政
治
の
中

心
は
首
里
か
ら
那
覇
に
移
行
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
十
日
の
空
襲
に
始
ま
る
沖
縄
戦
で
、

那
覇
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
す
べ
て
を
焼
上
と
化
し

た
。
し
か
し
、
戦
後
焼
け
出
さ
れ
た
人
々
は
ま
っ
た
く
の

無
か
ら
立
ち
上
が
り
、
町
の
再
建
に
乗
り
出
し
た
。
中
で

も
国
際
通
り
の

一
帯
は
、
戦
後
い
ち
早
く
復
興
を
遂
げ
、

そ
の
発
展
ぶ
り
は
「
奇
跡
の

一
マ
イ
ル
」
と
異
名
を
と
る

ま
で
に
な
り
、
戦
後
復
興
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
の
概
要
は
、
面
積
三
十
八
平
方
キ
ロ
、
人
円
約

三
十

一
万
人
、
人
口
密
度
七
千
九
百
人
/
平
方
キ
ロ
で
、

那
覇
市
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課

道
路

・
交
通
政
策
グ
ル
ー
プ
技
幹

• 山
械
正
伸

[
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
再
開
発
事
業
]

既
存
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
含
む
面
積
約
四
・
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
を
、
地
権
者
企
業

な
ど
で
構
成
す
る
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
再
開
発
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
で
あ
り
、
現
在
、
調
査
・
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

[
国
際
通
り
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ

l
ル
化
]

本
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
国
際
通
り
に
お
い

て
、
将
来
的
に
道
路
を
歩
行
者
と
パ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
だ
け
に
開
放
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ

l
ル
導
入
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

ゆ
い
レ

l
ル
の
利
用
促
進
、
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
や
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
破
壊
の
緩
和
、
快

適
な
商
業
環
境
の
創
出
、
来
街
者
の
利
使
確
保

な
ど
を
改
善
目
標
に
し
て
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
十
五
年

十
月
「
那
覇
市
国
際
通
り
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
マ
イ

ル
実
行
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
マ
イ
ル
導
入
効
果
を
検
証
す
る
社
会
実
験
を

行
っ
て
い
る
。

[
枚
志
・
安
里
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
]

国
際
通
り
に
面
し
た
モ
ノ
レ
ー
ル
牧
志
駅
に

全
国
主
要
市
町
村
で
も
高
い
人
口
密
度
と
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
の
県
庁
所
在
地
と
し
て
、
商
業

・
業
務
の
中
心
地

と
な
っ
て
い
る
。

市
街
地
を
走
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
那
覇
市
を

中
核
と
す
る
中
南
部
都
市
圏
の
都
市
機
能
の
向
上
や
都
市

環
境
の
改
善
を
促
す
基
幹
交
通
と
し
て
、
平
成
十
五
年
八

月
十
日
に
開
業
し
た
。

愛
称
名
で
あ
る

「ゆ
い

レ
l
ル
」
の

「ゆ

い」

と
は
、
農
作
業
な
ど
の

労
働
力
を
助
け
合
う
相

互
扶
助
と
結
束
の
精
神

を
意
味
す
る
沖
縄
方
言

の
「
結
い
ま

1
る
」
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
。

開
業

一
年
余
り
を
経

た
モ
ノ
レ
ー
ル
の
利
用

状
況
は
お
お
む
ね
順
調

で
、
交
通
混
雑
が
著
し

い
那
覇
都
市
固
に
お
け

2004・12月号泊議~i!)



特集 駅を活かしたまちづくり

隣
接
す
る
牧
志
・
安

型
地
区
で
、
都
心
部

に
ふ
さ
わ
し
い
土
地

の
高
度
利
用
、
公
共

空
間
の
確
保
、
商

業
・
文
化
の
拠
点
づ

く
り
な
ど
の
目
的
で

再
開
発
事
業
を
計
画

検
討
中
で
あ
る
。

[
郡
覇
新
都
心
開
発

整
備
事
業
]

お
も
ろ
ま
ち
駅
、

古
島
駅
に
隣
接
す
る

米
軍
用
地
返
還
跡
地

の
区
画
整
理
事
業
で

あ
る
。
而
積
二
百
十

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計

画
人
口
二
万

一
千
人
で
、
立
地
条
件
を
生
か
し
産
業
、
行

政
、
商
業
業
務
、
文
化
機
能
を
複
合
的
に
持
つ
中
南
部
都

市
圏
の
新
都
心
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

約
九
割
(
事
業
費
ベ

l
ス
)
の
整
備
が
進
み
、
街
並
み
が

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
持
つ

お
も
ろ
ま
ち
駅
前
交
通
広
場
お
よ
び
古
島
駅
交
通
広
場
の

整
備
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
も
ろ
ま
ち
駅
に
隣

接
し
て

D
F
S
(大
型
免
税
庖
)
が
平
成
十
七
年

一
月
に

開
庖
す
る
予
定
で
あ
る
。

[
市
立
病
院
連
絡
通
路
の
整
備
]

病
院
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
立
病

院
前
駅
か
ら
隣
接
の
那
覇
市
立
病
院
へ
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

が
で
き
る
よ
う
、
連
絡
通
路
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

[パ
l
ク
&
ラ
イ
ド
の
検
討
]

南
部
、
中
北
部
方
而
か
ら
の
結
節

駅
で
あ
る
赤
嶺
駅
、
お
も
ろ
ま
ち
駅
、

古
島
駅
、
首
里
駅
に
お
い
て
、
乗
用

車
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
の
乗
り
換
え

の
た
め
の
パ

l
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
整

備
・
実
施
の
可
能
性
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
小
禄
駅
に
お
い
て
は
、

隣
接
す
る
民
間
商
業
施
設
の
駐
車
場

を
利
用
し
た
パ

l
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

(
士
、
日
曜
日
を
除
く
)
を
行
っ
て
い

る
(
駐
車
代
金
は
商
品
券
を
購
入
)
。

以
上
が
主
な
取
り
組
み
の
概
要
だ

が
、
次
の
ソ
フ
ト
的
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。

[
モ
ノ
レ
ー
ル
と
フ
ィ
ー
ダ

l
交
通

の
検
証
]

駅
を
起
点
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
の
有
効
性
を
確

認
す
る
た
め
、
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
首
里
地
域
の

公
共
交
通
空
白
地
借
の
解
消
、
交
通
弱
者
と
観
光
客
の
利

便
性
向
上
、
パ
ス
・
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
公
共
交
通
機
関
の

利
用
増
が
狙
い
で
あ
り
、
パ
ス
・
モ
ノ
レ
ー
ル
の
乗
り
継

ぎ
割
引
へ
の
展
開
が
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

[
観
光
施
設
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
]

観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
観
光
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
割
引
券
(
首
里
城
、
玉
陵
、
壷
屋
焼
物
博
物
館
で
期
間
限

定
実
施
)
や
、
ゆ
い
レ

l
ル
と
レ
ン
タ
カ
ー
を
連
携
し
た
旅

行
商
品
の
開
発

(
D
F
S関
連
で
検
討
中
)
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
修
学
旅
行
や
パ
ッ
ク
旅
行
な
ど
に
ゆ
い
レ

l
ル

を
組
み
入
れ
た
旅
行
商
品
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
際
通
り
の
中
心
に
那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ

ス
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
新
し
い
文
化
発
信
の
拠
点

と
し
て
文
化
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
多
目
的
ホ

l
ル
で

は
常
設
芸
能
公
演
が
聞
か
れ
て
お
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
幅
広
い
利
用
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

い
る
。
美
栄
橋
駅
に
結
節
す
る
沖
映
通
り
の
商
脂
街
で
は
、

買
い
物
客
に
対
し
ス
タ
ン
プ
券
を
発
行
し
、
ス
タ
ン
プ
券

が
た
ま
る
と
ゆ
い
レ

l
ル
S
F
カ
l
ド

(プ
リ
ベ
イ
ド
カ

ー
ド
)
が
引
き
換
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
制
度
を
実
施
し
て

い
る
。

[
駅
周
辺
自
治
会
な
ど
の
取
り
組
み
]

市
立
病
院
駅
前
の
末
吉
公
園
で
は
、
自
治
会
と
末
吉
商

庖
街
が
協
働
で
祭
り
(
末
吉
ぬ
社
あ
し
ぴ
)
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
開
業
を
記
念
し
た
沿
線
の
自
治
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
魅
力
的
な
各
種
イ
ベ
ン
ト
(
小
禄
駅
交
通
広

場
を
利
用
し
て
う
る
く
祭
り
な
ど
)
が
行
わ
れ
て
い
る
。

'

一

人
・
車
の
流
れ
の
変
化
を
踏
ま
え
た

a
t一

ま
ち
づ
く
り
へ

モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
後
、
世
界
遺
産
、
文
化
施
設
、
観
光

資
源
が
多
い
首
里
の
街
で
は
、
予
想
以
上
に
人
や
車
の
流

れ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
首
里
駅
か
ら
首
里
城

へ
と
観
光
客
の
流
れ
が
で
き
た
の
が
特
徴
だ
。
首
里
地
域

の
事
例
を
踏
ま
え
、
今
後
は
駅
を
中
心
と
し
た
、
ま
た
は

駅
周
辺
部
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
交
通
ア
ク

セ
ス
や
人
の
流
れ
を
考
慮
し
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ゆ
い
レ

l
ル
は

一
役
を
担
っ

て
い
る
。
今
後
の
都
市
計
画
を
考
え
る
上
で
、
モ
ノ
レ
ー

ル
路
線
を
骨
格
と
し
た
都
市
交
通
、
ま
ち
づ
く
り
施
策
を

一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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隣
接
す
る
牧
志
・
安

型
地
区
で
、
都
心
部

に
ふ
さ
わ
し
い
土
地

の
高
度
利
用
、
公
共

空
間
の
確
保
、
商

業
・
文
化
の
拠
点
づ

く
り
な
ど
の
目
的
で

再
開
発
事
業
を
計
画

検
討
中
で
あ
る
。

[
郡
覇
新
都
心
開
発

整
備
事
業
]

お
も
ろ
ま
ち
駅
、

古
島
駅
に
隣
接
す
る

米
軍
用
地
返
還
跡
地

の
区
画
整
理
事
業
で

あ
る
。
而
積
二
百
十

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計

画
人
口
二
万

一
千
人
で
、
立
地
条
件
を
生
か
し
産
業
、
行

政
、
商
業
業
務
、
文
化
機
能
を
複
合
的
に
持
つ
中
南
部
都

市
圏
の
新
都
心
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

約
九
割
(
事
業
費
ベ

l
ス
)
の
整
備
が
進
み
、
街
並
み
が

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
持
つ

お
も
ろ
ま
ち
駅
前
交
通
広
場
お
よ
び
古
島
駅
交
通
広
場
の

整
備
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
も
ろ
ま
ち
駅
に
隣

接
し
て

D
F
S
(大
型
免
税
庖
)
が
平
成
十
七
年

一
月
に

開
庖
す
る
予
定
で
あ
る
。

[
市
立
病
院
連
絡
通
路
の
整
備
]

病
院
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
立
病

院
前
駅
か
ら
隣
接
の
那
覇
市
立
病
院
へ
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

が
で
き
る
よ
う
、
連
絡
通
路
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

[パ
l
ク
&
ラ
イ
ド
の
検
討
]

南
部
、
中
北
部
方
而
か
ら
の
結
節

駅
で
あ
る
赤
嶺
駅
、
お
も
ろ
ま
ち
駅
、

古
島
駅
、
首
里
駅
に
お
い
て
、
乗
用

車
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
の
乗
り
換
え

の
た
め
の
パ

l
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
整

備
・
実
施
の
可
能
性
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
小
禄
駅
に
お
い
て
は
、

隣
接
す
る
民
間
商
業
施
設
の
駐
車
場

を
利
用
し
た
パ

l
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

(
士
、
日
曜
日
を
除
く
)
を
行
っ
て
い

る
(
駐
車
代
金
は
商
品
券
を
購
入
)
。

以
上
が
主
な
取
り
組
み
の
概
要
だ

が
、
次
の
ソ
フ
ト
的
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。

[
モ
ノ
レ
ー
ル
と
フ
ィ
ー
ダ

l
交
通

の
検
証
]

駅
を
起
点
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
の
有
効
性
を
確

認
す
る
た
め
、
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
首
里
地
域
の

公
共
交
通
空
白
地
借
の
解
消
、
交
通
弱
者
と
観
光
客
の
利

便
性
向
上
、
パ
ス
・
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
公
共
交
通
機
関
の

利
用
増
が
狙
い
で
あ
り
、
パ
ス
・
モ
ノ
レ
ー
ル
の
乗
り
継

ぎ
割
引
へ
の
展
開
が
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

[
観
光
施
設
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
]

観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
観
光
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
割
引
券
(
首
里
城
、
玉
陵
、
壷
屋
焼
物
博
物
館
で
期
間
限

定
実
施
)
や
、
ゆ
い
レ

l
ル
と
レ
ン
タ
カ
ー
を
連
携
し
た
旅

行
商
品
の
開
発

(
D
F
S関
連
で
検
討
中
)
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
修
学
旅
行
や
パ
ッ
ク
旅
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ゆ
い
レ

l
ル
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組
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旅
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商
品
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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ン
ブ
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信
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点
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動
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。
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ホ

l
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で

は
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設
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サ
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テ
ィ
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な
ど
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て
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買
い
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客
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し
ス
タ
ン
プ
券
を
発
行
し
、
ス
タ
ン
プ
券

が
た
ま
る
と
ゆ
い
レ

l
ル
S
F
カ
l
ド

(プ
リ
ベ
イ
ド
カ

ー
ド
)
が
引
き
換
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
制
度
を
実
施
し
て

い
る
。

[
駅
周
辺
自
治
会
な
ど
の
取
り
組
み
]

市
立
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前
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末
吉
公
園
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治
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末
吉
商

庖
街
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祭
り
(
末
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ぬ
社
あ
し
ぴ
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施
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て
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イ
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イ
ベ
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ト
(
小
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駅
交
通
広

場
を
利
用
し
て
う
る
く
祭
り
な
ど
)
が
行
わ
れ
て
い
る
。

'

一

人
・
車
の
流
れ
の
変
化
を
踏
ま
え
た

a
t一

ま
ち
づ
く
り
へ

モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
後
、
世
界
遺
産
、
文
化
施
設
、
観
光

資
源
が
多
い
首
里
の
街
で
は
、
予
想
以
上
に
人
や
車
の
流

れ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
首
里
駅
か
ら
首
里
城

へ
と
観
光
客
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流
れ
が
で
き
た
の
が
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徴
だ
。
首
里
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域

の
事
例
を
踏
ま
え
、
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は
駅
を
中
心
と
し
た
、
ま
た
は

駅
周
辺
部
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
交
通
ア
ク

セ
ス
や
人
の
流
れ
を
考
慮
し
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ゆ
い
レ

l
ル
は

一
役
を
担
っ

て
い
る
。
今
後
の
都
市
計
画
を
考
え
る
上
で
、
モ
ノ
レ
ー

ル
路
線
を
骨
格
と
し
た
都
市
交
通
、
ま
ち
づ
く
り
施
策
を

一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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流
動
客
の
生
活
ス
タ
イ
ル
と
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
開
発
を

駅
ビ
ル
の
開
発
運
営
に
携
わ
っ
て
十
年
に
な
る
。
ア
ト

レ
恵
比
寿
が
最
初
の
経
験
で
あ
る
が
、
直
接
指
揮
し
実
現

し
た
も
の
は
、
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
を
含
め
る
と
六
カ
所
と
な

っ
た
。
そ
の
う
ち
五
カ
所
は
こ
の
三
年
間
に
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
駅
ビ
ル
の
開
発
、
運
営
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
街
と
駅
と
そ
こ
を
行
き
来
す

る
人
々
を
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
駅
ビ
ル
の

M
D
(
マ
l
チ

ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
※)
を
構
築
す
る
と
い
う
作
業
を
繰
り

返
し
行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
東
京
園

駅
ビ
ル
開
発
伽
の
使
命
で
あ
る
「
駅
」
と
「
街
」
と
「
人
」

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
と
い
う
こ
と
に
通
じ
て
く
る
。

そ
の
中
で
得
た
も
の
は
、
街
と
駅
と
駅
ビ
ル
の
相
互
の

関
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
今
回
は
、
ア
ト
レ
恵
比
寿
、
上
野
、
今
年

の
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
品
川
を
例
に
と
っ
て
、
よ
り
具

体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
、
街
と

駅
と
駅
ビ
ル
の
関
係
と
開
発
後
の
街
の
変
化
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

※ 
適マ
切 l
なチ
数ャ
量 ン

伯i7
格 ジ
で ツ

連ケ
Hリ 11
な 7~j
|待費
J羽者

場z
巧求
町、に

~適
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す子

芸品
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嗣夫

ア
ト
レ
恵
比
寿
の
開
発
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
工
場
跡

地
の
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
の
開
発
に
関
連
し
て
行

わ
れ
た
。
以
前
の
恵
比
寿
駅
お
よ
び
周
辺
の
町
は
、
渋
谷
、

代
官
山
、
広
尾
に
隣
接
し
て
は
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

取
り
残
さ
れ
た
都
心
の
田
舎
駅
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

-ア卜レ恵比寿

『新・大人のための都市専門型ブレンド』

0駅流動客の生活スタイルの想定と恵比寿駅で
の利用シーンを切リ口としたMD構成

O~司心円商圏の百定

.恵比寿駅を中心lこ代官山、広尾、ガーデンプ

レイスとの回遊客の増加

.駒沢通り沿いの新しい街並みの形成

東
京
圏
駅
ビ
ル
開
発
制

代
表
取
締
役
副
社
長

.

菊
池
員
澄

し
か
し
、

平
日
の
山
手
線
と
地
下
鉄
日
比
谷
線
の
乗
降
客

は
か
な
り
あ
っ
た
。

こ
の
駅
流
動
客
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
想
定
と
、
心
理
面

ま
で
立
ち
入
っ
た
恵
比
寿
で
の
利
用
シ

l
ン
を
切
り
口
と

す
る

M
D
構
成
の
駅
ビ
ル
を
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
駅
は

モ
ノ
を
買
い
に
来
る
所
で
は
な
い
、
目
的
は
別
に
あ
る
と

い
う
人
々
が
そ
の
途
上
に
利
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い

か
に
モ
ノ
を
買
う
気
持
ち
に
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な

モ
ノ
な
ら
売
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
生
活
ス
タ
イ
ル
の
想
定
と
利
用
シ
l
ン
に
よ
る
M
D】

具
体
的
に
は
二
十
五

1
三
十
歳
の

O
L
を
メ
ー

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
そ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
想
定

し
、
ア
ト
レ
恵
比
寿
の
中
で
の
利
用
シ

l
ン
を
考

え
な
が
ら

M
D
を
構
成
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
な

る
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
利
用
シ

1
ン
に
合

わ
せ
た
ク
ロ
ス
マ

I
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
。
頻
繁

に
利
用
を
促
進
す
る
日
常
品
(
典
型
が
食
料
品
)

と
非
日
常
品
(
典
型
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
)
を
ク
ロ

ス
さ
せ
る
マ

l
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
る
。

日
常
品
で
も
あ
り
き
た
り
の
物
は
購
入
し
な
い
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の
で
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
物
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

都
心
の
高
級
ス
ー
パ
ー
の
発
想
は
、
こ
の
恵
比
寿
が
原
点

で
あ
る
。
あ
る
い
は
出
来
た
て
の
総
菜
、
焼
き
た
て
の
パ

ン
と
い
う
よ
う
な
手
土
産
感
覚
の
食
品
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
日
常
品
で
"
に
ぎ
わ
い
“
を
創
り
な
が
ら
、

非
日
常
品
で
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
方
向
に
誘
導
す
る
と

い
う
感
覚
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
超
高
級
品
を
購
入

す
る
と
い
う
気
分
で
は
な
い
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
値
ご
ろ
感

の
あ
る
商
品
が
主
体
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
感
覚
で
テ
ナ

ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
行
っ
た
。

【
回
遊
性
の
確
保
と
季
節
感
の
潰
出
】

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ

l
の

役
割
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
「
お
客
様
に
頻
繁
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
満
遍
な
く
回
避
し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
頻
繁
に
駅
ピ
ル
に
寄
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
日
常
的
に
「
新
鮮
さ
」
が
感
じ
ら
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
季
節
感
の
表
現
は
欠
か
せ

な
し
。
ア
ト
レ
恵
比
寿
の
場
合
、
で
き
る
だ
け
生
の
花
木
を
使

っ
た
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
テ
ナ
ン
ト

に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
必
ず
庖
の
中
に
置
い
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
日
々
の
単
位
で
は
何
気
な
い
「
日

常
の
新
鮮
さ
」
が
、
お
客
様
の
心
を
引
き
付
け
る
と
考
え

て
い
る
。
庖
頭
で
の
商
品
陳
列
に
対
す
る
気
配
り
、
庖
員

の
き
び
き
び
と
し
た
動
作
な
ど
、
何
気
な
い
日
常
の
メ
リ

ハ
リ
の
利
い
た
運
営
が
大
切
で
あ
る
。
だ
ら
だ
ら
と
際
限

の
な
い
パ

l
ゲ
ン
な
ど
は
も
っ
て
の
外
と
い
う
こ
と
に
な

る
。ま
た
、
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
心
理
的
に
障
害

と
な
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
な
い
方
が
よ
い
。
ゆ
っ
た
り

め
の
通
路
幅
と
庖
舗
聞
の
見
通
し
の
確
保
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
、
神
経
を
使
っ
た
。
さ
ら
に
、

駅
の
周
辺
を
ゆ
っ
く
り
と
回
避
す
る
こ
と
が

「駅
ビ
ル
の
お
客
様
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を
考

え
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
底
舗
は
街

に
向
け
て
テ
ラ
ス
風
に
設
置
し
、
街
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

【
人
が
流
れ
る
"
お
し
ゃ
れ
な
街
“
へ
変
化
}

ア
ト
レ
恵
比
寿
の
開
業
か
ら
八
年
経
過
し

た
が
、
そ
の
問
、
恵
比
寿
の
街
は
駅
を
中
心

に
大
い
に
変
化
し
た
。
街
全
体
が
土
、
日
曜

は
閑
散
と
し
て
い
た
が
、
休
日
あ
る
い
は
平

日
の
夜
、
代
官
山
、
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
、

あ
る
い
は
広
尾
へ
と
そ
ぞ
ろ
歩
く
客
が
毎
年

増
加
し
て
い
る
。
特
に
代
官
山
に
つ
な
が
る
駒
沢
通
り
は
、

O
L
に
人
気
が
あ
る
よ
う
な
お
し
ゃ
れ
な
脂
舗
が
数
多
く

開
庖
し
、
恵
比
寿
は
都
心
で
も
有
数
な
お
し
ゃ
れ
な
街
へ

と
変
化
し
た
。
ア
ト
レ
恵
比
寿
の
売
り
上
げ
も
完
全
に
平

日
型
で
あ
っ
た
も
の
が
、
最
近
は
週
末
・
土
日
型
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
地
元
の
商
庖
街
も
休
日
は
八
割
が
閉
庖
し

て
い
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
が
開
底
を
し
て
い
る
。

上
野
駅
は
明
治
十
六
年
に
建
設
さ
れ
た
が
、
大
正
十
二

年
の
関
東
大
震
災
で
消
失
。
昭
和
七
年
に
再
建
さ
れ
た
の

が
現
在
の
駅
で
あ
る
。
北
へ
の
玄
関
口
と
し
て
戦
後
の
高

度
成
長
期
ま
で
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
、
繁
栄
し
て
き
た
。

い
ろ
ん
な
思
い
出
を
持
つ
人
も
多
い
駅
で
あ
る
。
そ
の
後
、

東
北
・
上
越
新
幹
線
の
開
業
、
そ
し
て
平
成
三
年
の
東
京

駅
乗
り
入
れ
を
契
機
に
、
通
勤
客
を
主
体
と
し
た
乗
降
客

四
十
万
人
の
駅
へ
変
ぼ
う
し
た
。
こ
の
歴
史
あ
る
駅
を
で

き
る
だ
け
生
か
し
て
駅
機
能
を
縮
小
整
理
し
、
残
っ
た
ス

ペ
ー
ス
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
発
し
た
の

が
ア
ト
レ
上
野
で
あ
る
。

-アトレ上野
『駅と街の融合、地域との共生1
0上野の駅の魅力である多様性をさらに増幅させ
る開発

O駅と上野の街を結ぶ聞かれた新しい街並みの形成
。駅周辺のお客様の回遊性を高めるMD矯成

.上野の街の変化、魅力アップ、OLを中心とした

若者層の顕在化

・駅乗降客の増加と上野の街ヘ回避するお客様の

増加

【
街
と
駅
の
魅
力
を
活
か
す
開
発
】

ア
ト
レ
上
野
の
開
発
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
上
野
の

街
と
共
に
歩
ん
で
き
た
駅
舎
を
い
か
に
生
か
す
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
駅
と
街
の
融
合
、
地
域

と
の
共
生
」
と
い
う
こ
と
に
す
ぐ
に
決
ま
っ
た
。
上
野
の

街
の
魅
力
は
そ
の
多
様
性
に
あ
る
。
日
本
を
代
表
す
る
美

術
館
な
ど
を
包
含
す
る
上
野
公
国
、
隣
接
す
る
東
京
芸
術

大
学
、
東
京
大
学
な
ど
の
文
化
ゾ

l
ン
。
駅
を
過
ぎ
れ
ば

ア
メ
横
に
代
表
さ
れ
る
御
徒
町
に
つ
な
が
る
商
庖
街
ゾ
ー

ン
、
浅
草
へ
続
く
下
町
ゾ

l
ン
。
こ
れ
ら
の
ゾ

l
ン
は
通

り
を
違
え
る
た
び
に
表
情
を
変
え
、
細
分
化
さ
れ
た
街
並

み
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ア
ト
レ
上
野
の
開
発
は
こ
の
上
野
の
街
の
魅
力
を
増
幅

さ
せ
る
よ
う
に
、
既
存
の
上
野
の
街
に
は
な
い
新
し
い
街

並
み
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
既
存
の
街
並
み

に
で
き
る
だ
け
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
人
々
が
駅
ビ
ル

と
街
と
を
行
き
来
し
、
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
多
い

と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

【
多
様
な
街
並
み
に
素
直
に
M
D
を
構
成
す
る
】

主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

O
L
を
中
心
と
し
た
通
勤
客
で
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の
で
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
物
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

都
心
の
高
級
ス
ー
パ
ー
の
発
想
は
、
こ
の
恵
比
寿
が
原
点

で
あ
る
。
あ
る
い
は
出
来
た
て
の
総
菜
、
焼
き
た
て
の
パ

ン
と
い
う
よ
う
な
手
土
産
感
覚
の
食
品
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
日
常
品
で
"
に
ぎ
わ
い
“
を
創
り
な
が
ら
、

非
日
常
品
で
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
方
向
に
誘
導
す
る
と

い
う
感
覚
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
超
高
級
品
を
購
入

す
る
と
い
う
気
分
で
は
な
い
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
値
ご
ろ
感

の
あ
る
商
品
が
主
体
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
感
覚
で
テ
ナ

ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
行
っ
た
。

【
回
遊
性
の
確
保
と
季
節
感
の
潰
出
】

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ

l
の

役
割
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
「
お
客
様
に
頻
繁
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
満
遍
な
く
回
避
し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
頻
繁
に
駅
ピ
ル
に
寄
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
日
常
的
に
「
新
鮮
さ
」
が
感
じ
ら
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
季
節
感
の
表
現
は
欠
か
せ

な
し
。
ア
ト
レ
恵
比
寿
の
場
合
、
で
き
る
だ
け
生
の
花
木
を
使

っ
た
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
テ
ナ
ン
ト

に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
必
ず
庖
の
中
に
置
い
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
日
々
の
単
位
で
は
何
気
な
い
「
日

常
の
新
鮮
さ
」
が
、
お
客
様
の
心
を
引
き
付
け
る
と
考
え

て
い
る
。
庖
頭
で
の
商
品
陳
列
に
対
す
る
気
配
り
、
庖
員

の
き
び
き
び
と
し
た
動
作
な
ど
、
何
気
な
い
日
常
の
メ
リ

ハ
リ
の
利
い
た
運
営
が
大
切
で
あ
る
。
だ
ら
だ
ら
と
際
限

の
な
い
パ

l
ゲ
ン
な
ど
は
も
っ
て
の
外
と
い
う
こ
と
に
な

る
。ま
た
、
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
心
理
的
に
障
害

と
な
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
な
い
方
が
よ
い
。
ゆ
っ
た
り

め
の
通
路
幅
と
庖
舗
聞
の
見
通
し
の
確
保
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
、
神
経
を
使
っ
た
。
さ
ら
に
、

駅
の
周
辺
を
ゆ
っ
く
り
と
回
避
す
る
こ
と
が

「駅
ビ
ル
の
お
客
様
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を
考

え
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
底
舗
は
街

に
向
け
て
テ
ラ
ス
風
に
設
置
し
、
街
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

【
人
が
流
れ
る
"
お
し
ゃ
れ
な
街
“
へ
変
化
}

ア
ト
レ
恵
比
寿
の
開
業
か
ら
八
年
経
過
し

た
が
、
そ
の
問
、
恵
比
寿
の
街
は
駅
を
中
心

に
大
い
に
変
化
し
た
。
街
全
体
が
土
、
日
曜

は
閑
散
と
し
て
い
た
が
、
休
日
あ
る
い
は
平

日
の
夜
、
代
官
山
、
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
、

あ
る
い
は
広
尾
へ
と
そ
ぞ
ろ
歩
く
客
が
毎
年

増
加
し
て
い
る
。
特
に
代
官
山
に
つ
な
が
る
駒
沢
通
り
は
、

O
L
に
人
気
が
あ
る
よ
う
な
お
し
ゃ
れ
な
脂
舗
が
数
多
く

開
庖
し
、
恵
比
寿
は
都
心
で
も
有
数
な
お
し
ゃ
れ
な
街
へ

と
変
化
し
た
。
ア
ト
レ
恵
比
寿
の
売
り
上
げ
も
完
全
に
平

日
型
で
あ
っ
た
も
の
が
、
最
近
は
週
末
・
土
日
型
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
地
元
の
商
庖
街
も
休
日
は
八
割
が
閉
庖
し

て
い
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
が
開
底
を
し
て
い
る
。

上
野
駅
は
明
治
十
六
年
に
建
設
さ
れ
た
が
、
大
正
十
二

年
の
関
東
大
震
災
で
消
失
。
昭
和
七
年
に
再
建
さ
れ
た
の

が
現
在
の
駅
で
あ
る
。
北
へ
の
玄
関
口
と
し
て
戦
後
の
高

度
成
長
期
ま
で
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
、
繁
栄
し
て
き
た
。

い
ろ
ん
な
思
い
出
を
持
つ
人
も
多
い
駅
で
あ
る
。
そ
の
後
、

東
北
・
上
越
新
幹
線
の
開
業
、
そ
し
て
平
成
三
年
の
東
京

駅
乗
り
入
れ
を
契
機
に
、
通
勤
客
を
主
体
と
し
た
乗
降
客

四
十
万
人
の
駅
へ
変
ぼ
う
し
た
。
こ
の
歴
史
あ
る
駅
を
で

き
る
だ
け
生
か
し
て
駅
機
能
を
縮
小
整
理
し
、
残
っ
た
ス

ペ
ー
ス
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
発
し
た
の

が
ア
ト
レ
上
野
で
あ
る
。

-アトレ上野
『駅と街の融合、地域との共生1
0上野の駅の魅力である多様性をさらに増幅させ
る開発

O駅と上野の街を結ぶ聞かれた新しい街並みの形成
。駅周辺のお客様の回遊性を高めるMD矯成

.上野の街の変化、魅力アップ、OLを中心とした

若者層の顕在化

・駅乗降客の増加と上野の街ヘ回避するお客様の

増加

【
街
と
駅
の
魅
力
を
活
か
す
開
発
】

ア
ト
レ
上
野
の
開
発
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
上
野
の

街
と
共
に
歩
ん
で
き
た
駅
舎
を
い
か
に
生
か
す
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
駅
と
街
の
融
合
、
地
域

と
の
共
生
」
と
い
う
こ
と
に
す
ぐ
に
決
ま
っ
た
。
上
野
の

街
の
魅
力
は
そ
の
多
様
性
に
あ
る
。
日
本
を
代
表
す
る
美

術
館
な
ど
を
包
含
す
る
上
野
公
国
、
隣
接
す
る
東
京
芸
術

大
学
、
東
京
大
学
な
ど
の
文
化
ゾ

l
ン
。
駅
を
過
ぎ
れ
ば

ア
メ
横
に
代
表
さ
れ
る
御
徒
町
に
つ
な
が
る
商
庖
街
ゾ
ー

ン
、
浅
草
へ
続
く
下
町
ゾ

l
ン
。
こ
れ
ら
の
ゾ

l
ン
は
通

り
を
違
え
る
た
び
に
表
情
を
変
え
、
細
分
化
さ
れ
た
街
並

み
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ア
ト
レ
上
野
の
開
発
は
こ
の
上
野
の
街
の
魅
力
を
増
幅

さ
せ
る
よ
う
に
、
既
存
の
上
野
の
街
に
は
な
い
新
し
い
街

並
み
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
既
存
の
街
並
み

に
で
き
る
だ
け
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
人
々
が
駅
ビ
ル

と
街
と
を
行
き
来
し
、
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
多
い

と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

【
多
様
な
街
並
み
に
素
直
に
M
D
を
構
成
す
る
】

主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

O
L
を
中
心
と
し
た
通
勤
客
で
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は
あ
る
が
、
上
野
駅
に
は
隠
れ
た
観
光
駅
と
い
う
部
分
も

あ
る
の
で
、
幅
広
い
客
層
、
利
用
シ

l
ン
を
考
え
テ
ナ
ン

ト
ミ
ッ
ク
ス
を
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

開
発
ゾ

l
ン
が
面
す
る
駅
周
辺
の
街
が
持
つ
雰
囲
気
、
そ

こ
を
行
き
来
す
る
流
動
客
の
利
用
シ

l
ン
に
素
直
に

M
D

を
構
成
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

例
え
ば
、
丸
井
の
前
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゾ

l
ン
。
公

園
か
ら
ア
メ
横
へ
抜
け
る
道
路
に
面
す
る
部
分
は
、
旧
駅

舎
の
手
小
荷
物
の
ひ
さ
し
を
利
用
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ス

ト
ラ
ン
ゾ

I
ン
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
旧
駅
舎
の
趣
き
が

あ
る
吹
き
抜
け
は

一
部
復
元
し
、
回
廊
は
芸
大
の
協
力
を

得
て
、
若
手
作
家
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
い
る
。

【
街
に
聞
か
れ
た
開
発
の
波
忍
効
果
】

上
野
の
街
と
の
新
し
い
接
点
と
し
て
、
浅
草
口
、
山
下

口
、
公
園
口
を
新
設
し
、
街
に
聞
か
れ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
い
る
。
開
業
後
の
状
況
は

一
日
平
均
四
十

万
人
で
あ
っ
た
駅
利
用
者
が
、

一
年
目
で

一
O
%
増
加
し

た
。
現
在
で
も
三
1
凶
%
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
隣

接
の
御
徒
町
、
地
下
鉄
の
利
用
客
も
増
加
し
て
い
る
。
街

の
声
も
「
ゆ
っ
く
り
商
庖
街
を
回
避
す
る
お
客
が
増
え
た
」

「
特
に
O
L
を
中
心
と
し
た
若
者
が
増
え
た
」
と
言
う
よ
う

に
、
街
全
体
に
波
及
効
果
が
出
て
い
る
結
果
が
あ
り
、
当

初
の
も
く
ろ
み
は
成
功
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ア
ト
レ
品
川
は
品
川
駅
の
海
側
の
港
南
口
の
広
場
に
面

し
、
東
海
道
新
幹
線
の
品
川
新
駅
に
隣
接
し
た
立
地
に
あ

る
。
延
面
積
六
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、

二
十
階
建
て
の

オ
フ
ィ
ス
を
主
体
に
し
た

J
R
品
川
イ
ー
ス
ト
ピ
ル
の
下

層
階
三
層
、
庖
舗
面
積
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
小
規
模
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
港
南
口
は
オ
フ
ィ
ス

を
核
に
開
発
は
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
街
で
あ

る
。
平
日
は
か
な
り
の
流
動
は
あ
る
が
足
早
の
通
勤
客
の

み
で
、
土
・
日
曜
は
極
端
に
少
な
く
な
る
。

ア
ト
レ
品
川
を
開
発
す
る
に
当
た
り
、
新
し
い
謀
題
と

し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
こ
れ
ら
の
流
動
客
を
取
り
込
み

つ
つ
、
品
川
駅
へ
の
入
り
口
で
あ
り
東
海
道
新
幹
線
の
品

川
新
駅
へ
隣
接
し
て
い
る
立
地
の
象
徴
性
を
生
か
し
、
質

の
高
い
底
舗
構
成
で
広
域
商
圏
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
集
客
効
果
が
高

い
駅
ピ
ル
を
造
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
質
の
高
い
情
報
発
信
性
は
、
「
こ
れ
か
ら

の
街
」
で
あ
る
港
南
口
方
面
の
街
に
と
っ
て
も
、
い
ろ
ん

な
意
味
で
よ
い
方
向
へ
発
展
す
る
デ
イ
レ
ク
シ
ヨ
ン
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。

【
多
面
性
の
表
現
と
情
報
発
信
】

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
今
ま
で
と
遠
い
、
若
干
年
齢
層
を
高
く

し
た
。
し
か
も
今
ま
で
の
駅
ビ
ル
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
男
性
を
か
な
り
意
識
し
た
。
業
種
的
に
は
「
食
」
を
中

心
に
据
え
る
脂
舗
構
成
と
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
開
発
面

積
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
庖
舗
が
日
常
性
と
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非
日
常
性
の
両
面
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ

ん
な
場
面
で
の
利
用
シ

l
ン
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
。
こ
れ
が
「
洗
練
、
上
質
、
本
物
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
。

日
常
性
の
代
表
格
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
に
は
商
品
、
庖
づ

く
り
に
非
日
常
性
を
、
非
日
常
的
な
食
空
間
に
は
昔
懐
か

し
い
日
常
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
期
待
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
庖
舗
が
い
ろ
い
ろ
な
而
を
見
せ
る

こ
と
が
可
能
、
と
い
う
こ
と
が
情
報
発
信
性
を
高
め
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
た
。
具
体
的
な
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
は
、

ク
イ
ー
ン
ズ
伊
勢
丹
、
オ
イ
ス
タ

l
パ
l
、
ォ

l
セ
ン
テ

ィ
ッ
ク
パ

I
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
」
の
個
性
的
な
空
間
に
配
置
し
て
い
る
。

【
平
日
型
か
ら
週
末
型
の
街
へ
変
化
・
発
展
】

ア
ト
レ
品
川
の
開
業
後
の
状
況
は
危
慎
し
て
い
た
土
・

日
曜
の
売
り
上
げ
も
好
調
で
あ
る
。
街
全
体
が
平
日
型
か

ら
週
末
型
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
変
化
、
発

展
す
る
街
へ
の
永
続
的
で
質
の
高
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

続
け
る
と
い
う
、
情
報
発
信
性
は
十
分
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
底
舗
に
は
十

年
後
、

二
十
年
後
に
も
「
老
舗
」
と
し
て
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

駅
ビ
ル
の
開
発
に
携
わ
っ
て
、
つ
く
づ
く
感
じ

る
こ
と
は
「
街
が
あ
っ
て
駅
が
あ
る
。
駅
が
あ
っ

て
街
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
駅
利
用
者
は
街
の
生
業
と
大
い
に
関
係

し
て
い
る
。
そ
し
て
生
業
は
そ
の
町
の
歴
史
、
文

化
が
育
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
駅
ピ
ル
を
開
発
す
る
こ
と
は
、
街
の
発
展

に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
駅
は
街
の
玄
関
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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は
あ
る
が
、
上
野
駅
に
は
隠
れ
た
観
光
駅
と
い
う
部
分
も

あ
る
の
で
、
幅
広
い
客
層
、
利
用
シ

l
ン
を
考
え
テ
ナ
ン

ト
ミ
ッ
ク
ス
を
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

開
発
ゾ

l
ン
が
面
す
る
駅
周
辺
の
街
が
持
つ
雰
囲
気
、
そ

こ
を
行
き
来
す
る
流
動
客
の
利
用
シ

l
ン
に
素
直
に

M
D

を
構
成
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

例
え
ば
、
丸
井
の
前
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゾ

l
ン
。
公

園
か
ら
ア
メ
横
へ
抜
け
る
道
路
に
面
す
る
部
分
は
、
旧
駅

舎
の
手
小
荷
物
の
ひ
さ
し
を
利
用
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ス

ト
ラ
ン
ゾ

I
ン
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
旧
駅
舎
の
趣
き
が

あ
る
吹
き
抜
け
は

一
部
復
元
し
、
回
廊
は
芸
大
の
協
力
を

得
て
、
若
手
作
家
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
い
る
。

【
街
に
聞
か
れ
た
開
発
の
波
忍
効
果
】

上
野
の
街
と
の
新
し
い
接
点
と
し
て
、
浅
草
口
、
山
下

口
、
公
園
口
を
新
設
し
、
街
に
聞
か
れ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
い
る
。
開
業
後
の
状
況
は

一
日
平
均
四
十

万
人
で
あ
っ
た
駅
利
用
者
が
、

一
年
目
で

一
O
%
増
加
し

た
。
現
在
で
も
三
1
凶
%
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
隣

接
の
御
徒
町
、
地
下
鉄
の
利
用
客
も
増
加
し
て
い
る
。
街

の
声
も
「
ゆ
っ
く
り
商
庖
街
を
回
避
す
る
お
客
が
増
え
た
」

「
特
に
O
L
を
中
心
と
し
た
若
者
が
増
え
た
」
と
言
う
よ
う

に
、
街
全
体
に
波
及
効
果
が
出
て
い
る
結
果
が
あ
り
、
当

初
の
も
く
ろ
み
は
成
功
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ア
ト
レ
品
川
は
品
川
駅
の
海
側
の
港
南
口
の
広
場
に
面

し
、
東
海
道
新
幹
線
の
品
川
新
駅
に
隣
接
し
た
立
地
に
あ

る
。
延
面
積
六
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、

二
十
階
建
て
の

オ
フ
ィ
ス
を
主
体
に
し
た

J
R
品
川
イ
ー
ス
ト
ピ
ル
の
下

層
階
三
層
、
庖
舗
面
積
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
小
規
模
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
港
南
口
は
オ
フ
ィ
ス

を
核
に
開
発
は
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
街
で
あ

る
。
平
日
は
か
な
り
の
流
動
は
あ
る
が
足
早
の
通
勤
客
の

み
で
、
土
・
日
曜
は
極
端
に
少
な
く
な
る
。

ア
ト
レ
品
川
を
開
発
す
る
に
当
た
り
、
新
し
い
謀
題
と

し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
こ
れ
ら
の
流
動
客
を
取
り
込
み

つ
つ
、
品
川
駅
へ
の
入
り
口
で
あ
り
東
海
道
新
幹
線
の
品

川
新
駅
へ
隣
接
し
て
い
る
立
地
の
象
徴
性
を
生
か
し
、
質

の
高
い
底
舗
構
成
で
広
域
商
圏
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
集
客
効
果
が
高

い
駅
ピ
ル
を
造
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
質
の
高
い
情
報
発
信
性
は
、
「
こ
れ
か
ら

の
街
」
で
あ
る
港
南
口
方
面
の
街
に
と
っ
て
も
、
い
ろ
ん

な
意
味
で
よ
い
方
向
へ
発
展
す
る
デ
イ
レ
ク
シ
ヨ
ン
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。

【
多
面
性
の
表
現
と
情
報
発
信
】

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
今
ま
で
と
遠
い
、
若
干
年
齢
層
を
高
く

し
た
。
し
か
も
今
ま
で
の
駅
ビ
ル
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
男
性
を
か
な
り
意
識
し
た
。
業
種
的
に
は
「
食
」
を
中

心
に
据
え
る
脂
舗
構
成
と
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
開
発
面

積
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
庖
舗
が
日
常
性
と
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非
日
常
性
の
両
面
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ

ん
な
場
面
で
の
利
用
シ

l
ン
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
。
こ
れ
が
「
洗
練
、
上
質
、
本
物
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
。

日
常
性
の
代
表
格
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
に
は
商
品
、
庖
づ

く
り
に
非
日
常
性
を
、
非
日
常
的
な
食
空
間
に
は
昔
懐
か

し
い
日
常
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
期
待
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
庖
舗
が
い
ろ
い
ろ
な
而
を
見
せ
る

こ
と
が
可
能
、
と
い
う
こ
と
が
情
報
発
信
性
を
高
め
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
た
。
具
体
的
な
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
は
、

ク
イ
ー
ン
ズ
伊
勢
丹
、
オ
イ
ス
タ

l
パ
l
、
ォ

l
セ
ン
テ

ィ
ッ
ク
パ

I
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
」
の
個
性
的
な
空
間
に
配
置
し
て
い
る
。

【
平
日
型
か
ら
週
末
型
の
街
へ
変
化
・
発
展
】

ア
ト
レ
品
川
の
開
業
後
の
状
況
は
危
慎
し
て
い
た
土
・

日
曜
の
売
り
上
げ
も
好
調
で
あ
る
。
街
全
体
が
平
日
型
か

ら
週
末
型
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
変
化
、
発

展
す
る
街
へ
の
永
続
的
で
質
の
高
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

続
け
る
と
い
う
、
情
報
発
信
性
は
十
分
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
底
舗
に
は
十

年
後
、

二
十
年
後
に
も
「
老
舗
」
と
し
て
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

駅
ビ
ル
の
開
発
に
携
わ
っ
て
、
つ
く
づ
く
感
じ

る
こ
と
は
「
街
が
あ
っ
て
駅
が
あ
る
。
駅
が
あ
っ

て
街
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
駅
利
用
者
は
街
の
生
業
と
大
い
に
関
係

し
て
い
る
。
そ
し
て
生
業
は
そ
の
町
の
歴
史
、
文

化
が
育
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
駅
ピ
ル
を
開
発
す
る
こ
と
は
、
街
の
発
展

に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
駅
は
街
の
玄
関
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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地方行財政関連施第解説

-組
制剖

企
画
第
二
係
長

麗
原
俊
之

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現

平
成
十
七
年
度
地
方
行
財
政
重
点
施
策

平
成
十
七
年
度
地
方
行
財
政
重
点
施
策
が
、
去
る
八
月
二
十
四
日
に
省
議
決
定
さ
れ
、
同
二
十
七
日
に
公
表
さ
れ
た
。
+
七
年
度
地
方

行
財
政
重
点
施
策
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
①
地
域
再
生
の
推
進
②
個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
地
織
づ
く
り
③
人
と

自
然
に
や
さ
し
い
社
会
の
創
出
④
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

l
!の
観
点
か
ら
地
域
社
会
を
構
築
し
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
分
権

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
認
識
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

十
七
年
度
の
重
点
施
策
は
、

全
体
を
三
章
構
成
と
し
て

い
る
。
第

一
平
が

「真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た

地
方
行
財
政
制
度
の
改
革」

で
あ
り
、

真
の
分
権
型
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
地
方
公
共
団
体
が
自
己
決
定
と
自
己

責
任
の
原
則
の
下
、
行
政
事
務
を
的
確
に
処
理
す
る
と
と

も
に
、
安
定
的
に
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
行
財

政
制
度
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
二
章
がL
1

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
行
政
運
営
の
確
立」

で
あ
り
、
昨
年
度
は
独
立
し
て
柱
立
て
し
て
い
た

「電
子
自

治
体
の
推
進
」
に
加
え
、
住
民
自
治
の
強
化
や
住
民
と
の
協

働
の
推
進
や
行
政
改
革
の
推
進
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

第
三
章
は

「例
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の

実
現
」
と
し
て
、
個
別
の
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
列

挙
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

「地
域
再
生
の
推
進
」
を
柱
立

て
し
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
昨
年
十
月
に
総
理
大

臣
を
本
部
長
と
す
る
地
域
再
生
本
部
が
設
置
さ
れ
、
総
務

大
臣
が
十

一
月
二
十
六
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に

「地

域
再
生
支
援
プ
ラ
ン
」
を
提
出
す
る
な
ど
、
総
務
省
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
ツ

l
ル
で
地
域
再
生
を
強
力
に
支
援

す
る
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、

「平
成
十
七
年
度
地
方
行
財
政
重
点
施
策
」

の
う
ち
、
第
三
章
の

「桐
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域

社
会
の
実
現
」
に
つ
い
て
、
解
説
す
る
。

①
地
域
再
生
の
担
い
手
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

地
場
産
業
の
振
興
、
観
光
振
興
、
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
成
功
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
す
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
旦
(
体

的
・
実
務
的
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
有
す
る
人
材
等
の

確
保
、
活
用
を
促
進
。

地
域
再
生
に
は
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
担
い
手
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
地
方
公
共
同
体
職
員
、
商
工

会
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
全
国
各
地
の
地
域
再
生

の
担
い
手
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
地
場
産

業
の
振
興
や
観
光
振
興
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
な
ど

を
テ
l
マ
に
、
成
功
事
例
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
づ

く
り
を
行
い
、
地
域
再
生
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
全
国

的
な
普
及
に
取
り
組
む
。

②
小
・
中
・
高
校
生
が
参
加
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

全
国
大
会
を
継
続
的
に
開
催
す
る
取
組
を
支
援

し
、
全
国
各
地
に
、
青
少
年
が
あ
こ
が
れ
、
目
標

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
を
形
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
地
域
の
再
生
を
推
進
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
は
毎
月
相
当
数
開
催
さ
れ

て
い
る

(小
中
学
生
対
象
の
全
国
大
会
H
百
三
十
六
、
高

校
生
対
象
の
全
国
大
会
H

二
百
六
十
九
)
が、

一
部
の
ス

ポ
ー
ツ
を
除
き
、
開
催
地
は
持
ち
同
り
と
な
っ
て
お
り
、

開
催
地
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
高
校
野
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企
画
第
二
係
長

麗
原
俊
之

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現

平
成
十
七
年
度
地
方
行
財
政
重
点
施
策

平
成
十
七
年
度
地
方
行
財
政
重
点
施
策
が
、
去
る
八
月
二
十
四
日
に
省
議
決
定
さ
れ
、
同
二
十
七
日
に
公
表
さ
れ
た
。
+
七
年
度
地
方

行
財
政
重
点
施
策
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
①
地
域
再
生
の
推
進
②
個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
地
織
づ
く
り
③
人
と

自
然
に
や
さ
し
い
社
会
の
創
出
④
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

l
!の
観
点
か
ら
地
域
社
会
を
構
築
し
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
分
権

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
認
識
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

十
七
年
度
の
重
点
施
策
は
、

全
体
を
三
章
構
成
と
し
て

い
る
。
第

一
平
が

「真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た

地
方
行
財
政
制
度
の
改
革」

で
あ
り
、

真
の
分
権
型
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
地
方
公
共
団
体
が
自
己
決
定
と
自
己

責
任
の
原
則
の
下
、
行
政
事
務
を
的
確
に
処
理
す
る
と
と

も
に
、
安
定
的
に
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
行
財

政
制
度
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
二
章
がL
1

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
行
政
運
営
の
確
立」

で
あ
り
、
昨
年
度
は
独
立
し
て
柱
立
て
し
て
い
た

「電
子
自

治
体
の
推
進
」
に
加
え
、
住
民
自
治
の
強
化
や
住
民
と
の
協

働
の
推
進
や
行
政
改
革
の
推
進
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

第
三
章
は

「例
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の

実
現
」
と
し
て
、
個
別
の
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
列

挙
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

「地
域
再
生
の
推
進
」
を
柱
立

て
し
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
昨
年
十
月
に
総
理
大

臣
を
本
部
長
と
す
る
地
域
再
生
本
部
が
設
置
さ
れ
、
総
務

大
臣
が
十

一
月
二
十
六
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に

「地

域
再
生
支
援
プ
ラ
ン
」
を
提
出
す
る
な
ど
、
総
務
省
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
ツ

l
ル
で
地
域
再
生
を
強
力
に
支
援

す
る
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、

「平
成
十
七
年
度
地
方
行
財
政
重
点
施
策
」

の
う
ち
、
第
三
章
の

「桐
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域

社
会
の
実
現
」
に
つ
い
て
、
解
説
す
る
。

①
地
域
再
生
の
担
い
手
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

地
場
産
業
の
振
興
、
観
光
振
興
、
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
成
功
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
す
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
旦
(
体

的
・
実
務
的
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
有
す
る
人
材
等
の

確
保
、
活
用
を
促
進
。

地
域
再
生
に
は
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
担
い
手
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
地
方
公
共
同
体
職
員
、
商
工

会
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
全
国
各
地
の
地
域
再
生

の
担
い
手
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
地
場
産

業
の
振
興
や
観
光
振
興
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
な
ど

を
テ
l
マ
に
、
成
功
事
例
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
づ

く
り
を
行
い
、
地
域
再
生
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
全
国

的
な
普
及
に
取
り
組
む
。

②
小
・
中
・
高
校
生
が
参
加
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

全
国
大
会
を
継
続
的
に
開
催
す
る
取
組
を
支
援

し
、
全
国
各
地
に
、
青
少
年
が
あ
こ
が
れ
、
目
標

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
を
形
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
地
域
の
再
生
を
推
進
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
は
毎
月
相
当
数
開
催
さ
れ

て
い
る

(小
中
学
生
対
象
の
全
国
大
会
H
百
三
十
六
、
高

校
生
対
象
の
全
国
大
会
H

二
百
六
十
九
)
が、

一
部
の
ス

ポ
ー
ツ
を
除
き
、
開
催
地
は
持
ち
同
り
と
な
っ
て
お
り
、

開
催
地
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
高
校
野
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球
に
お
け
る
甲
子
闘
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
を
形
成

す
る
こ
と
が
地
域
再
生
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
小
・
中
・
高
校
生
が
参
加
す
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
全
国
大
会
を
継
続
的
に
開
催
し
よ
う
と
す
る
市
町
村

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。
な
お
、

九
月
に
は
側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
「
ス
ポ
ー
ツ
拠
点

づ
く
り
推
進
委
員
会
」
(
委
員
長
・
大
森
瀬
東
京
大
学
名

誉
教
授
)
を
設
置
し
、
来
年
度
の
事
業
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
携
帯
電
話
等
を
活

用
し
た
地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
普
及

を
促
進
。

地
域
通
貨
に
つ
い
て
は
、
地
域
再
生
推
進
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
(
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
地
域
再
生
本
部

決
定
)
の
支
援
措
置
の

一
つ
と
し
て
、
住
基
カ

l
ド
や
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活
用
し
た
利
便
性
と
信
頼

性
の
高
い
地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
地
域

再
生
計
画
の
認
定
を
受
け
た
三
市
町
(
千
葉
県
市
川
市
、

福
岡
県
北
九
州
市
、
熊
本
県
小
田
町
)
に
お
い
て
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
る
(
詳
細
は
「
地
域
づ
く
り
」

9
月
号
)
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
以
降
は
、
こ
の
開
発
し
た
地
域
通

貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体
に
無
償

で
配
布
す
る
。

④
地
方
公
共
団
体
と
大
学
が
連
携
・
協
働
し
て
地
域

再
生
を
図
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
あ
り
方
と

そ
の
支
援
策
を
検
討
。

個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
地
埠
づ
く
り

①
都
市
と
農
山
漁
村
な
ど
各
地
域
の
住
民
が
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
を
共
有
・
享
受
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
農
山
漁
村
地

域
の
活
性
化
、
地
域
文
化
の
振
興
、
過
疎
地
域
の

自
立
促
進
、
国
際
観
光
の
振
興
な
ど
、
地
域
課
題

へ
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民
が
主
体

と
な
る
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
を
促
進
。

②
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
農
山
漁
村
側
の
実
態
の
把

握
を
進
め
る
ほ
か
、
一
般
市
場
に
流
通
し
て
お
ら

ず
、
小
規
模
で
不
定
期
な
出
荷
し
か
で
き
な
い
地

域
の
逸
品
の
掘
り
起
こ
し
ゃ
都
市
部
の
住
民
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど
、
都

市
と
農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
の
取
組
を
推
進
。

過
疎
地
や
離
島
な
ど
に
存
在
す
る
、
小
規
模
で
不
定
期

な
出
荷
な
た
め
に

一
般
市
場
に
流
通
し
な
い
地
域
の
逸
品

を
、
情
報
通
信
技
術
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
掘
り
起
こ
し
、
都
市
部
の
住
民
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
都

市
部
の
住
民
な
ど
消
費
者
が
地
域
の
逸
品
を
評
価
し
、
そ

れ
を
反
映
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
り
、
飲
食
届
・

ホ
テ
ル
な
ど
の
購
買
側
と
の
橋
渡
し
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

l
の
配
置
や
逸
品
の
発
掘
、
パ
ッ
キ
ン
グ
方
法
の
指

導
な
ど
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
都
市
と
農
山
漁
村
相
互
の
共
生
・
対
流
を
促

進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。
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図1

市
町
村

③
各
地
域
の
伝
統
芸
術
・
文
化
等
の
情
報
を
国
内
外

ヘ
発
信
す
る
取
組
を
支
援
。

か
つ
て
地
域
伝
統
芸
術
文
化
を
豊
富
に
保
有
し
て
い
た

多
く
の
地
域
に
お
い
て
、
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
の
要
因

か
ら
、
後
継
者
や
指
導
者
の
不
足
、
実
演
な
ど
を
支
え
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
、
価
値
観
の
変
化
や
多
様

化
に
よ
る
伝
統
的
な
も
の
へ
の
関
心
の
低
下
な
ど
、
伝
統

文
化
の
保
存
・
継
承
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

一
方
で
、
そ
う
し
た
日
本
の
文
化
的
伝
統
・
日
本
的
価
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球
に
お
け
る
甲
子
闘
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
を
形
成

す
る
こ
と
が
地
域
再
生
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
小
・
中
・
高
校
生
が
参
加
す
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
全
国
大
会
を
継
続
的
に
開
催
し
よ
う
と
す
る
市
町
村

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。
な
お
、

九
月
に
は
側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
「
ス
ポ
ー
ツ
拠
点

づ
く
り
推
進
委
員
会
」
(
委
員
長
・
大
森
瀬
東
京
大
学
名

誉
教
授
)
を
設
置
し
、
来
年
度
の
事
業
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
携
帯
電
話
等
を
活

用
し
た
地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
普
及

を
促
進
。

地
域
通
貨
に
つ
い
て
は
、
地
域
再
生
推
進
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
(
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
地
域
再
生
本
部

決
定
)
の
支
援
措
置
の

一
つ
と
し
て
、
住
基
カ

l
ド
や
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活
用
し
た
利
便
性
と
信
頼

性
の
高
い
地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
地
域

再
生
計
画
の
認
定
を
受
け
た
三
市
町
(
千
葉
県
市
川
市
、

福
岡
県
北
九
州
市
、
熊
本
県
小
田
町
)
に
お
い
て
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
る
(
詳
細
は
「
地
域
づ
く
り
」

9
月
号
)
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
以
降
は
、
こ
の
開
発
し
た
地
域
通

貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体
に
無
償

で
配
布
す
る
。

④
地
方
公
共
団
体
と
大
学
が
連
携
・
協
働
し
て
地
域

再
生
を
図
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
あ
り
方
と

そ
の
支
援
策
を
検
討
。

個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
地
埠
づ
く
り

①
都
市
と
農
山
漁
村
な
ど
各
地
域
の
住
民
が
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
を
共
有
・
享
受
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
農
山
漁
村
地

域
の
活
性
化
、
地
域
文
化
の
振
興
、
過
疎
地
域
の

自
立
促
進
、
国
際
観
光
の
振
興
な
ど
、
地
域
課
題

へ
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民
が
主
体

と
な
る
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
を
促
進
。

②
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
農
山
漁
村
側
の
実
態
の
把

握
を
進
め
る
ほ
か
、
一
般
市
場
に
流
通
し
て
お
ら

ず
、
小
規
模
で
不
定
期
な
出
荷
し
か
で
き
な
い
地

域
の
逸
品
の
掘
り
起
こ
し
ゃ
都
市
部
の
住
民
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど
、
都

市
と
農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
の
取
組
を
推
進
。

過
疎
地
や
離
島
な
ど
に
存
在
す
る
、
小
規
模
で
不
定
期

な
出
荷
な
た
め
に

一
般
市
場
に
流
通
し
な
い
地
域
の
逸
品

を
、
情
報
通
信
技
術
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
掘
り
起
こ
し
、
都
市
部
の
住
民
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
都

市
部
の
住
民
な
ど
消
費
者
が
地
域
の
逸
品
を
評
価
し
、
そ

れ
を
反
映
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
り
、
飲
食
届
・

ホ
テ
ル
な
ど
の
購
買
側
と
の
橋
渡
し
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

l
の
配
置
や
逸
品
の
発
掘
、
パ
ッ
キ
ン
グ
方
法
の
指

導
な
ど
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
都
市
と
農
山
漁
村
相
互
の
共
生
・
対
流
を
促

進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。
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図1

市
町
村

③
各
地
域
の
伝
統
芸
術
・
文
化
等
の
情
報
を
国
内
外

ヘ
発
信
す
る
取
組
を
支
援
。

か
つ
て
地
域
伝
統
芸
術
文
化
を
豊
富
に
保
有
し
て
い
た

多
く
の
地
域
に
お
い
て
、
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
の
要
因

か
ら
、
後
継
者
や
指
導
者
の
不
足
、
実
演
な
ど
を
支
え
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
、
価
値
観
の
変
化
や
多
様

化
に
よ
る
伝
統
的
な
も
の
へ
の
関
心
の
低
下
な
ど
、
伝
統

文
化
の
保
存
・
継
承
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

一
方
で
、
そ
う
し
た
日
本
の
文
化
的
伝
統
・
日
本
的
価
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値
を
見
詰
め
直
す
こ
と
は
、
郷
土
を
愛
し
、

誇
り
と
親
し

み
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
気
運
を
盛
り
上

げ
、
各
地
域
の
伝
統
芸
術
・
文
化
を
通
じ
た
地
域
間
交

流
・
国
際
交
流
・
教
育
活
動
な
ど
に
つ
な
が
る
。

従
来
は
地
域
の
伝
統
芸
能
を
映
像
と
し
て
記
録
す
る
事

業
が
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
ビ
デ
オ
や

D
V
D
に
す
る
だ

け
で
は
活
用
が
図
ら
れ
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
来
年
度
か
ら
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
各
都

道
府
県
を
通
じ
て
募
集
し
た
各
市
区
町
村
自
慢
の
伝
統
芸

術
・
文
化
に
つ
い
て
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
す
る
な

ど
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
芸

能
・
文
化
を
情
報
発
信
す
る
。

④
小
学
校
に
お
け
る
総
合
学
習
の
時
間
な
ど
を
活
用

し
た
英
語
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
小
学
校
専

属
A
L
T
(外
国
語
指
導
助
手
)を
重
点
的
に
増
員
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
小
学
校
の
「
総

合
学
習
の
時
間
」
に
対
応
す
る
た
め
、

J
E
T
G
与
さ

史一与
g
m町
内
自
円
四
叶

gnyEMH)
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
総
務
省
、

外
務
省
、
文
部
科
学
省
共
管
)
に
小
学
校
専
属
A
L
T

(Kra-印
Z
E
円

g
m
E想
叶
g
n
Y
2
)
を
設
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
を
活
用
し
、
現
在
月

一
回
程
度
の
英
語

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
際
化
が
進
展
す
る
中
で
、

早
い
時
期
か
ら
英
語
に
親
し
む
こ
と
や
異
文
化
交
流
が
図

ら
れ
る
こ
と
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
月
二
回
程
度
ま
で

拡
大
で
き
る
よ
う
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
に
関
す
る

地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
に
対
し
、
積
極
的
に
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
社
会
の
創
出

①
介
護
・
福
祉
な
ど
の
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
コ

ミ
ユ
二
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
加
え
、
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
雇
用
の
確
保
を
図
る
事
業
に
対
し
て

も
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
」
に
よ
り
資

金
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
そ
の

形
成
を
支
援
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ

ァ
ン
ド
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

「地
域
再
生
推
進
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
(
平
成
十
六
年

一月
二
十
七
日
地
域
再
生
本
部
決
定
)
に
お
い
て
、
「
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
融
資
等
を
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
を
形
成
す
る
た
め
、
公
益
法
人
な
ど

に
出
資

・
貸
付
を
行
う
地
方
公
共
団
体
を
支
援
す
る
」
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
た
(
参
考
/
同
年
四
月
二
十
日
付
で
通

知

(
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
形
成
事
業
等
に
係
る

出
資
債
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」))
。

来
年
度
は
、
高
齢
者

・
障
害
者
な
ど
の
生
き
が
い
の
充

足
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
の
融
資
な
ど
の
対
象
と
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
加
え
、
地
域
の
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
の
雇
用
の
確
保
を
図
る
事
業
を
追
加
す
る
こ

と
と
し
た
。

りる 2
をな文
推ど化
進 、まノ土、
。人生

と杜
自会
然を
に目
や指
さし
した
い取
地組
域等
杜を
会推
づ進
くす

今
後
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

(
A
S
E
A
N
)
と
の

自
由
貿
易
協
定

(
F
T
A
)
推
進
な
ど
に
よ
り
多
く
の
地

域
で
外
国
人
住
民
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
住
民
と
外
国
人
住
民
の
共
生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
課

題
と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
来
年
度
は
、
地
方
公
共
団

体
の
共
同
的
な
取
り
組
み
ゃ

N
G
O
、
N
P
Oと
の
協
働

な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
新
た
な
多
文
化
共
生
施
策
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
多
文
化
共
生
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
0

フ
ラ
ン
の
作
成
を
行
う
。

2側 ・12月号 甑減;o

各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
行
財
政
重
点

施
策
を
翌
年
度
の
施
策
の
企
画
立
案
や
予
算
編
成
等
を
行

う
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
目
指
す
べ
き
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
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値
を
見
詰
め
直
す
こ
と
は
、
郷
土
を
愛
し
、

誇
り
と
親
し

み
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
気
運
を
盛
り
上

げ
、
各
地
域
の
伝
統
芸
術
・
文
化
を
通
じ
た
地
域
間
交

流
・
国
際
交
流
・
教
育
活
動
な
ど
に
つ
な
が
る
。

従
来
は
地
域
の
伝
統
芸
能
を
映
像
と
し
て
記
録
す
る
事

業
が
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
ビ
デ
オ
や

D
V
D
に
す
る
だ

け
で
は
活
用
が
図
ら
れ
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
来
年
度
か
ら
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
各
都

道
府
県
を
通
じ
て
募
集
し
た
各
市
区
町
村
自
慢
の
伝
統
芸

術
・
文
化
に
つ
い
て
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
す
る
な

ど
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
地
域
の
伝
統
芸

能
・
文
化
を
情
報
発
信
す
る
。

④
小
学
校
に
お
け
る
総
合
学
習
の
時
間
な
ど
を
活
用

し
た
英
語
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
小
学
校
専

属
A
L
T
(外
国
語
指
導
助
手
)を
重
点
的
に
増
員
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
小
学
校
の
「
総

合
学
習
の
時
間
」
に
対
応
す
る
た
め
、

J
E
T
G
与
さ

史一与
g
m町
内
自
円
四
叶

gnyEMH)
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
総
務
省
、

外
務
省
、
文
部
科
学
省
共
管
)
に
小
学
校
専
属
A
L
T

(Kra-印
Z
E
円

g
m
E想
叶
g
n
Y
2
)
を
設
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
を
活
用
し
、
現
在
月

一
回
程
度
の
英
語

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
際
化
が
進
展
す
る
中
で
、

早
い
時
期
か
ら
英
語
に
親
し
む
こ
と
や
異
文
化
交
流
が
図

ら
れ
る
こ
と
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
月
二
回
程
度
ま
で

拡
大
で
き
る
よ
う
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
に
関
す
る

地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
に
対
し
、
積
極
的
に
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
社
会
の
創
出

①
介
護
・
福
祉
な
ど
の
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
コ

ミ
ユ
二
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
加
え
、
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
雇
用
の
確
保
を
図
る
事
業
に
対
し
て

も
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
」
に
よ
り
資

金
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
そ
の

形
成
を
支
援
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ

ァ
ン
ド
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

「地
域
再
生
推
進
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
(
平
成
十
六
年

一月
二
十
七
日
地
域
再
生
本
部
決
定
)
に
お
い
て
、
「
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
融
資
等
を
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
を
形
成
す
る
た
め
、
公
益
法
人
な
ど

に
出
資

・
貸
付
を
行
う
地
方
公
共
団
体
を
支
援
す
る
」
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
た
(
参
考
/
同
年
四
月
二
十
日
付
で
通

知

(
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
形
成
事
業
等
に
係
る

出
資
債
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」))
。

来
年
度
は
、
高
齢
者

・
障
害
者
な
ど
の
生
き
が
い
の
充

足
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
の
融
資
な
ど
の
対
象
と
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
加
え
、
地
域
の
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
の
雇
用
の
確
保
を
図
る
事
業
を
追
加
す
る
こ

と
と
し
た
。

りる 2
をな文
推ど化
進 、まノ土、
。人生

と杜
自会
然を
に目
や指
さし
した
い取
地組
域等
杜を
会推
づ進
くす

今
後
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

(
A
S
E
A
N
)
と
の

自
由
貿
易
協
定

(
F
T
A
)
推
進
な
ど
に
よ
り
多
く
の
地

域
で
外
国
人
住
民
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
住
民
と
外
国
人
住
民
の
共
生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
課

題
と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
来
年
度
は
、
地
方
公
共
団

体
の
共
同
的
な
取
り
組
み
ゃ

N
G
O
、
N
P
Oと
の
協
働

な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
新
た
な
多
文
化
共
生
施
策
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
多
文
化
共
生
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
0

フ
ラ
ン
の
作
成
を
行
う
。

2側 ・12月号 甑減;o

各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
行
財
政
重
点

施
策
を
翌
年
度
の
施
策
の
企
画
立
案
や
予
算
編
成
等
を
行

う
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
目
指
す
べ
き
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
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内
子
町
お
よ
び
内
子
町
民
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー

「
側
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

l
ク
か
ら
り
」
が
運
営
す
る
産
直
販

売
支
援
シ
ス
テ
ム
「
か
ら
り
ネ
ッ
ト
」
が
、
日
経
地
域
情
報
化

大
賞
2
0
0
4
「
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
賞
」
を
受
賞
し
た
。

当
町
は
、
昭
和
六
十
年
度
に
農
林
水
産
省
の
事
ク
リ
ー
ン
ト
ピ

ア
構
想
の
地
域
指
定
を
契
機
に
、

I
T
(情
報
技
術
)
を
活

用
し
た
農
林
業
振
興
を
進
め
て
お
り
、
か
ら
り
ネ
ッ
ト
は
蓄

積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
積
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

か
ら
り
ネ
ッ
ト
は
、
農
産
物
直
売
所
と
農
家
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
び
、

P
O
S
(販
売
時
点
情
報
管
理
)
レ
ジ
の
情

報
を
生
産
者
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
仕
組
み
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
で
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
側
は
鮮
度

の
高
い
農
産
物
を
効
率
的
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、

三
百
八
十
人
が
会
員
と
し
て
登
録
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
導
入
な
ど
使
い
や
す
い
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
工
夫
し
た

結
果
、
高
齢
者
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

か
ら
り
ネ
ッ
ト
は
、
直
売
所
事
業
を
導
入
・
実
践
す
る
過

程
で
構
築
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
情
報
利
用
だ
け
で
現
在
の

よ
う
な
成
果
が
上
が
っ
た
も
の
で
な
く
、
出
荷
農
家
(
特
に

女
性
)
と
行
政
と
が
共
に
考
え
、
汗
を
流
し
て
つ
く
り
上
げ

た
。

p
o
sシ
ス
テ
ム
で
直
売
所
と
生
産
農
家
が
結
ぼ
れ
た

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

l
ク
か
ら
り
は
、
地
域
の
農
業
を
変
え
、

女
性
、
高
齢
者
の
や
る
気
・
生
き
が
い
を
生
み
出
し
、
農
家

の
暮
ら
し
を

一
変
し
た
と
き
守
え
る
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
実
現
が
町
の
重
点
施
策
に

内
子
町
は
、
松
山
市
か
ら
南
西
に
四
十
キ
ロ
、
人
口

一
万

一
千
人
の
町
で
あ
る
。
総
面
積
の
う
ち
七
割
以
上
を
山
林
が

占
め
る
典
型
的
な
中
山
間
地
の
農
村
で
あ
る
。
町
で
は
、
自

然
、
歴
史
、
文
化
的
環
境
な
ど
地
域
資
源
の
保
全
と
活
用
に

よ
る
町
づ
く
り
に
着
手
、
平
成
四
年
に
内
子
町
新
総
合
計
画

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
う
ち
-
こ
を
策
定
し
た
。
同
十
三
年

か
ら
は
、
よ
り
発
展
さ
せ
た
「
と
も
に
つ
く
る
エ
コ
ロ
ジ
ー

タ
ウ
ン
内
子
」
と
し
て
、

①
環
境
に
配
慮
し
た
快
適
で
文
化

的
な
暮
ら
し
②
思
い
や
り
の
あ
る
開
か
れ
た
地
域
社
会
③
自

然
豊
か
な
風
格
の
あ
る
町
ー
ー
を
重
点
施
策
と
し
た
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
の
農
業
は
、
農
家
戸
数
千
三
百
二
十
六
戸
、
平
均
耕
作

面
積
は
八
十
六
ア
ー
ル
と
零
細
で
あ
る
。
標
高
百

1
四
百
メ

ー
ト
ル
の
山
腹
や
高
台
に
、
帯
状
・
棚
状
に
点
在
し
て
い
る

傾
斜
畑
で
、
葉
タ
バ
コ
、
果
樹
を
中
心
と
し
た
農
業
が
営
ま

れ
て
い
る
。

農
産
物
の
輸
入
自
由
化
、
担
い
手
の
高
齢
化
、
農
産
物
価

へ
い
そ
く

格
の
低
迷
な
ど
、
農
業
が
閉
塞
的
な
状
況
に
陥
る
中
で
、
町

は
平
成
四
年
、
「
フ
ル
ー
ツ
パ

1
ク
構
想
・
基
本
計
画
」
を

策
定
し
た
。
計
画
は
、
町
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
を
集
中
し
、

展
示
・
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
、
農
家
経
営
の
安
定
、
農
業
関
連
産
業
の
創
出
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
、

①
農
業
に
サ
ー
ビ
ス
業
的
視
点
を
取
り
入

れ
、
農
業
の
総
合
産
業
化
を
進
め
る
②
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ

ム
な
ど
都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
る
③
農
業
の
情
報
化
、
農

業
情
報
の
利
活
用
を
図
る
ー
ー
の
三
点
を
柱
と
し
て
い
る
。

産
直
実
験
施
設
の
課
題
、
が
シ
ス
テ
ム
導
入
の
動
機

平
成
六
年
七
月
、
特
産
物
直
売
所
の
実
験
施
設
と
し
て

国
道
部
号
線
沿
い
に
「
内
の
子
市
場
」
を
開
設
し、

産
直

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

直
売
所
は
不

確
定
な
要
素
の
集
合
だ
っ
た
。
毎
日
の
出
荷
者
、
出
荷
品

目
、
数
量
は
変
化
し
、
来
客
者
数
は
季
節
、
曜
日
、
天
気

な
ど
の
要
因
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
出
荷
品
の
過
不
足
が

生
じ
た
。
直
売
所
の
販
売
状
況
が
出
荷
者
に
分
か
れ
ば
、

販
売
額
の
増
加
と
消
費
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
れ
る

こ
と
は
容
易
に
予
測
で
き
た
。
こ
う
し
た
産
直
実
験
施
設

で
生
じ
た
課
題
が
、
産
直
販
売
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
の
動

機
と
な
っ
た
。

P
O
S
レ
ジ
と
農
家
が
直
結

平
成
八
年
五
月
、
幹
線
道
路
に
接
続
す
る
国
道

3
7
9

号
線
沿
い
に
「
か
ら
り
特
産
物
直
売
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
の
に
伴
い
、
実
験
施
設
は
使
命
を
終
え
た
。
内
の
子
市

場
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
産
直
販
売
支
援
シ
ス
テ
ム

「
か
ら
り
ネ
ッ
ト
」
に
結
晶
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
シ
ス
テ
ム

は
、
双
方
向
の
農
業
情
報
連
絡
シ
ス
テ
ム
と

P
O
S
シ
ス

テ
ム
を
結
び
付
け
た
も
の
で
、
バ
ー
コ
ー
ド
シ
l
ル
作
成
、

販
売
状
況
把
握
、
精
算
な
ど
、
内
の
子
市
場
で
経
験
し
た

課
題
す
べ
て
の
解
決
を
目
指
し
、
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

農
家
に
は
百
四
十
台
の
農
業
情
報
端
末
(
多
機
能
フ
ァ
ク
ス
)
、

特
産
物
直
売
所
に
は

P
O
S
レ
ジ
四
台
を
設
置
し
、
電
話
回

線
と
L
A
N
に
よ
り
レ
ジ
と
農
家
を
直
接
結
ん
で
い
る
。

こ
の
農
業
情
報
端
末
は
、
平
成
十

一
年
度
事
業
で
人
十

台
増
設
、
計
二
百
二
十
台
と
な
り
、
町
内
に
気
象
観
測
ロ

ボ
ッ
ト
を
三
台
設
置
、
気
象
情
報
を
配
信
す
る
よ
う
に
拡

充
し
た
。
同
十
四
年
度
事
業
で
、
農
業
情
報
端
末
以
外
の

一
般
フ
ァ
ク
ス
で
の
情
報
出
力
や
電
話
器
で
の
音
声
に
よ

る
販
売
情
報
の
読
み
上
げ
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の

販
売
情
報
メ

I
ル
配
信
な
ど
、
機
能
拡
充
を
図
っ
た
。
現

在
で
は
、
自
宅
に
帰
ら
な
く
て
も
電
話
の
音
声
や
携
帯
電
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い
に
「
か
ら
り
特
産
物
直
売
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
の
に
伴
い
、
実
験
施
設
は
使
命
を
終
え
た
。
内
の
子
市

場
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
産
直
販
売
支
援
シ
ス
テ
ム

「
か
ら
り
ネ
ッ
ト
」
に
結
晶
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
シ
ス
テ
ム

は
、
双
方
向
の
農
業
情
報
連
絡
シ
ス
テ
ム
と

P
O
S
シ
ス

テ
ム
を
結
び
付
け
た
も
の
で
、
バ
ー
コ
ー
ド
シ
l
ル
作
成
、

販
売
状
況
把
握
、
精
算
な
ど
、
内
の
子
市
場
で
経
験
し
た

課
題
す
べ
て
の
解
決
を
目
指
し
、
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

農
家
に
は
百
四
十
台
の
農
業
情
報
端
末
(
多
機
能
フ
ァ
ク
ス
)
、

特
産
物
直
売
所
に
は

P
O
S
レ
ジ
四
台
を
設
置
し
、
電
話
回

線
と
L
A
N
に
よ
り
レ
ジ
と
農
家
を
直
接
結
ん
で
い
る
。

こ
の
農
業
情
報
端
末
は
、
平
成
十

一
年
度
事
業
で
人
十

台
増
設
、
計
二
百
二
十
台
と
な
り
、
町
内
に
気
象
観
測
ロ

ボ
ッ
ト
を
三
台
設
置
、
気
象
情
報
を
配
信
す
る
よ
う
に
拡

充
し
た
。
同
十
四
年
度
事
業
で
、
農
業
情
報
端
末
以
外
の

一
般
フ
ァ
ク
ス
で
の
情
報
出
力
や
電
話
器
で
の
音
声
に
よ

る
販
売
情
報
の
読
み
上
げ
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の

販
売
情
報
メ

I
ル
配
信
な
ど
、
機
能
拡
充
を
図
っ
た
。
現

在
で
は
、
自
宅
に
帰
ら
な
く
て
も
電
話
の
音
声
や
携
帯
電
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売上情報出力パソコン

話
で
各
自
の
直
売
所
販
売

状
況
が
確
認
で
き
、
畑
か

ら
追
加
出
荷
す
る
農
家
が

増
え
て
い
る
。

同
十
五
年
度
は
、
加
工

品
用
バ
ー
コ
ー
ド
シ

1
ル

作
成
シ
ス
テ
ム
、
四
回
線

分
の
情
報
受
発
信
シ
ス
テ

ム
の
拡
張
を
行
っ
た
。
か

ら
り
の
施
設
内
に
整
備
し

た
農
業
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
家
を
対
象
と
し
て

顧
客
管
理
、
農
業
簿
記
、

チ
ラ
シ
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
講
座
を
開
催
し
、
農
業

の
情
報
化
、
農
業
情
報
の
利
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
農
産
物

に
、
栽
培
方
法
、
レ
シ
ピ
な
ど
を
添
付
し
、
消
費
者
に
農
産

物
や
生
産
者
の
情
報
を
伝
え
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
十
六
年
度
は
、
生
産
履
歴
な
ど
の
情
報
を
直
売

所
の
庖
頭
で
開
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
か
ら
り
ネ
ッ
ト
に
付
加

す
る
。

携帯電話

販
売
情
報
で
新
鮮
な
震
産
物
を
追
加
出
荷

直
売
所
の
レ
ジ
で
売
り
上
げ
た
デ

l
タ
は
、
情
報
セ
ン
タ

ー
の
サ
ー
バ
ー
に
蓄
積
さ
れ
る
。
蓄
積
さ
れ
た
デ
l
タ
は
、

一
時
間
ご
と
に
農
家
、
品
目
、
単
価
ご
と
に
集
計
さ
れ
、
農

家
は
情
報
端
末
を
情
報
セ
ン
タ
ー
に
接
続
す
る
と
売
り
上
げ

デ
l
タ
が
確
認
で
き
る
。
農
家
は
家
に
居
な
が
ら
販
売
情
報

が
確
認
で
き
る
た
め
、
午
前
中
に
売
り
切
れ
た
場
合
は
、
追

加
出
荷
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
り
上
げ
の
噌
加
を
図
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
時
系
列
で
販
売
情
報
を
見
る
こ
と
に
よ

り
、
出
荷
品
に
対
す
る
来
客
者
の
支
持
度
合
い
を
読
み
取
る

こ
と
も
で
き
る
。
夕
方
の
販
売
情
報
で
、
売
れ
残
り
の
数
量

が
把
握
で
き
る
た
め
、
残
品
の
引
き
取
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
、
特
産
物
直
売
所
に
は

常
に
新
鮮
な
農
産
物
が
陳

列
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
フ
ァ
ク
ス
で
は

農
産
物
別
に
販
売
時
間
ご

と
の
直
売
所
全
体
の
売
り

上
げ
情
報
を
入
手
で
き
、

自
分
の
売
り
上
げ
と
対
比

す
る
こ
と
で
出
荷
し
た
農

産
物
の
評
価
を
確
認
し
、

価
格
や
内
容
量
を
決
め
る

参
考
に
な
る
。
販
売
デ
ー

タ
は
情
報
セ
ン
タ
ー
の
サ

ー
バ
ー
に
蓄
積
さ
れ
、
過

去
の
デ

l
タ
は
要
望
に
応

じ
て
瞬
時
に
引
き
出
す
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
作
付
け
、
出
荷
、
分
析
、
申
告
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
産
物
直
売
所
で
の
売
り
上
げ

は
、
半
月
ご
と
に
集
計
し
、
毎
月
二
十
五
日
と
卜
日
の
二
回、

農
家
が
指
定
す
る
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
る
。
出
荷
者
は
、

販
売
日
、
品
目
、
単
価
、
販
売
額
な
ど
が
印
刷
さ
れ
た
明
細

書
で
期
間
中
の
売
り
上
げ
が
確
認
で
き
る
。

特
産
物
直
売
所
へ
の
出
荷
者
の
約
四
割
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
約
七
割
は
農
家
婦
人
で
あ
る
。
農
村

の
高
齢
化
と
兼
業
化
が
進
む
中
で
、
農
家
に
設
置
し
た
情
報

端
末
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
自
動
的
に
情
報
セ
ン
タ
ー
の
サ

ー
バ
ー
に
つ
な
が
り
、

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
デ
l
タ

の
入
出
力
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
誰
で
も
容
易
に
操
作
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
者
と
消
費
者
の
直
接
取
引
・
交
流
が
可
能
に

か
ら
り
ネ
ッ
ト
は
、
内
子
町
の
農
業
に
大
き
な
転
換
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
生
産
者
名
、
電
話
番
号
を
記
し
た
販
売
は
、

農
家
に
責
任
と
消
費
者
に
安
心
感
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

生
産
者
と
消
費
者
の
直
接
取
引
や
交
流
を
可
能
に
し
た
。
ま

た
、
携
帯
電
話
や
フ

ァ
ク
ス
で
販
売
状
況
を
把
握
で
き
る
た

め
、
特
産
物
直
売
所
か
ら
の
追
加
出
荷
に
よ
り
、
農
家
は
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

.
地
時
資
源
を
活
用
し
た
農
業
を
確
立

特
産
物
直
売
所
の
ほ
か
、
パ
ン
工
房

・
ア
グ
リ
加
工
場
な

ど
の
加
工
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
フ
レ

ッ
シ
ュ
パ

l
ク
か
ら
り
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流
の
場
で
あ

り
、
農
産
物
や
農
村
の
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
か
ら
り
で
は
常
に
農
家
が
主
役
に
な
っ
て
情
報

発
信
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
特
産
物
直
売
所
に
さ
ま
ざ
ま

な
農
家
が
集
ま
る
こ
と
で
、
情
報
や
技
術
が
共
有
化
さ
れ
て

お
り
、
特
産
物
直
売
所
で
元
気
を
取
り
戻
し
た
女
性
は
、
ア

グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
農
産
加
工
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
産
物
直
売
所
の
利
用
者
は
年
間
四
十
二
万
人
、
年
間

販
売
額
は
四
億

一
千
万
円
と
内
子
町
の
農
業
総
生
産
額
の

一

三

・
六
%
(
平
成
十
五
年
)
に
達
し
て
い
る
。
完
熟
の
フ
ル

ー
ツ
、
少
量
の
農
産
物
、
野
草
な
ど
既
存
の
流
通
で
は
商
品

と
な
ら
な
い
よ
う
な
産
品
が
販
売
さ
れ
る

一
方
、
農
産
物
加

工
品
な
ど
新
た
な
商
品
も
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
産
物
直
売
所
が

一
つ
の
観
光
資
源
と
呼

ろ
う

べ
る
ま
で
に
な
り
、
そ
れ
が
「
木
蝋
と
白
壁
の
町
」
と
し
て

有
名
に
な
っ
た
既
存
の
町
並
み
観
光
に
、
プ
ラ
ス
に
作
用
す

る
形
の
共
生
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。
フ
レ

ッ
シ
ュ
パ

l
ク

か
ら
り
は
、
内
子
町
の
農
業
を
変
え
、
農
家
の
人
生
も
変
え

て
い
る
。
農
村
女
性
は
、
直
売
所
運
動
に
か
か
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
経
済
的
・
社
会
的
に
自
立
す
る
道
を
歩
み
始
め
た
。

大
量
生
産
を
主
流
と
す
る
市
場
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
高
齢

者
は
、
作
る
喜
び
、
売
れ
る
喜
び
、
生
き
る
喜
び
を
見
い
だ

し
て
い
る
。
特
産
物
直
売
所
と
そ
れ
を
支
え
る
か
ら
り
ネ
ッ

ト
は
、
中
山
間
地
の
ハ
ン
デ
ィ
を
払
し
よ
く
す
る
だ
け
で
な

く
、
中
山
間
地
が
有
す
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
業
を
可

能
と
し
た
。
現
シ
ス
テ
ム
は
、
農
家
と
レ
ジ
を
結
ん
だ
も
の

だ
が
、
も
う
少
し
先
に
は
、
畑
と
消
費
者
が
結
ぼ
れ
る
時
代

が
見
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。
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売上情報出力パソコン

話
で
各
自
の
直
売
所
販
売

状
況
が
確
認
で
き
、
畑
か

ら
追
加
出
荷
す
る
農
家
が

増
え
て
い
る
。

同
十
五
年
度
は
、
加
工

品
用
バ
ー
コ
ー
ド
シ

1
ル

作
成
シ
ス
テ
ム
、
四
回
線

分
の
情
報
受
発
信
シ
ス
テ

ム
の
拡
張
を
行
っ
た
。
か

ら
り
の
施
設
内
に
整
備
し

た
農
業
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
家
を
対
象
と
し
て

顧
客
管
理
、
農
業
簿
記
、

チ
ラ
シ
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
講
座
を
開
催
し
、
農
業

の
情
報
化
、
農
業
情
報
の
利
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
農
産
物

に
、
栽
培
方
法
、
レ
シ
ピ
な
ど
を
添
付
し
、
消
費
者
に
農
産

物
や
生
産
者
の
情
報
を
伝
え
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
十
六
年
度
は
、
生
産
履
歴
な
ど
の
情
報
を
直
売

所
の
庖
頭
で
開
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
か
ら
り
ネ
ッ
ト
に
付
加

す
る
。

携帯電話

販
売
情
報
で
新
鮮
な
震
産
物
を
追
加
出
荷

直
売
所
の
レ
ジ
で
売
り
上
げ
た
デ

l
タ
は
、
情
報
セ
ン
タ

ー
の
サ
ー
バ
ー
に
蓄
積
さ
れ
る
。
蓄
積
さ
れ
た
デ
l
タ
は
、

一
時
間
ご
と
に
農
家
、
品
目
、
単
価
ご
と
に
集
計
さ
れ
、
農

家
は
情
報
端
末
を
情
報
セ
ン
タ
ー
に
接
続
す
る
と
売
り
上
げ

デ
l
タ
が
確
認
で
き
る
。
農
家
は
家
に
居
な
が
ら
販
売
情
報

が
確
認
で
き
る
た
め
、
午
前
中
に
売
り
切
れ
た
場
合
は
、
追

加
出
荷
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
り
上
げ
の
噌
加
を
図
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
時
系
列
で
販
売
情
報
を
見
る
こ
と
に
よ

り
、
出
荷
品
に
対
す
る
来
客
者
の
支
持
度
合
い
を
読
み
取
る

こ
と
も
で
き
る
。
夕
方
の
販
売
情
報
で
、
売
れ
残
り
の
数
量

が
把
握
で
き
る
た
め
、
残
品
の
引
き
取
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
、
特
産
物
直
売
所
に
は

常
に
新
鮮
な
農
産
物
が
陳

列
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
フ
ァ
ク
ス
で
は

農
産
物
別
に
販
売
時
間
ご

と
の
直
売
所
全
体
の
売
り

上
げ
情
報
を
入
手
で
き
、

自
分
の
売
り
上
げ
と
対
比

す
る
こ
と
で
出
荷
し
た
農

産
物
の
評
価
を
確
認
し
、

価
格
や
内
容
量
を
決
め
る

参
考
に
な
る
。
販
売
デ
ー

タ
は
情
報
セ
ン
タ
ー
の
サ

ー
バ
ー
に
蓄
積
さ
れ
、
過

去
の
デ

l
タ
は
要
望
に
応

じ
て
瞬
時
に
引
き
出
す
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
作
付
け
、
出
荷
、
分
析
、
申
告
な
ど
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
産
物
直
売
所
で
の
売
り
上
げ

は
、
半
月
ご
と
に
集
計
し
、
毎
月
二
十
五
日
と
卜
日
の
二
回、

農
家
が
指
定
す
る
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
る
。
出
荷
者
は
、

販
売
日
、
品
目
、
単
価
、
販
売
額
な
ど
が
印
刷
さ
れ
た
明
細

書
で
期
間
中
の
売
り
上
げ
が
確
認
で
き
る
。

特
産
物
直
売
所
へ
の
出
荷
者
の
約
四
割
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
約
七
割
は
農
家
婦
人
で
あ
る
。
農
村

の
高
齢
化
と
兼
業
化
が
進
む
中
で
、
農
家
に
設
置
し
た
情
報

端
末
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
自
動
的
に
情
報
セ
ン
タ
ー
の
サ

ー
バ
ー
に
つ
な
が
り
、

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
デ
l
タ

の
入
出
力
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
誰
で
も
容
易
に
操
作
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
者
と
消
費
者
の
直
接
取
引
・
交
流
が
可
能
に

か
ら
り
ネ
ッ
ト
は
、
内
子
町
の
農
業
に
大
き
な
転
換
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
生
産
者
名
、
電
話
番
号
を
記
し
た
販
売
は
、

農
家
に
責
任
と
消
費
者
に
安
心
感
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

生
産
者
と
消
費
者
の
直
接
取
引
や
交
流
を
可
能
に
し
た
。
ま

た
、
携
帯
電
話
や
フ

ァ
ク
ス
で
販
売
状
況
を
把
握
で
き
る
た

め
、
特
産
物
直
売
所
か
ら
の
追
加
出
荷
に
よ
り
、
農
家
は
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

.
地
時
資
源
を
活
用
し
た
農
業
を
確
立

特
産
物
直
売
所
の
ほ
か
、
パ
ン
工
房

・
ア
グ
リ
加
工
場
な

ど
の
加
工
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
フ
レ

ッ
シ
ュ
パ

l
ク
か
ら
り
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流
の
場
で
あ

り
、
農
産
物
や
農
村
の
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
か
ら
り
で
は
常
に
農
家
が
主
役
に
な
っ
て
情
報

発
信
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
特
産
物
直
売
所
に
さ
ま
ざ
ま

な
農
家
が
集
ま
る
こ
と
で
、
情
報
や
技
術
が
共
有
化
さ
れ
て

お
り
、
特
産
物
直
売
所
で
元
気
を
取
り
戻
し
た
女
性
は
、
ア

グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
農
産
加
工
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
産
物
直
売
所
の
利
用
者
は
年
間
四
十
二
万
人
、
年
間

販
売
額
は
四
億

一
千
万
円
と
内
子
町
の
農
業
総
生
産
額
の

一

三

・
六
%
(
平
成
十
五
年
)
に
達
し
て
い
る
。
完
熟
の
フ
ル

ー
ツ
、
少
量
の
農
産
物
、
野
草
な
ど
既
存
の
流
通
で
は
商
品

と
な
ら
な
い
よ
う
な
産
品
が
販
売
さ
れ
る

一
方
、
農
産
物
加

工
品
な
ど
新
た
な
商
品
も
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
産
物
直
売
所
が

一
つ
の
観
光
資
源
と
呼

ろ
う

べ
る
ま
で
に
な
り
、
そ
れ
が
「
木
蝋
と
白
壁
の
町
」
と
し
て

有
名
に
な
っ
た
既
存
の
町
並
み
観
光
に
、
プ
ラ
ス
に
作
用
す

る
形
の
共
生
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。
フ
レ

ッ
シ
ュ
パ

l
ク

か
ら
り
は
、
内
子
町
の
農
業
を
変
え
、
農
家
の
人
生
も
変
え

て
い
る
。
農
村
女
性
は
、
直
売
所
運
動
に
か
か
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
経
済
的
・
社
会
的
に
自
立
す
る
道
を
歩
み
始
め
た
。

大
量
生
産
を
主
流
と
す
る
市
場
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
高
齢

者
は
、
作
る
喜
び
、
売
れ
る
喜
び
、
生
き
る
喜
び
を
見
い
だ

し
て
い
る
。
特
産
物
直
売
所
と
そ
れ
を
支
え
る
か
ら
り
ネ
ッ

ト
は
、
中
山
間
地
の
ハ
ン
デ
ィ
を
払
し
よ
く
す
る
だ
け
で
な

く
、
中
山
間
地
が
有
す
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
業
を
可

能
と
し
た
。
現
シ
ス
テ
ム
は
、
農
家
と
レ
ジ
を
結
ん
だ
も
の

だ
が
、
も
う
少
し
先
に
は
、
畑
と
消
費
者
が
結
ぼ
れ
る
時
代

が
見
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。
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地
域
自
立
に
向
け
た

コ
ミ
ユ

ア
イ

形
成

多
彩
な
活
動

清
武
町
は
宮
崎
県
の
中
南
部
に
位
置

し
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
宮
崎
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
て
い
る
。
新
興
住
宅
地
に
転
入
し
て

き
た
人
や
、

昔
か
ら
地
元
で
農
業
に
携
わ

っ
て
き
た
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
が
混

在
し
て
い
る
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
形
成
に
力
を
入
れ
て
い
る

N
P
O法
人

ハ
ー

ト

ム

は
つ
が
の
き
と
し

「き
よ
た
け
郷
心
叶
夢
」
の
初
鹿
野
聡
理

事
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

池
田
検
事
鮮
で
高
ま
っ
た

地
域
鍾
民
ぬ
当
事
者
意
識

大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
学
校
の
児
童

殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
当
時
、
清
武
町
で

も
通
学
路
に
お
け
る
不
審
者
の
出
没
な
ど

が
起
こ
っ
た
。
当
時
P
T
A
の
役
員
を
務

め
て
い
た
初
鹿
野
さ
ん
は
、

事
件
に
つ
い

て
議
論
す
る
中
で
、

学
校
内
だ
け
で
は
な

く、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
安
全
を
図
る

た
め
に
は
「
地
域
の
人
が
子
ど
も
を
育
て

る
意
識
が
必
要
で
あ
る
」
と
訴
え
た
。
そ

し
て
、
そ
の
意
識
を
育
み
、
引
き
出
す
た

め
の
方
策
と
し
て
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

(立
ち
番
)
を
行
う
際
に
必
要
な
保
護
者

の
当
番
や
立
ち
番
の
場
所
の
指
示
を
、
あ

え
て
行
わ
な
い
と
い
う
手
段
を
取
っ
た
。

こ
れ
は
、
「
親
の
意
識
を
高
め
る
た
め

に
は
、
危
険
な
場
所
を
子
ど
も
に
直
接
聞

く」

「ど
う
い
う
分
担
で
誰
が
や
れ
ば
い

い
か
は
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
自
分
た
ち

で
話
し
合
っ
て
決
め
る
」
と
い
う
考
え
に

基
づ
い
て
い
る
。
地
域
の
当
事
者
意
識
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
の
が

本
当
の
狙
い
で
あ
っ
た
。
当
然
、
保
護
者

た
ち
か
ら
は
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、

当

初
は
初
鹿
野
さ
ん
と
数
人
の
理
解
者
だ
け

の
パ
ト
ロ
ー
ル
(
立
ち
番
)
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
き
ち
ん
と
保
護
者
に
説
明
す
る

こ
と
で
理
解
を
得
て
、

一
週
間
ほ
ど
経
つ

と
自
主
的
に
立
ち
番
を
す
る
保
護
者
が
増

え
だ
し
た
。

こ
の
動
き
は
、
地
区
懇
談
会
な
ど
を
通

じ
て
他
地
区
に
も
広
が
り
、
次
第
に
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
独
自
の
方
法
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
。
初
鹿
野
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な

経
験
を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
当
事
者
意

初鹿野理事長

識
の
広
が
り
、
深
さ
に
気
付
く
こ
と
に
な

っ
た
。自

立
も
見
掛
域
社
会
回
復
に
向
け

N
Pん
古
来
設
立

ま
た
、
初
鹿
野
さ
ん
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
形
成
し
、
自
立
し
た
地
域
社
会

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
」
こ
と
を
訴
え
、
そ

の
た
め
に
は
「
住
民
が
地
域
の
問
題
や
課

題
に
当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と
の
重
要

さ
」
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
引

き
出
す

「仕
掛
け
づ
く
り
」
を
誰
か
が
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
れ

ま
で
は
、

P
T
A
の
仲
間
を
中
心
に
そ
の

コ
ア
と
な
る
べ
く
活
動
し
て
き
た
が
、

P

T
A
か
ら
抜
け
た
後
、
そ
う
し
た
活
動
を

継
続
す
る
た
め
に
は
N
P
O
の
よ

う
な
組
織
が
必
要
だ
と
考
え
、

「き
よ
た
け
郷
心
叶
夢」

の
設
立

に
踏
み
切
っ
た
。

問
団
体
は
、
幅
広
い
活
動
を
精

力
的
に
行
っ
て
い
る
。
宮
崎
南
署

と
協
定
を
結
ん
で
携
帯
電
話
を
使

っ
た
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
す
「
わ
が
ま
ち
ポ
リ

ス
」
の
取
り
組
み
、

「
ソ
ー
ラ
ー

ク
ッ
カ

l

(太
陽
光
を
使
っ
た
料

理
器
具
)
作
り
」
、
「
D
ボ
1
ト

(
段
ボ
ー
ル
の
ボ
l
ト
)
&
カ
ヌ

l
体
験
会
」
、

「廃
油
ろ
う
そ
く
と

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作

Dボート体験会
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地
域
自
立
に
向
け
た

コ
ミ
ユ

ア
イ

形
成

多
彩
な
活
動

清
武
町
は
宮
崎
県
の
中
南
部
に
位
置

し
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
宮
崎
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
て
い
る
。
新
興
住
宅
地
に
転
入
し
て

き
た
人
や
、

昔
か
ら
地
元
で
農
業
に
携
わ

っ
て
き
た
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
が
混

在
し
て
い
る
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
形
成
に
力
を
入
れ
て
い
る

N
P
O法
人

ハ
ー

ト

ム

は
つ
が
の
き
と
し

「き
よ
た
け
郷
心
叶
夢
」
の
初
鹿
野
聡
理

事
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

池
田
検
事
鮮
で
高
ま
っ
た

地
域
鍾
民
ぬ
当
事
者
意
識

大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
学
校
の
児
童

殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
当
時
、
清
武
町
で

も
通
学
路
に
お
け
る
不
審
者
の
出
没
な
ど

が
起
こ
っ
た
。
当
時
P
T
A
の
役
員
を
務

め
て
い
た
初
鹿
野
さ
ん
は
、

事
件
に
つ
い

て
議
論
す
る
中
で
、

学
校
内
だ
け
で
は
な

く、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
安
全
を
図
る

た
め
に
は
「
地
域
の
人
が
子
ど
も
を
育
て

る
意
識
が
必
要
で
あ
る
」
と
訴
え
た
。
そ

し
て
、
そ
の
意
識
を
育
み
、
引
き
出
す
た

め
の
方
策
と
し
て
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

(立
ち
番
)
を
行
う
際
に
必
要
な
保
護
者

の
当
番
や
立
ち
番
の
場
所
の
指
示
を
、
あ

え
て
行
わ
な
い
と
い
う
手
段
を
取
っ
た
。

こ
れ
は
、
「
親
の
意
識
を
高
め
る
た
め

に
は
、
危
険
な
場
所
を
子
ど
も
に
直
接
聞

く」

「ど
う
い
う
分
担
で
誰
が
や
れ
ば
い

い
か
は
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
自
分
た
ち

で
話
し
合
っ
て
決
め
る
」
と
い
う
考
え
に

基
づ
い
て
い
る
。
地
域
の
当
事
者
意
識
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
の
が

本
当
の
狙
い
で
あ
っ
た
。
当
然
、
保
護
者

た
ち
か
ら
は
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、

当

初
は
初
鹿
野
さ
ん
と
数
人
の
理
解
者
だ
け

の
パ
ト
ロ
ー
ル
(
立
ち
番
)
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
き
ち
ん
と
保
護
者
に
説
明
す
る

こ
と
で
理
解
を
得
て
、

一
週
間
ほ
ど
経
つ

と
自
主
的
に
立
ち
番
を
す
る
保
護
者
が
増

え
だ
し
た
。

こ
の
動
き
は
、
地
区
懇
談
会
な
ど
を
通

じ
て
他
地
区
に
も
広
が
り
、
次
第
に
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
独
自
の
方
法
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
。
初
鹿
野
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な

経
験
を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
当
事
者
意

初鹿野理事長

識
の
広
が
り
、
深
さ
に
気
付
く
こ
と
に
な

っ
た
。自

立
も
見
掛
域
社
会
回
復
に
向
け

N
Pん
古
来
設
立

ま
た
、
初
鹿
野
さ
ん
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
形
成
し
、
自
立
し
た
地
域
社
会

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
」
こ
と
を
訴
え
、
そ

の
た
め
に
は
「
住
民
が
地
域
の
問
題
や
課

題
に
当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と
の
重
要

さ
」
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
引

き
出
す

「仕
掛
け
づ
く
り
」
を
誰
か
が
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
れ

ま
で
は
、

P
T
A
の
仲
間
を
中
心
に
そ
の

コ
ア
と
な
る
べ
く
活
動
し
て
き
た
が
、

P

T
A
か
ら
抜
け
た
後
、
そ
う
し
た
活
動
を

継
続
す
る
た
め
に
は
N
P
O
の
よ

う
な
組
織
が
必
要
だ
と
考
え
、

「き
よ
た
け
郷
心
叶
夢」

の
設
立

に
踏
み
切
っ
た
。

問
団
体
は
、
幅
広
い
活
動
を
精

力
的
に
行
っ
て
い
る
。
宮
崎
南
署

と
協
定
を
結
ん
で
携
帯
電
話
を
使

っ
た
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
す
「
わ
が
ま
ち
ポ
リ

ス
」
の
取
り
組
み
、

「
ソ
ー
ラ
ー

ク
ッ
カ

l

(太
陽
光
を
使
っ
た
料

理
器
具
)
作
り
」
、
「
D
ボ
1
ト

(
段
ボ
ー
ル
の
ボ
l
ト
)
&
カ
ヌ

l
体
験
会
」
、

「廃
油
ろ
う
そ
く
と

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
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り
」
「
清
武
川
・
八
重
川
キ
レ
イ
キ
レ
イ

作
戦
」
「
中
高
年
者
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

教
室
」
か
ら
「
合
併
問
題
勉
強
会
」
ま
で

と
幅
広
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、

住
民
の
地
域
の
問
題
や
諜
題
に
対
す
る

「
当
事
者
意
識
」
を
育
み
、
引
き
出
し
、

解
決
策
を
見
出
す
た
め
の
仕
掛
け
に
な
る

よ
う
に
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

-・・圃盟u車田..... 

廃
油
ろ
う
そ
く
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

ャ
ン
ド
ル
作
り
を
例
に
と
る
と
、
町
を
流

設立年=平成14年4月

設立・運営主体=自主的組織

代表者=初鹿野聡

会員数=15人

<事務局連絡先>

〒889-1606

宮崎県宮崎郡清武町池田台21-13

(電話)070-5198-6603 

れ
る
八
重
川
の
汚
染
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
問
題
意
識
か
ら
活
動
が
始
ま

っ
た
。
川
の
汚
染
を
調
べ
る
と
、

家
庭
か
ら
出
る
廃
油
が
主
な
原

因
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
汚
染
源

を
減
ら
す
た
め
に
、
廃
油
ろ
う

そ
く
作
り
を
通
じ
、
環
境
問
題

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
を
考

え
つ
い
た
。
し
か
し
、
た
だ
作

る
だ
け
で
は
な
か
な
か
当
事
者

意
識
は
育
た
ず
、
単
発
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
終
わ
っ
て
し
ま

と
う
か

う
。
そ
の
た
め
、
「
な
ら
燈
花

、一え会
」
を
参
考
に
、
作
っ
た
ろ
う

そ
く
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
や
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
か
た

ど
っ
た
り
、

「
百
万
人
の
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
と
環
境
省
の

「
C
0
2
削
減
・
百
万
人
の
環
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
、

河
川
敷
に
星
空
を
描
い
た
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
活
動
を
廃
油
ろ
う
そ
く
作
り
だ
け

に
終
わ
ら
せ
ず
、
継
続
的
に
地
域
の
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
、
廃

油
が
川
を
汚
す
こ
と
を
訴
え
る
機
会
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
広
く
地
域
の
問
題
や
課

題
を
認
識
し
、
そ
れ
を
基
に
取
り
組
み
を

始
め
る
た
め
、
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
自

然
と
い
ろ
い
ろ
な
企
画
が
生
ま
れ
て
く
る

結
果
に
結
び
付
い
て
い
る
。

専
門
ゐ
渇
郵
展
開
に
必
要
な

他
国
停
匙
ぬ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

メ
ン
バ
ー
は
主
婦
が
多
く
、
自
ら
が
持

つ
専
門
的
な
知
識
を
活
動
に
活
か
し
て
い

る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
専

門
的
な
知
識
が
必
要
な
場
合
は
、
他
団
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
協
力
し

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
活
動
を
進
め
て
い
く
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
団
体
と
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
初
鹿
野
さ
ん
は
同
団
体
の
活
動

以
外
に
も
、
本
業
の
建
築
士
の
仕
事
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
の
参

加
、
講
演
会
へ
の
出
演
な
ど
、
大
変
忙
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
今
年

十
月
に
県
か
ら
「

N
P
O活
動
促
進
支
援

研
修
事
業
」
を
受
託
し
、
ま
す
ま
す
多
忙

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

は
初
鹿
野
さ
ん
が
中
心
に
活
動
し
て
き
た

が
、
今
後
は
地
域
で
の
活
動
が
お
ろ
そ
か

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
十
五
人

が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
企
画
し
、
実
行
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

住
民
除
当
勺
者
意
識
を
持
た
せ
る

仕
掛

6
0込
り
の
必
要
さ

「
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
の
自

立
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
仕

掛
け
づ
く
り
が
で
き
る
団
体
が
各
地
に
必

要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
問
題
や
諜
題
を
住
民
自
身
が
解
決
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
が
輝
く
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
が
宮
崎
県
、
そ
し
て
、

日
本
全
体
の
蹄
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
う
」
と
初
鹿
野
さ
ん
は
熱
く
語
っ
て
く

れ
た
。

地
域
の
問
題
・
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
自
由
な
発
想
で
取
り
組
ん
で
い
る
問

団
体
の
取
り
組
み
を
み
る
と
、

N
P
O法

人
の
強
み
・
可
能
性
を
強
く
感
じ
た
。
ま

た
、
自
分
た
ち
が
率
先
し
て
や
る
だ
け
で

は
な
く
、
住
民
に
当
事
者
意
識
を
持
た
せ

る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
す
る
こ
と
の

必
要
性
に
気
付
か
さ
れ
た
。
今
後
、
こ
う

い
っ
た
団
体
が
各
地
で
生
ま
れ
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

田
中
真
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り
」
「
清
武
川
・
八
重
川
キ
レ
イ
キ
レ
イ

作
戦
」
「
中
高
年
者
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

教
室
」
か
ら
「
合
併
問
題
勉
強
会
」
ま
で

と
幅
広
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、

住
民
の
地
域
の
問
題
や
諜
題
に
対
す
る

「
当
事
者
意
識
」
を
育
み
、
引
き
出
し
、

解
決
策
を
見
出
す
た
め
の
仕
掛
け
に
な
る

よ
う
に
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

-・・圃盟u車田..... 

廃
油
ろ
う
そ
く
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

ャ
ン
ド
ル
作
り
を
例
に
と
る
と
、
町
を
流
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れ
る
八
重
川
の
汚
染
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
問
題
意
識
か
ら
活
動
が
始
ま

っ
た
。
川
の
汚
染
を
調
べ
る
と
、

家
庭
か
ら
出
る
廃
油
が
主
な
原

因
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
汚
染
源

を
減
ら
す
た
め
に
、
廃
油
ろ
う

そ
く
作
り
を
通
じ
、
環
境
問
題

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
を
考

え
つ
い
た
。
し
か
し
、
た
だ
作

る
だ
け
で
は
な
か
な
か
当
事
者

意
識
は
育
た
ず
、
単
発
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
終
わ
っ
て
し
ま

と
う
か

う
。
そ
の
た
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、
「
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ら
燈
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」
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、
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パ
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、
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ル
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2
削
減
・
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」
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ペ
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に
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て
、

河
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敷
に
星
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を
描
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。
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と
で
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を
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油
ろ
う
そ
く
作
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だ
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に
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わ
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、
継
続
的
に
地
域
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ど

も
か
ら
大
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
、
廃

油
が
川
を
汚
す
こ
と
を
訴
え
る
機
会
が
で

き
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の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
広
く
地
域
の
問
題
や
課

題
を
認
識
し
、
そ
れ
を
基
に
取
り
組
み
を

始
め
る
た
め
、
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
自

然
と
い
ろ
い
ろ
な
企
画
が
生
ま
れ
て
く
る

結
果
に
結
び
付
い
て
い
る
。

専
門
ゐ
渇
郵
展
開
に
必
要
な

他
国
停
匙
ぬ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

メ
ン
バ
ー
は
主
婦
が
多
く
、
自
ら
が
持

つ
専
門
的
な
知
識
を
活
動
に
活
か
し
て
い

る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
専

門
的
な
知
識
が
必
要
な
場
合
は
、
他
団
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
協
力
し

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
活
動
を
進
め
て
い
く
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
団
体
と
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
初
鹿
野
さ
ん
は
同
団
体
の
活
動

以
外
に
も
、
本
業
の
建
築
士
の
仕
事
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
の
参

加
、
講
演
会
へ
の
出
演
な
ど
、
大
変
忙
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
今
年

十
月
に
県
か
ら
「

N
P
O活
動
促
進
支
援

研
修
事
業
」
を
受
託
し
、
ま
す
ま
す
多
忙

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

は
初
鹿
野
さ
ん
が
中
心
に
活
動
し
て
き
た

が
、
今
後
は
地
域
で
の
活
動
が
お
ろ
そ
か

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
十
五
人

が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
企
画
し
、
実
行
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

住
民
除
当
勺
者
意
識
を
持
た
せ
る

仕
掛

6
0込
り
の
必
要
さ

「
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
の
自

立
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
仕

掛
け
づ
く
り
が
で
き
る
団
体
が
各
地
に
必

要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
問
題
や
諜
題
を
住
民
自
身
が
解
決
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
が
輝
く
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
が
宮
崎
県
、
そ
し
て
、

日
本
全
体
の
蹄
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
う
」
と
初
鹿
野
さ
ん
は
熱
く
語
っ
て
く

れ
た
。

地
域
の
問
題
・
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
自
由
な
発
想
で
取
り
組
ん
で
い
る
問

団
体
の
取
り
組
み
を
み
る
と
、

N
P
O法

人
の
強
み
・
可
能
性
を
強
く
感
じ
た
。
ま

た
、
自
分
た
ち
が
率
先
し
て
や
る
だ
け
で

は
な
く
、
住
民
に
当
事
者
意
識
を
持
た
せ

る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
す
る
こ
と
の

必
要
性
に
気
付
か
さ
れ
た
。
今
後
、
こ
う

い
っ
た
団
体
が
各
地
で
生
ま
れ
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
。

側
地
域
活
性
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セ
ン
タ
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編
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・
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農
家
蔵
保
存
と

ク
リ
ー
ン
圃

ツ
ー
リ
ズ
ム

ー
農
村
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
|

独
特
命

庭
園
が
残
る
尾
上
町

青
森
県
尾
上
町
は
津
軽
平
野
の
東
端
、

南
津
軽
郡
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
津
軽

富
士
と
呼
ば
れ
る
岩
木
山
が
山
す
そ
ま
で

見
渡
せ
る
。
こ
の
町
に
は
、
全
国
の
ど
こ

に
も
な
い
素
晴
ら
し
い
景
観
が
残
っ
て
い

る
。
農
家
蔵
だ
。
そ
れ
も
、

一
つ
や
二
つ

で
は
な
い
。
全
部
で
三
百
三
十
四
も
あ
る

と
い
う
。
蔵
の
所
有
者
の
九
四
%
が
農
家

で
「
農
家
蔵
は
繁

栄
の
証
だ
っ
た
。

自
分
た
ち
の
蔵
を

誇
示
す
る
た
め
、

競
っ
て
素
晴
ら
し

い
蔵
を
つ
く
っ

た
。
こ
れ
が
何
十

年
も
経
た
今
、
素

晴
ら
し
い
農
村
景

観
を
つ
く
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

尾
上
町
の
景
観
を
よ
り

一
層
鮮
や
か
に

し
て
い
る
の
は
、
農
家
蔵
の
隣
に
あ
る
庭

園
だ
。
同
町
は
、
青
森
県
内
で
も
屈
指
の

造
園
業
が
盛
ん
な
町
で
、
昔
か
ら
農
家
が

身
近
な
庭
園
文
化
を
楽
し
ん
で
き
た
。
こ

こ
尾
上
町
の
庭
園
は
家
庭
用
の
小
さ
な
も

の
が
多
い
が
、
そ
の
庭
園
の
素
晴
ら
し
き

は
、
小
さ
く
て
も
全
く
見
劣
り
し
な
い
、

非
常
に
存
在
感
あ
ふ
れ
た
も
の
ば
か
り
で

あ
る
。
隣
り
合
っ
て
立
つ

農
家
蔵
の
白
さ
と
庭
園
の

緑
が
よ
く
映
え
、
独
特
の

技
法
で
作
ら
れ
た
松
の
曲

線
美
が
加
わ
り
、
見
事
な

景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

一
見
、
宮
廷

を
思
わ
せ
る
見
事
な
庭
園

が
、
の
ど
か
な
農
村
風
景

-・圃旦u重量盟-掴・・・

設立年.平成14年1月

設立 ・運営主体・自主的組織

代表者・小野正博

会員数.50人

<事務局連絡先>

〒036一0242
青森県南津軽郡尾上町

猿賀字南野53-10

(電話)0172-57-5190 

e-mailekura-334club@smile.ocn.ne.jp 
URL・http://www4.ocn.ne.jp/kura-334/

に
馴
染
み
、
農
家
が
日
常
生
活
の
中
で
楽

し
む
文
化
と
し
て
根
付
い
て
い
る
。

こ
の
農
家
蔵
と
庭
園
に
価
値
を
見
い
だ

し
、
保
存
運
動
と
そ
れ
に
絡
む
グ
リ
ー

ン
・
ツ
l
リ
ズ
ム
事
業
を
行
っ
て
い
る
の

が、

N
P
O法
人
尾
上
町
蔵
保
存
利
活
用

促
進
会
(
以
下
保
存
会
)
で
あ
る
。
蔵
の

建
造
主
、
職
人
も
い
な

い
今
日
、
蔵
は
減
っ
て

も
増
え
る
こ
と
は
な

い
。
ゆ
え
に
、
蔵
保
存

と
利
活
用
を
推
進
す
る

組
織
の
必
要
性
か
ら

一

人
で
も
多
く
の
人
に
こ

の
実
情
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
町
内
外
賛
同

者
二
十
六
人
で
二
0
0

二
年

一
月
に
同
会
を
設

立
し
、

翌
O
三
年
八
月
に

N
P
O法
人
格

を
取
得
し
た
。
保
存
会
常
務
理
事
の
佐
藤

正
彦
氏
は
、
農
家
蔵
に
つ
い
て
、
「
農
家

に
と
っ
て
今
で
は
単
な
る
物
置
と
し
て
の

利
用
価
値
し
か
な
い
。
た
だ
朽
ち
果
て
る

の
を
待
っ
て
い
る
状
態
だ
」
と
保
存
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
る
。

都
市
海
側
愛
流
で

生
ま

ーる
通
勤
“

保
存
会
の
活
動
は
、
農
家
蔵
保
存
と
庭

園
な
ど
農
村
景
観
を
活
用
し
た
グ
リ
ー

ン
・
ツ
l
リ
ズ
ム
の
推
進
で
あ
る
。
農
家

蔵
と
庭
園
に
よ
る
農
村
文
化
漂
う
町
づ
く

ト推地 大者案でのコ園圃圃.，醇・匝油田園-司畠~そ 業交起わり
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三
十
八
人
を
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
と
し
て
受

け
入
れ
、
う
ち
七
十
六
人
を
保
存
会
が
初
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農
家
蔵
保
存
と

ク
リ
ー
ン
圃

ツ
ー
リ
ズ
ム

ー
農
村
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
|

独
特
命

庭
園
が
残
る
尾
上
町

青
森
県
尾
上
町
は
津
軽
平
野
の
東
端
、

南
津
軽
郡
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
津
軽

富
士
と
呼
ば
れ
る
岩
木
山
が
山
す
そ
ま
で

見
渡
せ
る
。
こ
の
町
に
は
、
全
国
の
ど
こ

に
も
な
い
素
晴
ら
し
い
景
観
が
残
っ
て
い

る
。
農
家
蔵
だ
。
そ
れ
も
、

一
つ
や
二
つ

で
は
な
い
。
全
部
で
三
百
三
十
四
も
あ
る

と
い
う
。
蔵
の
所
有
者
の
九
四
%
が
農
家

で
「
農
家
蔵
は
繁

栄
の
証
だ
っ
た
。

自
分
た
ち
の
蔵
を

誇
示
す
る
た
め
、

競
っ
て
素
晴
ら
し

い
蔵
を
つ
く
っ

た
。
こ
れ
が
何
十

年
も
経
た
今
、
素

晴
ら
し
い
農
村
景

観
を
つ
く
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

尾
上
町
の
景
観
を
よ
り

一
層
鮮
や
か
に

し
て
い
る
の
は
、
農
家
蔵
の
隣
に
あ
る
庭

園
だ
。
同
町
は
、
青
森
県
内
で
も
屈
指
の

造
園
業
が
盛
ん
な
町
で
、
昔
か
ら
農
家
が

身
近
な
庭
園
文
化
を
楽
し
ん
で
き
た
。
こ

こ
尾
上
町
の
庭
園
は
家
庭
用
の
小
さ
な
も

の
が
多
い
が
、
そ
の
庭
園
の
素
晴
ら
し
き

は
、
小
さ
く
て
も
全
く
見
劣
り
し
な
い
、

非
常
に
存
在
感
あ
ふ
れ
た
も
の
ば
か
り
で

あ
る
。
隣
り
合
っ
て
立
つ

農
家
蔵
の
白
さ
と
庭
園
の

緑
が
よ
く
映
え
、
独
特
の

技
法
で
作
ら
れ
た
松
の
曲

線
美
が
加
わ
り
、
見
事
な

景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

一
見
、
宮
廷

を
思
わ
せ
る
見
事
な
庭
園

が
、
の
ど
か
な
農
村
風
景

-・圃旦u重量盟-掴・・・

設立年.平成14年1月

設立 ・運営主体・自主的組織

代表者・小野正博

会員数.50人

<事務局連絡先>

〒036一0242
青森県南津軽郡尾上町

猿賀字南野53-10

(電話)0172-57-5190 

e-mailekura-334club@smile.ocn.ne.jp 
URL・http://www4.ocn.ne.jp/kura-334/

に
馴
染
み
、
農
家
が
日
常
生
活
の
中
で
楽

し
む
文
化
と
し
て
根
付
い
て
い
る
。

こ
の
農
家
蔵
と
庭
園
に
価
値
を
見
い
だ

し
、
保
存
運
動
と
そ
れ
に
絡
む
グ
リ
ー

ン
・
ツ
l
リ
ズ
ム
事
業
を
行
っ
て
い
る
の

が、

N
P
O法
人
尾
上
町
蔵
保
存
利
活
用

促
進
会
(
以
下
保
存
会
)
で
あ
る
。
蔵
の

建
造
主
、
職
人
も
い
な

い
今
日
、
蔵
は
減
っ
て

も
増
え
る
こ
と
は
な

い
。
ゆ
え
に
、
蔵
保
存

と
利
活
用
を
推
進
す
る

組
織
の
必
要
性
か
ら

一

人
で
も
多
く
の
人
に
こ

の
実
情
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
町
内
外
賛
同

者
二
十
六
人
で
二
0
0

二
年

一
月
に
同
会
を
設

立
し
、

翌
O
三
年
八
月
に

N
P
O法
人
格

を
取
得
し
た
。
保
存
会
常
務
理
事
の
佐
藤

正
彦
氏
は
、
農
家
蔵
に
つ
い
て
、
「
農
家

に
と
っ
て
今
で
は
単
な
る
物
置
と
し
て
の

利
用
価
値
し
か
な
い
。
た
だ
朽
ち
果
て
る

の
を
待
っ
て
い
る
状
態
だ
」
と
保
存
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
る
。

都
市
海
側
愛
流
で

生
ま

ーる
通
勤
“

保
存
会
の
活
動
は
、
農
家
蔵
保
存
と
庭

園
な
ど
農
村
景
観
を
活
用
し
た
グ
リ
ー

ン
・
ツ
l
リ
ズ
ム
の
推
進
で
あ
る
。
農
家

蔵
と
庭
園
に
よ
る
農
村
文
化
漂
う
町
づ
く
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三
十
八
人
を
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
と
し
て
受

け
入
れ
、
う
ち
七
十
六
人
を
保
存
会
が
初
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め
て
受
け
入
れ
た
。
保
存
会
と
し
て
は
、

受
け
入
れ
農
家
へ
の
啓
も
う
が
大
事
な
仕

事
で
あ
っ
た
が
、
農
家
側
も
初
め
て
の
試

み
な
た
め
、
何
か
と
不
安
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
い
っ
た
ん
受
け
入
れ
を
経
験
す
る

と
、
最
初
は
あ
ま
り
前
向
き
で
な
か
っ
た

農
家
も
、
ま
る
で
自
分
の
子
ど
も
が
増
え
、

に
ぎ
や
か
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
ま
た

受
け
入
れ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
生
徒
た
ち
も
豊
か
な
自
然
や
温
か

い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
楽
し
い
思
い
出
と
な

り
、
再
訪
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う
。

自
主
蹴
稲
崎
保
と

受
け
採
れ
農
家
の
拡
充
、
が
課
題

保
存
会
が
活
動
を
継
続
し
て
い
く
上

で
、
課
題
が
三
つ
あ
る
。
ま
ず
は
、
自
主

財
源
確
保
の
問
題
で
あ
る
。
自
主
財
源
不

足
の
た
め
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
で
き

な
い
。
し
か
し
、
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い

く
上
で
現
在
が

一
番
の
飛
躍
・
成
長
時
期

に
あ
る
た
め
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
の
課
題
は
、
農
家
蔵
の
保
全
事

業
で
あ
る
。
早
急
に
補
修
が
必
要
な
蔵
が

全
部
で
五
十
棟
も
あ
る
。
補
修
費
は
お
お

む
ね
五
千
万
円
必
要
だ
と
い
う
。
農
家
の

人
は
、
農
家
蔵
に
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
を
持

っ
て
お
ら
ず
、
保
存
・
補
修
を
行
う
意
思ねん

が
な
い
た
め
、
そ
の
分
の
事
業
費
を
捻

し
ゆ
っ出
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

農家蔵と庭園

ま
た
、

三
つ
目
の
課
題
は
グ
リ
ー
ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
事
業
の
定
着
・
推
進
で
あ

る
。
始
め
た
ば
か
り
な
の
で
、
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
受
け
入
れ
農
家
の
確
保
・
拡
充
の

必
要
性
な
ど
、
検
討
事
項
が
多
い
。

今
後
、
保
存
会
が
活
動
を
し
て
い
く
中

で
、
地
域
づ
く
り
と
グ
リ
ー
ン
・
ツ

l
リ

ズ
ム
を
連
携
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
農
家
蔵
の
ブ
ラ
ン
ド
化
確
立
の

た
め
、
蔵
の
補
修
・
保
全
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
国
や
企
業
の
基
金
助
成
制
度
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
の
助
成
金
を

利
用
す
る
に
は
、
文
化
庁
の
文
化
財
指
定

登
録
建
造
物
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

登
録
に
向
け
て
今
年
九
月
、
文
化
財
指

定
登
録
調
査
を
開
始
、

O
六
年
度
ま
で
に

調
査
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
保
存
・

整
備
が
進
む
中
で
、
農
村
文
化
を
再
発
掘

し
、
農
村
文
化
の
漂
う
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
て
い
く
。
そ
こ
で
グ
リ
ー
ン
・
ツ

l
リ

ズ
ム
が
定
着
す
れ
ば
、
農
家
に
と
っ
て
は

新
た
な
収
入
が
確
保
で
き
、
農
業
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
。
そ
う
し
て
「
都
市
と

農
村
の
共
生
・
交
流
」
の
輸
が
広
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

地
域
導
d
d
vに
必
要
な

強
い
震
思
選
郷
土
霊

今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
佐
藤
常

務
理
事
は
、
実
は
元
農
協
職
員
だ
っ
た
。

し
か
し
三
年
前
、
農
協
を
退
職
し
、
尾
上

町
の
農
家
蔵
保
全
と
庭
園
な
ど
農
村
景
観

を
活
用
し
た
農
村
活
性
化
を
図
る
こ
と

に
、
半
生
を
さ
さ
げ
る
決
断
を
し
た
。
財

源
不
足
に
よ
り
専
従
ス
タ
ッ
フ
が
雇
え
な

い
た
め
、
す
べ
て
佐
藤
氏

一
人
で
行
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
佐
藤
氏
は
こ
の
仕
事
が
本
当

に
楽
し
い
と
い
う
。
最
初
は
、
不
安
も
あ

っ
た
。
収
入
が
途
絶
え
た
が
、
農
家
の
た

め
に
働
く
同
氏
の
姿
を
見
て
、
周
り
の
人

の
心
が
動
い
た
。
そ
う
し
て
佐
藤
氏
も
予

想
し
な
い
こ
と
が
次
々
と
起
こ
っ
た
。

例
え
ば
、
農
林
水
産
省
の
「
村
の
伝
統

文
化
顕
彰
」
農
村
振
興
局
長
賞
受
賞
を
は

さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
。
ま
た
こ

の
活
動
を

N
H
K
や
青
森
テ
レ
ビ
が
放

映
、
新
聞
各
社
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
保
存

会
の
知
名
度
が
上
が
っ
た
。
自
然
と
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
、
そ
し
て
生

き
方
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
々
が
増
え
た
。

佐
藤
氏
は
、
改
め
て
「
自
分
の
や
っ
て

き
た
こ
と
に
は
、

一
寸
の
狂
い
も
無
か
っ

た
」
と
い
う
。
今
で
は

一
カ
月
先
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
既
に
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
大

変
で
は
あ
る
が
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
ど

ん
ど
ん
紹
介
し
て
い
け
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
る
。

「
自
分
が

一
番
楽
し
ん
で
い
る
。
感
動

が
人
を
変
え
、
地
域
を
変
え
る
。
何
か
を

起
こ
せ
ば
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
。
勢

い
が
つ
く
。
大
事
な
の
は
、
理
論
・
理
屈

で
は
な
く
具
体
的
な
行
動
で
あ
る
」
と
強

調
し
、
「
(
自
分
の
活
動
に
対
す
る
)
中
傷

批
判
は
全
く
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
」
と

語
る
同
氏
の
笑
顔
に
は
、
何
が
何
で
も
成

し
遂
げ
る
と
い
う
強
い
意
思
が
あ
り
、
頼

も
し
き
を
感
じ
た
。

こ
う
し
た
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
人
材
が
い

る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
地
域
づ
く
り
に
大

切
な
財
産
で
あ
る
と
思
っ
た
。
佐
藤
氏
の

今
後
の
活
動
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

じ
め
、

制御
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

木
下
奈
緒
美
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め
て
受
け
入
れ
た
。
保
存
会
と
し
て
は
、

受
け
入
れ
農
家
へ
の
啓
も
う
が
大
事
な
仕

事
で
あ
っ
た
が
、
農
家
側
も
初
め
て
の
試

み
な
た
め
、
何
か
と
不
安
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
い
っ
た
ん
受
け
入
れ
を
経
験
す
る

と
、
最
初
は
あ
ま
り
前
向
き
で
な
か
っ
た

農
家
も
、
ま
る
で
自
分
の
子
ど
も
が
増
え
、

に
ぎ
や
か
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
ま
た

受
け
入
れ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
生
徒
た
ち
も
豊
か
な
自
然
や
温
か

い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
楽
し
い
思
い
出
と
な

り
、
再
訪
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う
。

自
主
蹴
稲
崎
保
と

受
け
採
れ
農
家
の
拡
充
、
が
課
題

保
存
会
が
活
動
を
継
続
し
て
い
く
上

で
、
課
題
が
三
つ
あ
る
。
ま
ず
は
、
自
主

財
源
確
保
の
問
題
で
あ
る
。
自
主
財
源
不

足
の
た
め
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
で
き

な
い
。
し
か
し
、
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い

く
上
で
現
在
が

一
番
の
飛
躍
・
成
長
時
期

に
あ
る
た
め
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
の
課
題
は
、
農
家
蔵
の
保
全
事

業
で
あ
る
。
早
急
に
補
修
が
必
要
な
蔵
が

全
部
で
五
十
棟
も
あ
る
。
補
修
費
は
お
お

む
ね
五
千
万
円
必
要
だ
と
い
う
。
農
家
の

人
は
、
農
家
蔵
に
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
を
持

っ
て
お
ら
ず
、
保
存
・
補
修
を
行
う
意
思ねん

が
な
い
た
め
、
そ
の
分
の
事
業
費
を
捻

し
ゆ
っ出
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

農家蔵と庭園

ま
た
、

三
つ
目
の
課
題
は
グ
リ
ー
ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
事
業
の
定
着
・
推
進
で
あ

る
。
始
め
た
ば
か
り
な
の
で
、
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
受
け
入
れ
農
家
の
確
保
・
拡
充
の

必
要
性
な
ど
、
検
討
事
項
が
多
い
。

今
後
、
保
存
会
が
活
動
を
し
て
い
く
中

で
、
地
域
づ
く
り
と
グ
リ
ー
ン
・
ツ

l
リ

ズ
ム
を
連
携
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
農
家
蔵
の
ブ
ラ
ン
ド
化
確
立
の

た
め
、
蔵
の
補
修
・
保
全
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
国
や
企
業
の
基
金
助
成
制
度
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
の
助
成
金
を

利
用
す
る
に
は
、
文
化
庁
の
文
化
財
指
定

登
録
建
造
物
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

登
録
に
向
け
て
今
年
九
月
、
文
化
財
指

定
登
録
調
査
を
開
始
、

O
六
年
度
ま
で
に

調
査
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
保
存
・

整
備
が
進
む
中
で
、
農
村
文
化
を
再
発
掘

し
、
農
村
文
化
の
漂
う
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
て
い
く
。
そ
こ
で
グ
リ
ー
ン
・
ツ

l
リ

ズ
ム
が
定
着
す
れ
ば
、
農
家
に
と
っ
て
は

新
た
な
収
入
が
確
保
で
き
、
農
業
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
。
そ
う
し
て
「
都
市
と

農
村
の
共
生
・
交
流
」
の
輸
が
広
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

地
域
導
d
d
vに
必
要
な

強
い
震
思
選
郷
土
霊

今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
佐
藤
常

務
理
事
は
、
実
は
元
農
協
職
員
だ
っ
た
。

し
か
し
三
年
前
、
農
協
を
退
職
し
、
尾
上

町
の
農
家
蔵
保
全
と
庭
園
な
ど
農
村
景
観

を
活
用
し
た
農
村
活
性
化
を
図
る
こ
と

に
、
半
生
を
さ
さ
げ
る
決
断
を
し
た
。
財

源
不
足
に
よ
り
専
従
ス
タ
ッ
フ
が
雇
え
な

い
た
め
、
す
べ
て
佐
藤
氏

一
人
で
行
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
佐
藤
氏
は
こ
の
仕
事
が
本
当

に
楽
し
い
と
い
う
。
最
初
は
、
不
安
も
あ

っ
た
。
収
入
が
途
絶
え
た
が
、
農
家
の
た

め
に
働
く
同
氏
の
姿
を
見
て
、
周
り
の
人

の
心
が
動
い
た
。
そ
う
し
て
佐
藤
氏
も
予

想
し
な
い
こ
と
が
次
々
と
起
こ
っ
た
。

例
え
ば
、
農
林
水
産
省
の
「
村
の
伝
統

文
化
顕
彰
」
農
村
振
興
局
長
賞
受
賞
を
は

さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
。
ま
た
こ

の
活
動
を

N
H
K
や
青
森
テ
レ
ビ
が
放

映
、
新
聞
各
社
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
保
存

会
の
知
名
度
が
上
が
っ
た
。
自
然
と
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
、
そ
し
て
生

き
方
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
々
が
増
え
た
。

佐
藤
氏
は
、
改
め
て
「
自
分
の
や
っ
て

き
た
こ
と
に
は
、

一
寸
の
狂
い
も
無
か
っ

た
」
と
い
う
。
今
で
は

一
カ
月
先
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
既
に
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
大

変
で
は
あ
る
が
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
ど

ん
ど
ん
紹
介
し
て
い
け
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
る
。

「
自
分
が

一
番
楽
し
ん
で
い
る
。
感
動

が
人
を
変
え
、
地
域
を
変
え
る
。
何
か
を

起
こ
せ
ば
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
。
勢

い
が
つ
く
。
大
事
な
の
は
、
理
論
・
理
屈

で
は
な
く
具
体
的
な
行
動
で
あ
る
」
と
強

調
し
、
「
(
自
分
の
活
動
に
対
す
る
)
中
傷

批
判
は
全
く
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
」
と

語
る
同
氏
の
笑
顔
に
は
、
何
が
何
で
も
成

し
遂
げ
る
と
い
う
強
い
意
思
が
あ
り
、
頼

も
し
き
を
感
じ
た
。

こ
う
し
た
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
人
材
が
い

る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
地
域
づ
く
り
に
大

切
な
財
産
で
あ
る
と
思
っ
た
。
佐
藤
氏
の

今
後
の
活
動
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

じ
め
、

制御
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

木
下
奈
緒
美
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り

ジ

文
化
遺
産
の
保
護
を
優
先

A
γ
|
柵
ベ
ネ
チ
ア

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
主
任
講

師
で
あ
る
早
稲
田
大
学
の
宮
口
桐
油
教

授
を
団
長
と
す
る
海
外
研
修
に
、
塾
生
十

人
の

一
員
と
し
て
参
加
し
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
を
調
査
し
た
。

最
初
の
訪
問
地
ベ
ネ
チ
ア
は
、
「
水
の

都
」
と
呼
ば
れ
る
観
光
都
市
で
あ
る
。
辺

り

一
面
水
に
囲
ま
れ
、
街
の
中
も
網
目
の

よ
う
に
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
た

め
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
が
走
れ
る
道
路
が

無
く
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
徒
歩
か
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
の
タ
ク
シ
ー
、
水
上
乗
り
合
い

パ
ス
が
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
こ
こ
で
観
光
政
策
と
上
下

水
道
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ベ
ネ
チ
ア
の
古

い
芸
術
性
の
あ
る
建
物
を
破
壊
し
な
い
た

め
に
下
水
道
工
事
は
行
わ
ず
、

一
部
の
地

域
を
除
き
下
水
処
理
施
設
が
な
い
と
い

う
。
廃
水
が
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
る
水
路
の

水
質
は
随
分
悪
い
が
、
文
化
遺
産
保
護
が

優
先
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ベ
ネ
チ
ア
独
特
の
地
理

的
環
境
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
て
き
た

歴
史
的
建
造
物
や
伝
統
工
芸
品
を
自
分
た

ち
の
財
産
と
し
て
早
く
か
ら
認
識
し
、
し

っ
か
り
と
守
り
続
け
て
き
た
結
果
が
、
世

界
中
か
ら
人
々
を
引
き
付
け
る
今
日
の
ベ

ネ
チ
ア
の
価
値
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

水
路
に
浮
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ゴ
ミ

な
ど
が
か
な
り
目
に
付
い
た
も
の
の
、
街

中
に
は
近
代
的
な
ピ
ル
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が

一
切
な
く
、

車
が
走
ら
な
い

の
で
静
か
で
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
、
ベ
ネ

チ
ア
は
ま
さ
に
芸
術
の
街
並
み
、
た
た
ず

八
戸
地
減
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

-
若
宮
正
則

ま
い
だ
っ
た
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
何
か
せ

か
せ
か
し
て
い
る
日
本
の
都
市
と
は
、

一
味
も
二
昧
も
違
う
も
の
が
そ
こ
に
は

あ
っ
た
。

ジ

美
し
い
風
最
を
支
え
る
農
業
支
援

A
νと
観
光
政
叢
|
|
ス
イ
ス

イ
タ
リ
ア
か
ら
国
境
を
越
え
て
ス
イ
ス

に
入
る
と
、
美
し
い
農
村
風
景
が
現
れ
た
。

傾
斜
が
急
な
山
岳
地
帯
の
村
も
同
じ
く
素

晴
ら
し
い
景
観
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
に
お
い

て
訪
問
し
た
ジ
ユ
ラ
・
ベ
ル
ノ
ワ
地
方
農

業
育
成
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
条
件
不
利

地
に
お
け
る
農
業
支
援
制
度
と
観
光
政
策

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

ス
イ
ス
で
は
、
農
業
が
食
糧
生
産
以
外

に
も
自
然
生
活
基
盤
や
農
村
景
観
の
維

持
、
地
方
分
散
居
住
、
観
光
振
興
へ
の
寄

与
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
国
民
の
共
通
認
識
な
た
め
、
条
件

不
利
地
域
の
農
家
へ
の
直
接
所
得
保
障
制

度
に
よ
っ
て
、
農
家
の
生
計
の
維
持
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
に
環
境
保
護
や

観
光
な
ど
を
結
び
付
け
た
政
策
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

農
家
は
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
基
準
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
農
業
を
営
み、

美
し
い
農

村
の
景
観
と
環
境
、
観
光
資
源
の
維
持
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
保
障
を
受
け
て

い
て
も
農
家
の
所
得
は
決
し
て
高
い
水
準

で
は
な
く
、
農
家
人
口
も
減
少
し
て
い
る

と
い
う
。
ス
イ
ス
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
決
し
て
安
易
な
も
の
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
耕
地
の
荒
廃
が
進
む
日
本
と

は
大
き
く
異
な
る
農
村
と
農
業
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。

っゾ

公
共
交
通
活
用
の
ま
ち
づ
く
り

え
U
|
|
ω
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル

ス
イ
ス
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
入
り
、
ド
イ

ツ
国
境
近
く
の
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
市
に
お

い
て
公
共
交
通
機
関
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
学
ん
だ
。

こ
の
ま
ち
の
ト
ラ
ム

(路
面
電
車
)
は、

従
来
の
路
面
電
車
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く

異
な
り
、
騒
音
が
少
な
く
、
滑
ら
か
な
動

き
で
、
幅
も
広
く
乗
り
心
地
が
と
て
も
良

い
。
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
は
、
こ
の
ト
ラ
ム

を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
交
通
政
策
に
よ
っ
て
、
徒
歩
、
自
転
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水
上
乗
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と
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い
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。

私
た
ち
は
、
こ
こ
で
観
光
政
策
と
上
下

水
道
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ベ
ネ
チ
ア
の
古

い
芸
術
性
の
あ
る
建
物
を
破
壊
し
な
い
た

め
に
下
水
道
工
事
は
行
わ
ず
、

一
部
の
地

域
を
除
き
下
水
処
理
施
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が
な
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と
い
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よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
学
ん
だ
。

こ
の
ま
ち
の
ト
ラ
ム

(路
面
電
車
)
は、

従
来
の
路
面
電
車
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く

異
な
り
、
騒
音
が
少
な
く
、
滑
ら
か
な
動

き
で
、
幅
も
広
く
乗
り
心
地
が
と
て
も
良

い
。
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
は
、
こ
の
ト
ラ
ム

を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
交
通
政
策
に
よ
っ
て
、
徒
歩
、
自
転
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車
、
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
車
依
存
社
会
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
て
い
る
。
郊
外
の
駅
に
は
駐
車
場

を
設
け
、
駐
車
料
金
を
中
心
街
よ
り
安
く

設
定
す
る
パ

I
ク
&
ラ
イ
ド
を
充
実
さ
せ

て
、
中
心
街
か
ら
車
を
排
除
し
、
歩
行
者

専
用
空
間
と
い
う
新
た
な
憩
い
の
空
間
と

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

線
路
内
に
芝
生
を
植
え
、
沿
線
に
植
樹
し

た
り
と
、
景
観
・
環
境
に
も
非
常
に
配
慮

し
て
い
る
。
都
市
計
画
も
ト
ラ
ム
中
心
の

も
の
に
転
換
し
て
い
る
と
い
う
。

ト
ラ
ム
導
入
に
当
た
り
、
行
政
と
市
民

と
は
年
間
百
回
延
べ
五
百
回
以
上
も
の
協

議
を
通
じ
、
じ
っ
く
り
と
論
議
を
行
っ
て

い
る
。
行
政
と
市
民
の
事
前
協
議
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
日
本
の
住

民
説
明
会
と
は
全
然
違
う
も
の
で
あ
っ

た
。
本
当
に
良
い
「
も
の
」
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
の
な
ら
ば
、
じ
っ
く
り
と
論
議
す

る
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

トラム (ス卜ラスプール)

ジ

伝
統
を
守
り
な
が
ら
作
り
続
け
る

i
u
シ
ャ
ン
パ
ン
|
|
仙
エ
ベ
ル
ネ

最
後
に
フ
ラ
ン
ス
北
東
部
、
シ
ャ
ン
パ

l
ニ
ユ
地
方
の
エ
ベ
ル
ネ
に
お
い
て
、
歴

史
、
風
土
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
を

学
ん
だ
。
こ
の
地
方
は
ブ
ド
ウ
栽
培
が
盛

ん
で
、

一
面
の
ブ
ド
ウ
畑
の
中
を
縫
う
よ

う
に
走
る
幾
筋
も
の
「
シ
ャ
ン
パ
ン
街
道
」

の
合
流
点
に
位
置
し
て
お
り
、
車
窓
か
ら

ブドウ畑 (エベルネ)

の
風
景
も
美
し
い
。
ま
ち
の
目
抜
き
通
り

に
は
名
だ
た
る
大
手
シ
ャ
ン
パ
ン
メ
ー
カ

ー
の
本
社
が
立
ち
並
び
、
そ
の
会
社
の
地

下
に
は
カ

I
ブ
と
呼
ば
れ
る
酒
蔵
が
あ

る
。
カ
ー
ブ
の
総
延
長
は
百
キ
ロ
に
も
及

び
、
約
二
億
本
と
も
い
わ
れ
る
シ
ャ
ン
パ

ン
が
眠
っ
て
い
る
と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
の

市
民
は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
を
は
じ
め
シ
ャ
ン

パ
ン
会
社
な
ど
シ
ャ
ン
パ
ン
関
連
の
仕
事

に
従
事
し
て
お
り
、
ま
さ
に
シ
ャ
ン
パ
ン

は
地
域
産
業
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

ブ
ド
ウ
栽
培
の
北
限
地
と
い
う
ハ
ン
デ

ィ
を
克
服
し
て
、
ブ
ド
ウ
の
栽
培
品
種
を

三
種
類
に
限
定
し
、
生
育
過
程
に
お
い
て

も
肥
料
の
制
限
や
手
摘
み
に
よ
る
収
穫
の

義
務
な
ど
厳
し
い
ル

l
ル
を
設
け
、
伝

統
を
重
ん
じ
な
が
ら
高
い
品
質
を
維
持

し
て
い
る
。

市
助
役
を
は
じ
め
、
そ
う
そ
う
た
る
メ

ン
バ

l
で
の
応
対

に
驚
い
た
。
話
の

内
容
や
態
度
に
自

分
た
ち
の
地
域
で

採
れ
る
ブ
ド
ウ
に

で
対
し
て
の
誇
り
、

明
長
い
伝
統
を
守
り

時
な
が
ら
作
り
続
け

、平州
て
い
る
シ
ャ
ン
パ

ェ
ン
に
対
す
る
思
い

が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
シ

ャ
ン
パ
ン
作
り
の
条
件
と
し
て
、
風
土
、

土
壌
、
伝
統
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
る
。
我
々
に
と

っ
て
も
他
の
ま
ね
ご
と
を
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
所
に
し
か
な
い
も
の
は
何
な

の
か
、

差
別
化
し
誇
り
あ
る
物
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
強
く
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

今
回
の
研
修
で
、
異
国
の
文
化
、
歴
史

の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
違
い
こ
そ
が
、
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
我
々
が
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
他
の
「
モ
ノ

マ
ネ
」
を
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
域

に
し
か
な
い
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
を
見
つ
け
、

ど
う
い
う
色
を
付
け
る
か
で
あ
る
。
と

て
も
有
意
義
な
十
日
間
の
欧
州
研
修
で

あ
っ
た
。
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-
第
二
回
ふ
る
さ
と
サ
ロ
ン
闇

京
都
老
舗
旅
館
の

お
も
て
な
し
の
心
を
学
ぶ

有
楽
町
・
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ

ザ
で
は
、

十
二
月
十
五
日
附
午
後

六
時
半
か
ら
、
=
口小
都
地
域
に

根
ざ
す
お
も
て
な
し
の
心
」
を
テ

ー
マ
に
第
二
回
ふ
る
さ
と
サ
ロ
ン

を
開
催
し
ま
す
。

出
演
は
、
京
都
に
百
九
十
年
続

く
老
舗
旅
館

「
柊
家
」
女
将

・
西

村
明
美
さ
ん
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

は
文
化
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
小
俣
千
宜

さ
ん
。
小
俣
さ
ん
は
資
生
堂
の
元

文
化
デ
ザ
イ
ン
部
長
、

同
「
花
椿
」

編
集
長
と
し
て
、
東
京

・
銀
座
を

舞
台
に
企
業
の
文
化
発
信
活
動
を

長
年
に
わ
た
り
手
掛
け
て
き
た
。

現
代
の
都
市
型
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ

ス
と
は
遣
う
、

古
都

・
京
都
で
培

わ
れ
た
千
年
に
及
ぶ
地
域
文
化
の

上
に
成
り
立
つ
「
お
も
て
な
し
の

心
」
を
、
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

質
疑
応
答
な
ど
を
交
え
な
が
ら
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
畠
田

電
話

0
3
(
3
2
8
4
)
0
8
5
5

| 附恥!元頑気人j全関即i地仲臨
平戚即~隼麿塾隼募集

[応募資格】

①地方公共団体などの職員

②地域づくり団体のメンバーで市区町村長の推薦のある者

③農協、商工会、第三セクターなどの職員で市区町村長

の推薦のある者

【募集人数]40人程度
[応募方法]

募集案内の詳細および応募用紙は市区町村担当課にあり

ます。地域づくり団体などの皆さんは、各市区町村の担

当課にお問い合わせください。

【応募期限】

平成17年1月28日 (金)

全園地域リーダー養成塾は、さまざまな分野で既存の枠

にとらわれない発想のできる地域のリーダーの養成を目的

として、平成元年度から開講しています。既に496人の感
性豊かな実行力のある地域のリーダーを養成し、その成果

は各界から高く評価されています。

平成17年度においても、熱意ある皆さんの積極的な参
加をお待ちしています。

【慨要]

①研修期間.平成17年5月から平成18年2月まで
②研修内容 一般研修 (年間6回-各3日間)

合宿研修 (7月に4日間首都圏)

先進市町村現地調査

(2泊3日/全国各地の先進事例視察など)

海外研修(※希望者のみ/9月ごろ10日閣を予定)
[塾長・主任講師]

①塾 長 :大森菊氏(千葉大学教授・東京大学名誉教痩)

②主任講師:宮口伺麹氏(早稲田大学教授)

卯月盛夫氏(早稲田大学教授)

北沢 猛氏(東京大学大学院助教授)

小田切徳美氏(東京大学大学院助教慢)

辻 琢也氏(政策研究大学院大学教授)

(財)地域活性化センター 研修交流課 <担当>堀

電話 03(5202) 61 34 FAX 03 (5202) 0755 
E-mail leader@jcrd目JP

-酋E園留置掴.
[経費]

①研修中の宿泊費 (朝食含む)、 教材費などについては、

地域活性化センターで負担します。

②研修地までの往復の交通費、滞在中の昼食代-夕食代、

海外研修に参加される場合の参加費用については、自己

負担となります。
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[応募資格】

①地方公共団体などの職員

②地域づくり団体のメンバーで市区町村長の推薦のある者

③農協、商工会、第三セクターなどの職員で市区町村長

の推薦のある者

【募集人数]40人程度
[応募方法]

募集案内の詳細および応募用紙は市区町村担当課にあり

ます。地域づくり団体などの皆さんは、各市区町村の担

当課にお問い合わせください。

【応募期限】

平成17年1月28日 (金)

全園地域リーダー養成塾は、さまざまな分野で既存の枠

にとらわれない発想のできる地域のリーダーの養成を目的

として、平成元年度から開講しています。既に496人の感
性豊かな実行力のある地域のリーダーを養成し、その成果

は各界から高く評価されています。

平成17年度においても、熱意ある皆さんの積極的な参
加をお待ちしています。

【慨要]

①研修期間.平成17年5月から平成18年2月まで
②研修内容 一般研修 (年間6回-各3日間)

合宿研修 (7月に4日間首都圏)

先進市町村現地調査

(2泊3日/全国各地の先進事例視察など)

海外研修(※希望者のみ/9月ごろ10日閣を予定)
[塾長・主任講師]

①塾 長 :大森菊氏(千葉大学教授・東京大学名誉教痩)

②主任講師:宮口伺麹氏(早稲田大学教授)

卯月盛夫氏(早稲田大学教授)

北沢 猛氏(東京大学大学院助教授)

小田切徳美氏(東京大学大学院助教慢)

辻 琢也氏(政策研究大学院大学教授)

(財)地域活性化センター 研修交流課 <担当>堀

電話 03(5202) 61 34 FAX 03 (5202) 0755 
E-mail leader@jcrd目JP

-酋E園留置掴.
[経費]

①研修中の宿泊費 (朝食含む)、 教材費などについては、

地域活性化センターで負担します。

②研修地までの往復の交通費、滞在中の昼食代-夕食代、

海外研修に参加される場合の参加費用については、自己

負担となります。
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i 豊かな昧覚と温泉の城下町
市#
 

また今、掛川で旬の話題とい

うと、掛川城天守閣を建立した

山内一豊とその妻お千代の物語

が平成18年のNHK大河ドラマ

「功名が辻」で放送決定したこ

とが挙げ、られます。市内には、

一豊によって建てられた当時の

資料を基に、日本初の本格木造

で復元された「掛川城天守閣」

をはじめ、一豊が家j棄を茶室で

もてなした「久延寺jなど、ゆ

かりの史跡名勝が多数残ってお

り、早くも大河ドラマを活かした街おこし

をと意気込んでいます。

このほかにも、横須賀城の城下町として

の風情が残る「横須賀の街並

みJ、旧東海道の道筋であり 、
かつては松尾芭蕉などの有名

な歌人らが題材として歌を詠

んだ「小夜の中山峠」と、そ

の西麓に位置する東海道五十

三次の江戸日本橋から数えて

二十五番目の宿場町「日坂宿」、

日本最大規模の三千種百万株

の菖蒲が広がる「加茂花菖蒲

園」、ぺンギン、フクロウなど

の鳥類や花との直接の触れ合

いをテーマにした「掛)11花鳥

園」、250本のしだれ梅が楽し

平 成17叩日に合
併により新しく生ま

れ変わる掛川市は、日本の

真ん中に位置する掛川市、

大東町、大須賀町の 1市2

町が合併して誕生します。

新市は、北部に南アルプス
茶畑

が連なる山々の恵み、南部

に遠州灘の海岸線と多様な自然を抱えてお

り、冬、雪がほとんど降らない温暖な気候

の市内では、合併により圏内生産量NO.1と

なる茶をはじめ、イチコ、キウイフルーツ、

メロンなどの特産品を有し、これらを含め

たさまざまな昧覚狩りが楽しめます。

める「龍尾神社」、女優宮城まり子さんが中

心となって福祉の村づくりが行われ、芥川

賞作家吉行淳之介文学館なども圏内に有す

る「ねむの木村J、甲子園の百倍の敷地内で
乗馬、カー卜、テニス、ゴルフなどさまざ

まなレジャーや温泉が楽しめる「つま恋」

など多くの見所があります。また温泉も市

内に点在しており 、山聞の温泉郷である

「倉真温泉j、「法泉寺温泉」や日帰り温泉の

「ならここの湯jや「大東iE泉シートピア」
などで楽しむことが、できます。

掛川は、新幹線、東海道本線、東名高速

道路が通る交通アクセスも良い、見所盛り

だくさんな街ですので、ぜひ足を運んでみ

てくださし、。
龍尾神社

鵠拙記誕誕ぬ識 20∞0仲 1明2問月号 48 
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CORNER EVENT 

. 10月 12 日 ~ 13 日

鳴瀬町 (宮i成県)

悠久の時聞を超えて・一、縄文人が

見た海 ・松島・田・(3)

・ 10月 18 日 ~22 日
ながと路観光連絡協議会

(山口県・島根県)

使うほどに昧わい深くなる萩焼… (4)

・ 10月 27 日 ~28日
津軽広域観光圏協会 (青森県)

津軽の四季写真展
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~~IK. . (1) 

~29 日

(東京都)

:板橋のいつひ。んPRキャ
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情報プラザ

ー日 ~ 7 日

H府
百織物展

女日本橋プ・

イベント・10月4E
一関の物産とE
員会 (ミ

みちのくいわっ

の物産と・10月6E
女川町 (

おながわ豊・10月13E
小笠町 (

小笠茶室 12月
(予定)

女日本橋プラザビルイベントスペース

・ 12月 1 日 ~ 3 日
東村 (福島県)・12月6日
石川県東京観光情報センター

・ 12月 7 日 ~8日
焼津市 (静岡県)

宮崎ふるさと情報プラザ

・12月 6日 ~ 10 日
函館市 (北海道)

2004年はこだてクリスマスファンタジー・12月15日
第2回ふるさとサロン「京都地域
に根ざすおもてなしの心
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に
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中
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、
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と
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道
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る
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そ
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に
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、
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